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附合の基礎を考える﻿
 

論　
　
　

説附
合
の
基
礎
を
考
え
る

平
　
　
田
　
　
健
　
　
治

第
1
章　

物
の
結
合
体
に
つ
い
て
の
規
律
と
そ
の
分
類
基
準

　

序　

若
干
の
問
題

　

第
1
節　

附
合
制
度
の
趣
旨
・
そ
の
適
用
範
囲
の
画
定

　
　

Ⅰ　

不
動
産
の
附
合
に
関
す
る
日
本
の
学
説
の
展
開
と
現
状

　
　
　

①
伝
統
的
通
説

　
　
　

②
取
引
観
念
説

　
　
　

③
取
引
安
全
説

　
　
　

④
新
通
説

　
　
　
〔
社
会
経
済
的
利
益
の
維
持
と
い
う
命
題
の
検
討
〕

　
　

Ⅱ　

取
引
法
秩
序
の
中
へ
の
位
置
づ
け
か
た

　
　
　
〔
附
合
制
度
の
適
用
範
囲
〕

　
　
　
〔
当
事
者
関
係
と
第
三
者
関
係
を
区
別
し
て
処
理
す
る
こ
と
の
必
要
性
〕

　
　
　
（
1
）
高
島
説

（
1
）
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論　　　説

　
　
　
（
2
）
瀬
川
説

　
　
　
　
（
ａ
）
適
用
領
域
の
確
定

　
　
　
　
（
ｂ
）
附
合
の
根
拠

　
　
　
　
（
ｃ
）
附
合
の
基
準

　

第
2
節　

結
合
基
準
、
そ
の
二
重
性

　
　

Ⅰ　

構
成
部
分
と
従
物
の
分
化

　
　
　

1　

概
観

　
　
　

2　

そ
の
前
夜

　
　
　

3　

ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
、
コ
ー
ラ
ー

　
　
　

4　

諸
概
念
と
体
系
の
関
連
と
そ
の
変
動

　
　

Ⅱ　

附
合
制
度
の
中
で
の
変
遷

　
　
　

1　

普
通
法

　
　
　
　
【
休
眠
所
有
権
の
処
遇
】

　
　
　
　
　

①
一
物
一
権
主
義
（
休
眠
所
有
権
否
定
の
モ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　
　

②
分
離
に
よ
っ
て
生
ず
る
所
有
権
の
説
明
（
肯
定
の
モ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　
【
物
的
利
用
権
者
の
場
合
の
附
合
の
例
外
】

　
　
　

2　

部
分
草
案

　
　
　

3　

第
一
草
案
以
降

　
　
　
　
【「
本
質
的
構
成
部
分
」
概
念
あ
る
い
は
「
分
離
不
可
能
」
概
念
の
統
一
性
の
破
綻
？
】

　
　
　
　
【
収
去
権
の
附
合
制
度
と
の
一
般
的
結
合
】

　
　

Ⅲ　

従
物
制
度
と
の
関
連
で
の
問
題
性

　

ま
と
め　

日
本
法
に
対
す
る
示
唆
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附合の基礎を考える﻿

第
2
章　

権
原
者
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
物
の
法
的
処
理
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に

　

第
1
節　

問
題
の
所
在

　
　

第
一
の
考
え
方　

─
概
念
的
連
動
性
維
持
─

　
　

第
二
の
考
え
方　

─
概
念
の
連
動
否
定
、
当
事
者
の
合
意
あ
る
い
は
交
渉
が
最
終
的
基
準
─

　

第
2
節　

主
要
な
学
説
の
検
討

　
　
（
一
）
後
藤
説

　
　
（
二
）
我
妻
説

　
　
（
三
）
渡
辺
説

　
　
（
四
）
星
野
説
（
そ
の
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
2
）

　
　
（
五
）
瀬
川
説

　
　
（
六
）
三
宅
説

　
　
（
七
）
原
田
説

　

結　

論

第
3
章　

不
動
産
の
附
合
に
関
す
る
判
例
と
解
釈
提
案

　

第
1
節　

概
説

　
　

Ⅰ　

序

　
　

Ⅱ　

附
合
概
念
の
定
義

　
　

Ⅲ　

事
案
類
型

　
　

Ⅳ　

判
例
の
展
開
概
観

　
　

Ⅴ　

基
本
的
諸
問
題
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論　　　説

　

第
2
節　

民
法
2‌

4‌

2
条
の
解
釈

　
　

Ⅰ　

要
件

　
　

Ⅱ　

但
書
の
問
題

　
　

Ⅲ　
「
権
原
」
の
問
題

　
　

Ⅳ　

制
度
理
解
に
基
づ
く
設
計

　
　

Ⅴ　

機
能

　
　

Ⅵ　

帰
責
事
由
考
慮
の
可
否

　
　

Ⅶ　

一
物
一
権
主
義
と
の
関
連

第
1
章　

物
の
結
合
体
に
つ
い
て
の
規
律
と
そ
の
分
類
基
準

序　

若
干
の
問
題

　

不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
場
合
に
成
立
す
る
か
と
い
う
要
件
論
に
関
し
て
は
、
民
法
二
四
二
条
の
「
そ
の
不
動

産
に
従
と
し
て
付
合
し
た
」（
現
代
語
化
前
は
「
従
ト
シ
テ
之
ニ
附
合
シ
タ
ル
」）
と
い
う
表
現
の
下
に
、
い
か
な
る
結
合
が
含
め
ら
れ

る
か
と
い
う
解
釈
論
の
形
で
争
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
多
く
の
学
説
は
、
建
物
賃
借
人
の
修
補
・
改
修
な
ど
の
場
合
に
、
一
定
以

上
の
結
合
関
係
が
生
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
但
書
に
基
づ
き
な
お
賃
借
人
の
所
有
権
留
保
が
可
能
と
な
る
と
い
う
不
当
な
結
論

を
回
避
す
る
と
い
う
実
践
的
目
的
に
基
づ
き
、
附
合
を
二
分
し
、
一
方
を
不
動
産
の
構
成
部
分
と
な
っ
て
独
立
性
を
喪
失
し
た
も
の
と

し
て
、
二
四
二
条
本
文
の
み
が
適
用
さ
れ
、
但
書
に
よ
る
所
有
権
留
保
が
で
き
な
い
場
合
と
、
他
方
を
不
動
産
と
一
体
と
な
っ
て
い
る

が
な
お
そ
の
独
立
性
を
保
持
し
て
い
て
、
但
書
の
適
用
も
あ
る
場
合
に
分
類
す
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
批
判
が
あ
る

が
、
本
章
は
ド
イ
ツ
法
の
沿
革
に
遡
っ
た
考
察
を
も
と
に
、
な
お
改
め
て
多
数
説
の
立
場
を
擁
護
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
以

（
2
）

（
3
）
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附合の基礎を考える﻿

下
の
叙
述
が
示
す
よ
う
に
、
附
合
を
二
分
す
る
考
え
方
は
、
い
わ
ゆ
る
取
引
観
念
説
を
主
張
し
た
末
弘
説
に
す
で
に
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
歴
史
的
沿
革
を
た
ど
れ
ば
、
普
通
法
に
お
け
る
物
の
分
類
に
ま
で
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
法

源
の
解
釈
の
形
で
議
論
さ
れ
た
、
物
の
三
分
類
の
う
ち
の
、
単
一
物
、
合
成
物
が
こ
れ
に
対
応
す
る
。
民
法
起
草
者
で
あ
る
梅
、
富
井

も
自
ら
の
体
系
書
に
お
い
て
、
不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
、
一
物
を
な
す
も
の
と
二
物
を
な
す
も
の
と
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
も
そ
の

影
響
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
現
を
変
え
れ
ば
、
附
合
論
と
費
用
償
還
論
と
の
結
合
、
そ
れ
ら
と
収
去
権
と
の
関
係
と
い
う
問
題
で
も
あ

る
。
こ
れ
も
、
以
下
の
叙
述
に
お
い
て
、
合
わ
せ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

第
1
節　

附
合
制
度
の
趣
旨
・
そ
の
適
用
範
囲
の
画
定

　

ま
ず
、
従
来
の
学
説
の
状
況
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
く
。

Ⅰ　

不
動
産
の
附
合
に
関
す
る
日
本
の
学
説
の
展
開
と
現
状

　

従
来
の
学
説
は
以
下
の
四
説
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①　

伝
統
的
通
説

　

こ
の
説
は
、
附
合
制
度
の
趣
旨
を
、
附
着
物
の
分
離
か
ら
生
ず
る
社
会
経
済
上
の
不
利
益
を
阻
止
す
る
点
に
求
め
る
。
従
っ
て
、
付

加
し
た
原
所
有
者
か
ら
の
分
離
請
求
の
禁
止
を
紛
争
類
型
と
し
て
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
附
合
の
基
準
は
、
動
産
の
附
合
を
規
定
す
る

二
四
三
条
と
同
じ
く
、
分
離
復
旧
が
毀
損
等
を
も
た
ら
す
ほ
ど
緊
密
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
二
四
二
条
但
書
の
説
明

は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
4
）

（
5
）
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論　　　説
　

②　

取
引
観
念
説
（
末
弘
説
）
─
Ｂ
Ｇ
Ｂ
附
合
規
定
の
参
照

　

こ
の
説
は
、「
取
引
観
念
上
の
独
立
性
」、「
接
合
の
結
果
取
引
上
独
立
性
を
失
う
に
至
っ
た
か
否
か
」
を
附
合
成
立
の
基
準
と
し
て

持
ち
出
し
、
当
時
の
通
説
と
異
な
り
、
物
理
的
接
合
の
程
度
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
取
引
上
独
立
性
を
失
う
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
資
料
に
す
ぎ
ず
、

こ
れ
の
み
を
独
立
的
標
準
と
し
て
附
合
の
成
否
を
決
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
独
立
性
を
決
す
る
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る

が
、
唯
一
の
基
準
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
た
。
従
っ
て
、
接
合
の
程
度
が
極
度
に
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
取
引
の
通
念
上
独
立
性
を
失
う
物

と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
（
そ
の
例
と
し
て
瓦
）、
他
方
、
接
合
の
程
度
が
極
度
に
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
取
引
の
通
念
上
依
然

と
し
て
独
立
性
を
有
す
る
場
合
（
そ
の
例
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
）、
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
考
え
を
採
る
理
由

と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
の
規
定
を
参
照
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
説
は
不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
、
そ
の
基
準
と
し
て
二
四
三
条
の

動
産
の
規
定
を
類
推
す
べ
き
だ
と
す
る
が
、
か
よ
う
な
解
釈
は
誤
り
だ
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
が
附
合
に
つ
い
て
、

九
三
条
に
お
い
て
一
般
規
定
を
設
け
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
土
地
の
「
重
要
的
構
成
部
分
」
に
つ
い
て
列
挙
的
な
特
別

規
定
（
九
四
条
）
を
設
け
て
い
る
点
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
九
三
条
の
一
般
規
定
だ
け
で
は
、
不
動
産
の
特
質
上
、
何
が
「
重
要
構
成

部
分
」
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
か
ら
、
特
に
列
挙
的
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
決
定
を
容
易
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
植

栽
に
つ
い
て
は
、
植
栽
後
に
根
付
い
た
か
否
か
と
い
う
基
準
は
曖
昧
だ
か
ら
、
植
栽
に
よ
っ
て
直
ち
に
「
重
要
構
成
部
分
」
と
な
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
民
法
二
四
三
条
の
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
の
基
準
は
、
そ
の
性
質
上
不
動
産
の
附
合
に
適
合
し

な
い
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

以
上
か
ら
、
不
動
産
に
接
合
し
た
物
が
附
合
に
よ
っ
て
不
動
産
所
有
者
の
所
有
に
帰
す
る
か
否
か
は
、
そ
の
物
が
接
合
後
依
然
と
し

て
取
引
上
独
立
性
を
保
有
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
こ
の
基
準
に
従
え
ば
、
日
本
に
お
け
る
建
物
、
樹
木
、
苗
、
播
か
れ
た
種

子
な
ど
は
、
権
原
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

独
立
性
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。「
作
物
は
苗
乃
至
種
子
の
時
か
ら
成
熟
収
穫
の
時
に
至

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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附合の基礎を考える﻿

る
ま
で
経
済
上
全
然
独
立
の
存
在
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
く
附
合
原
則
の
適
用
を
受
け
ざ
る
も
の
と
解
す
る
を
正
当
と
す
る
」。

逆
に
、
取
引
の
通
念
上
独
立
性
を
失
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
接
合
の
程
度
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
合
す
る
。
例
え
ば
、
田

畑
に
施
さ
れ
た
肥
料
、
客
土
、
壁
に
塗
り
こ
ま
れ
た
石
灰
な
ど
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
附
合
に
は
、
二
種
類
あ
り
、
第
一
に
不
動
産
に
合
体
し
て
そ
の
「
不
可
欠
的
部
分
」
に
な
っ
た

場
合
、
す
な
わ
ち
「
附
属
」
以
上
に
接
合
し
た
物
は
、
権
原
に
よ
る
附
着
と
い
え
ど
も
二
四
二
条
但
書
そ
の
他
の
収
去
権
に
関
す
る
諸

規
定
に
基
づ
き
収
去
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
費
用
の
償
還
の
み
で
あ
り
、
第
二
に
、
単
な
る
附
属
の
場
合
に
は
、
権
原
の
有
無
に
よ
る

と
さ
れ
る
。

　

こ
の
説
は
、
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
た
法
律
問
題
に
対
処
す
る
と
い
う
実
践
的
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、

こ
の
観
念
に
よ
っ
て
、
農
作
物
を
土
地
か
ら
独
立
化
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
、
建
物
増
改
築
部
分
に
対
す
る
別
個
の
権
利
を
否
定

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る

こ
と
、
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
第
二
の
点
は
、
附
合
の
成
立
範
囲
を
拡
大
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ド
イ
ツ
不
動
産
附
合
法
規
定
の
援
用
が
ま
さ
に
適
合
す
る
が
、

第
一
の
点
は
、
ド
イ
ツ
法
で
は
土
地
利
用
者
の
権
原
の
有
無
（
九
五
条
）、
ま
た
は
果
実
収
取
権
の
有
無
（
九
五
三
条
以
下
）
で
判
断

さ
れ
て
い
る
点
、
建
物
は
ま
さ
に
土
地
の
附
合
物
の
典
型
で
あ
る
点
（
九
四
条
一
項
）
で
、
日
本
法
と
前
提
が
異
な
る
。

　

こ
の
説
の
特
徴
は
さ
ら
に
、
不
動
産
の
附
合
を
動
産
の
附
合
と
区
別
し
て
、
取
引
観
念
上
の
独
立
性
と
い
う
基
準
を
定
立
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
個
別
類
型
的
処
理
を
意
図
し
て
い
た
点
、
そ
の
発
想
は
ド
イ
ツ
民
法
の
規
定
の
仕
方
を
参
考
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
不
動
産
の
附
合
を
動
産
の
附
合
と
対
立
さ
せ
、
前
者
の
附
合
基
準
が
そ
も
そ
も
物
理
的
接
合
の
程
度
に
尽
き
な
い
特
殊
性
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
こ
と
に
、
伝
統
的
通
説
を
越
え
た
新
し
さ
が
あ
り
、
日
本
の
附
合
法
学
説
史
上
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、

か
よ
う
な
発
想
を
と
る
こ
と
の
必
然
と
し
て
、
結
合
の
程
度
に
従
い
附
合
を
二
種
類
に
分
け
、
結
合
の
程
度
が
強
い
場
合
に
は
収
去
を

（
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否
定
す
る
附
合
二
分
説
（
の
ち
の
学
説
に
お
け
る
強
い
附
合
・
弱
い
附
合
の
分
類
を
想
起
さ
せ
る
）
に
至
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
。

　

さ
ら
に
、
附
合
の
効
果
と
し
て
、「
苟
も
附
合
し
て
い
る
以
上
原
所
有
者
に
は
収
去
の
権
利
も
な
く
又
其
義
務
も
な
い
」
と
し
て
、

当
時
の
不
動
産
利
用
者
の
保
護
の
必
要
性
を
前
に
し
て
、
不
動
産
所
有
者
か
ら
の
除
去
請
求
を
制
限
し
、
補
償
義
務
を
課
す
る
こ
と
を

附
け
加
え
た
。

　

③　

取
引
安
全
説

　

こ
の
説
は
、
附
合
成
立
の
基
準
と
し
て
、
伝
統
的
通
説
か
ら
は
「
外
形
的
画
一
性
」
の
基
準
を
受
け
継
ぎ
、
取
引
観
念
説
か
ら
は

「
取
引
観
念
上
の
独
立
性
」
の
基
準
を
継
承
し
た
。
制
度
趣
旨
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
に
由
来
す
る
一
物
一
権
主
義
を
附
合
制
度
と
は

じ
め
て
結
び
付
け
、
所
有
権
の
客
体
の
範
囲
の
明
確
化
、
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
理
由
書
を
引
用
し
な
が
ら
取
引
の
安
全
を

提
唱
し
た
。

　

し
か
し
、
制
度
趣
旨
が
取
引
安
全
で
あ
り
な
が
ら
、
附
合
の
成
否
を
判
断
す
る
基
準
は
、「
通
常
独
立
に
取
引
さ
れ
る
か
否
か
」
と

い
う
よ
う
な
、
個
々
の
紛
争
ご
と
の
具
体
的
基
準
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
こ
の
説
に
よ
っ
て
、
取
引
の
安
全
が
促
進
さ
れ
る
結
果
を

導
く
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

④　

新　

通　

説

　

こ
の
説
は
、
伝
統
的
通
説
の
修
正
と
し
て
現
れ
る
。
そ
の
特
色
と
し
て
、
具
体
的
思
考
化
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
ず
、
伝
統
的
通
説
の

基
準
で
あ
る
毀
損
の
有
無
に
、「
取
引
観
念
上
」
と
い
う
要
素
を
加
味
し
、
基
準
を
緩
和
し
た
。
第
二
に
、
借
家
の
増
改
築
に
つ
い
て
、

取
引
観
念
説
か
ら
の
批
判
を
う
け
い
れ
て
、
一
体
化
を
認
め
、
そ
の
構
成
と
し
て
、
構
成
部
分
と
非
構
成
部
分
の
分
離
に
よ
り
、
前
者

に
当
た
る
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
但
書
に
よ
る
所
有
権
留
保
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
第
三
に
、
取
引
観
念
説
を
批
判
し
、
無
権
原

（
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）

（阪大法学）68（5-8）　924 〔2019. 1 〕



附合の基礎を考える﻿

耕
作
で
の
農
作
物
の
附
合
を
肯
定
す
る
伝
統
的
通
説
の
立
場
を
擁
護
し
た
。
又
、
取
引
安
全
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
取
引
安
全
は

公
示
・
公
信
の
原
則
に
よ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
す
で
に
但
書
の
存
在
は
外
形
的
画
一
性
、
強
行
法
規
性
と
矛
盾
し
て
い
る
と
し
た
。

　

以
上
の
概
観
を
前
提
と
し
て
、
不
動
産
附
合
法
の
制
度
趣
旨
を
検
討
し
て
み
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
見
解
の
対
立
に
単
純
化
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
社
会
経
済
的
利
益
の
維
持
に
そ
れ
を
求
め
る
見
解
（
通
説
）
と
取
引
安
全
の
保
護
に
そ
れ
を
求
め
る
見
解
（
取
引
安
全

説
）
で
あ
る
。

　
〔
社
会
経
済
的
利
益
の
維
持
と
い
う
命
題
の
検
討
〕

　

前
者
は
こ
の
制
度
の
起
源
で
あ
る
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
に
公
法
的
規
制
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、

現
在
で
は
こ
の
意
味
は
、
当
事
者
間
に
合
意
が
存
在
し
な
い
場
合
と
い
う
よ
う
に
最
小
限
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
合
意
が
存
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
維
持
は
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

社
会
経
済
上
の
利
益
の
考
慮
と
い
う
制
度
目
的
は
、
こ
の
目
的
の
実
現
が
、
相
当
程
度
ま
で
確
実
で
、
徹
底
し
た
も
の
で
な
い
限
り
、

む
し
ろ
所
有
権
取
得
者
の
利
益
の
み
が
浮
か
び
上
が
り
、
か
え
っ
て
一
般
の
規
範
意
識
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
土
地
所

有
者
が
附
合
し
た
物
を
自
己
の
所
有
物
と
し
て
、
別
個
の
経
済
的
利
益
の
た
め
に
、
自
由
に
こ
れ
を
収
去
す
る
可
能
性
ま
で
は
防
げ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
二
四
二
条
但
書
の
場
合
も
、
権
原
と
な
る
利
用
権
の
存
続
に
つ
い
て
の
保
障
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
土
地
上
に
自
己

の
所
有
物
を
保
有
で
き
て
も
土
地
所
有
者
側
か
ら
の
除
去
請
求
に
服
せ
ざ
る
を
得
ず
結
局
は
分
離
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
社
会
経
済

上
の
利
益
に
対
す
る
考
慮
も
そ
の
限
り
で
重
大
な
限
界
に
直
面
す
る
。
つ
ま
り
利
益
保
持
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
こ
と
が
言
え
る
。
従
っ
て
、
社
会
経
済
上
の
利
益
の
考
慮
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
当
事
者
の
意
思
を
無
視
し
て
所
有
権
の
得
喪
を

生
じ
さ
せ
る
附
合
制
度
は
、
そ
の
目
的
自
体
に
存
す
る
問
題
と
、
こ
の
目
的
の
実
現
の
不
徹
底
さ
ゆ
え
に
、
技
術
的
手
段
と
し
て
は
行

き
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
か
ら
す
れ
ば
、
附
合
制
度
の
運
用
に
お
い
て
、
附
合
の
成
立
す
る
場
合

（
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）

（
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）
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を
厳
格
に
限
定
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

む
し
ろ
、
物
理
的
結
合
前
の
事
情
、
結
合
の
際
の
事
情
、
結
合
後
の
事
情
が
そ
の
結
合
体
の
運
命
に
総
合
的
に
影
響
を
与
え
る
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
基
本
に
置
か
れ
る
べ
き
原
則
は
、
あ
る
者
の
所
有
物
が
そ
の
者
の
意
思
に
基
づ
か
な
い
で
他

の
者
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
例
外
的
事
態
と
し
て
の
み
容
認
さ
れ
る
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
解
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
物
の
結
合
と
い
う
経
済
活
動
に
と
っ
て
偶
然
的
・
外
在
的
要
素
を
緩
和
し
、
附
合
法
を
取
引
法
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
あ
る
（
私
的
自
治
原
則
の
最
大
限
の
保
障
）。

Ⅱ　

取
引
法
秩
序
の
中
へ
の
位
置
づ
け
か
た

　

か
く
し
て
、
問
題
は
附
合
法
を
如
何
に
取
引
法
秩
序
の
中
に
位
置
づ
け
る
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
考
え
方
が
分
か
れ
う
る
。

　

附
合
制
度
に
取
引
安
全
の
機
能
を
も
一
部
分
担
さ
せ
る
考
え
と
し
て
、
物
の
結
合
を
動
産
の
附
合
の
基
準
と
同
じ
基
準
で
二
分
し
、

「
結
合
し
た
諸
部
分
に
つ
い
て
所
有
者
を
異
に
す
る
こ
と
が
一
般
に
考
え
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
場
合
」、
こ
の
場
合
に
は
第
三
者

は
そ
の
よ
う
な
外
形
に
対
す
る
信
頼
を
保
護
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
を
第
三
者
は
、
即
時
取
得
の
場
合
よ
り
も

強
い
第
三
者
保
護
と
し
て
、
主
観
的
要
件
を
要
せ
ず
し
て
、
附
合
（
あ
る
い
は
一
物
で
あ
る
こ
と
）
の
効
果
と
し
て
取
得
す
る
。
そ
の

際
、
当
事
者
が
例
外
的
に
所
有
権
留
保
を
そ
の
部
分
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
結
合
に
は
至
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

当
事
者
は
二
四
二
条
の
但
書
に
よ
る
留
保
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
も
第
三
者
の
保
護
は
必
要
で
あ
り
、
即
時

取
得
の
準
用
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
結
合
物
を
二
分
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
物
の
部
分
の
帰
属
は
あ
く
ま
で
そ
の
結
合
物
を
「
権
原
」
に
よ
っ
て
付
着
さ

せ
た
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
き
る
と
し
て
、
第
三
者
の
保
護
は
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
依
拠
す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
こ
こ
で
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は
、
附
合
を
当
事
者
間
の
問
題
と
し
て
一
貫
さ
せ
、
第
三
者
保
護
は
す
べ
て
附
合
制
度
に
外
在
的
な
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
法
的

構
成
と
し
て
は
最
も
簡
明
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
独
立
性
が
識
別
で
き
な
い
程
度
の
結
合
に
つ
い
て
も
、
後
述
の
瀬
川
説
と
異
な
り
、

な
お
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
所
有
権
留
保
が
肯
定
さ
れ
る
（
と
解
さ
れ
る
）
こ
と
に
は
、
疑
問
が
残
る
。

　
〔
附
合
制
度
の
適
用
範
囲
〕

　

以
上
の
検
討
か
ら
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
附
合
制
度
の
目
的
を
い
か
な
る
も
の
と
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
は
さ
ら
に
派
生
し
て
、

こ
の
制
度
の
適
用
範
囲
如
何
と
い
う
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
。

　
〔
当
事
者
関
係
と
第
三
者
関
係
を
区
別
し
て
処
理
す
る
こ
と
の
必
要
性
〕

　

附
加
当
事
者
間
で
争
わ
れ
る
場
合
に
は
、
問
題
は
少
な
い
。
こ
こ
で
は
、
通
説
の
言
う
、
社
会
経
済
的
利
益
の
保
護
と
い
う
趣
旨
は

一
応
貫
徹
で
き
る
。
し
か
し
問
題
は
、
結
合
物
に
つ
い
て
、
第
三
者
が
か
か
わ
る
場
合
で
あ
る
。
典
型
的
に
は
、
結
合
物
を
形
成
す
る

一
部
の
み
を
所
有
す
る
者
（
売
主
）
が
、
結
合
物
全
体
を
処
分
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
相
手
方
（
買
主
）
が
そ
こ
に
無
権
利
者
の
処
分
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
利
害
状
況
は
、
第
三
者
保
護
の
基
準
と
し
て
考
え
れ
ば
、
第
三
者
か

ら
み
た
外
形
性
、
一
般
取
引
上
、
各
部
分
が
所
有
者
を
異
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
結
合
物

0

0

0

0

0

0
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0
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0

0
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0

0

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
例
外
的

に
所
有
権
留
保
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
（
1
）　

高　

島　

説

　

こ
の
説
は
、
取
引
安
全
説
の
再
構
成
と
も
評
さ
れ
、
附
合
制
度
に
取
引
保
護
の
機
能
を
も
一
部
分
担
さ
せ
る
考
え
で
あ
る
。
前
述
の

程
度
の
結
合
状
態
に
あ
る
結
合
物
と
な
っ
た
こ
と
あ
る
い
は
独
立
し
た
所
有
権
成
立
の
可
能
性
の
有
無
を
附
合
成
否
の
基
準
と
す
る
。

例
え
ば
、
動
産
で
あ
れ
ば
、
二
四
三
条
の
程
度
に
達
し
た
場
合
、
不
動
産
で
あ
れ
ば
、
結
合
し
た
諸
部
分
に
つ
き
所
有
者
を
異
に
す
る

こ
と
が
一
般
に
考
え
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
場
合
（
例
：
肥
料
、
土
砂
、
独
立
の
所
有
権
の
対
象
と
な
り
得
な
い
部
分
が
建
物
に
結

（
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合
せ
し
め
ら
れ
た
場
合
）
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
二
四
二
条
但
書
に
よ
る
留
保
自
体
認
め
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
但
書
に
よ
り
留
保

が
認
め
ら
れ
る
物
に
つ
い
て
は
、
権
原
の
有
無
を
問
わ
ず
、
附
合
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
但
書
の
適
用
さ
れ
る

場
合
の
第
三
者
の
保
護
は
、
対
抗
問
題
と
し
て
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
即
時
取
得
の
準
用
に
よ
る
。
従
っ
て
立
木
取
引
に
お
け
る
明

認
方
法
や
登
記
は
、
そ
れ
自
体
対
抗
要
件
で
は
な
く
第
三
者
の
善
意
・
無
過
失
を
判
断
す
る
材
料
の
一
つ
に
す
ぎ
な
く
な
る
。

　

当
事
者
関
係
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
言
及
さ
れ
な
い
が
、
当
事
者
間
で
は
合
意
が
基
準
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
附
合
法
の
強
行
性

も
限
界
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
、
附
合
の
効
果
を
で
き
る
だ
け
制
限
的
に
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後

述
の
瀬
川
説
と
同
様
に
解
さ
れ
る
。

　
（
2
）　

瀬　

川　

説

　
（
ａ
）　

適
用
領
域
の
確
定

　

附
合
制
度
の
適
用
範
囲
を
当
事
者
間
に
と
ど
め
、
第
三
者
の
保
護
は
公
示
・
公
信
制
度
に
ま
っ
た
く
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

考
え
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
通
説
と
取
引
安
全
説
を
止
揚
し
た
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
紛
争
を
附
加
物
の
所
有
権
が
争
わ
れ
る
も
の
に

限
定
し
、
収
去
、
求
償
の
問
題
を
二
四
二
条
の
適
用
領
域
か
ら
排
除
す
る
。
ま
た
、
二
四
二
条
本
文
を
絶
対
的
に
所
有
利
益
の
主
張
を

禁
止
す
る
も
の
と
解
し
、
本
文
に
費
用
償
還
理
論
の
役
割
を
果
た
さ
せ
る
。

　
（
ｂ
）　

附
合
の
根
拠

　

民
法
上
の
制
度
と
し
て
純
化
す
べ
き
で
、
公
的
利
益
の
考
慮
は
公
法
に
ゆ
だ
ね
る
（
建
築
基
準
法
な
ど
）。
社
会
経
済
的
価
値
の
保

存
と
い
う
命
題
を
よ
り
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
権
利
濫
用
の
禁
止
で
あ
る
。
動
産
の
原
所
有
者
か
ら
の
無
益
な
収
去
の
主

張
は
認
め
な
い
、
同
時
に
収
去
に
よ
っ
て
不
動
産
所
有
者
に
不
当
な
不
利
益
を
与
え
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。

言
い
替
え
る
と
、
収
去
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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①　

分
離
に
よ
っ
て
動
産
所
有
者
が
得
る
利
益
が
収
去
し
な
い
場
合
に
得
る
利
益
よ
り
大
き
い
場
合
で
、

　

②　

か
つ
、
不
動
産
所
有
者
が
分
離
に
よ
っ
て
被
る
不
利
益
が
分
離
し
な
い
場
合
に
被
る
不
利
益
を
越
え
な
い
場
合
、

と
い
う
二
つ
の
条
件
を
同
時
に
満
た
す
場
合
に
は
じ
め
て
収
去
が
認
め
ら
れ
る
。
逆
に
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
「
権
利
濫
用
の
禁
止
」

が
働
い
て
、
収
去
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
制
度
趣
旨
で
あ
る
「
権
利
濫
用
の
禁
止
」
は
あ
ら
ゆ
る
紛
争
当
事
者
問
に
妥
当
す

る
。
ま
た
、
こ
の
制
度
趣
旨
は
附
合
当
事
者
間
の
利
害
を
調
整
す
る
も
の
だ
か
ら
、
絶
対
的
で
は
な
い
。
附
合
法
は
、
附
合
の
成
否
の

点
で
も
、
生
じ
た
物
の
帰
属
の
点
で
も
、
任
意
法
規
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
帰
属
に
つ
い
て
明
示
・
黙
示
の
合
意
、
ま
た
は

慣
習
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
適
用
さ
れ
る
。

　

但
し
、
こ
の
条
件
式
で
考
慮
さ
れ
る
要
素
は
当
事
者
の
帰
責
性
を
も
含
む
広
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、「
分
離
可
能
」
性
あ
る
い
は
「
附
合
」
の
成
否
は
、
物
理
的
外
形
、
機
能
的
関
連
性
の
枠
を
越
え
て
い
る
。

　

先
に
示
し
た
二
つ
の
条
件
式
は
、
よ
り
詳
し
く
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
動
産
の
原
所
有
者
か
ら
の
無
益
な
主

張
を
認
め
な
い
と
い
う
点
か
ら
、

　
　
（
1
）　

動
産
原
所
有
者
が
分
離
に
よ
っ
て
得
る
利
益 ≦

 

分
離
し
な
い
と
き
に
得
る
利
益

の
場
合
に
は
、
附
合
が
成
立
し
、
こ
こ
で
の
「
分
離
に
よ
っ
て
得
る
利
益
」
は
以
下
の
よ
う
に
さ
ら
に
分
析
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
物

自
体
の
価
額（
ａ
）－（
分
離
に
よ
る
減
価（
ｄ
）＋
分
離
費
用（
ｅ
）＋
不
動
産
の
原
状
回
復
費
用（
ｆ
））
と
な
る
。「
分
離
し
な
い
と
き
に

得
る
利
益
」
は
、
求
償
額（
ｇ
）
に
等
し
い
。
従
っ
て
、a－

（d＋
e＋
f

）≦
 g

の
時
に
附
合
す
る
。

　

同
様
に
、（
2
）　

不
動
産
所
有
者
に
不
当
な
不
利
益
を
与
え
な
い
と
い
う
点
か
ら
、

　

不
動
産
所
有
者
が
、
分
離
に
よ
っ
て
被
る
不
利
益 

＜ 

分
離
し
な
い
と
き
に
被
る
不
利
益

の
場
合
に
は
、
附
合
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
、
不
動
産
の
原
状
回
復
費
用（
ｉ
）、
後
者
は
、
補
償
額（
ｋ
）、
動
産
附
着
に
よ
り
得
る

（
32
）

（
33
）

（
34
）
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利
益（
ｌ
）
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、i 

＜ k－
l

と
の
時
に
附
合
す
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
条
件
式
の
ど
ち
ら
か
が
成
立
す
れ
ば
、
附
合
は
成
立
し
、
分
離
請
求
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

ｄ
、
ｅ
、
ｆ
は
、
原
則
と
し
て
、
分
離
請
求
を
す
る
動
産
原
所
有
者
の
負
担
と
な
る
が
、
例
外
的
に
附
着
に
つ
い
て
帰
責
事
由
の
あ
る

者
が
他
に
存
在
す
る
場
合
（
例
と
し
て
不
動
産
所
有
者
が
盗
み
出
し
て
附
着
さ
せ
た
場
合
を
挙
げ
る
）
に
は
、
そ
の
者
に
こ
れ
ら
の
経

済
的
負
担
を
転
嫁
で
き
る
の
で
、「
ｄ
、
ｅ
、
ｆ
は
そ
の
分
だ
け
小
さ
く
な
る
の
で
、
分
離
請
求
は
よ
り
認
め
ら
れ
や
す
く
な
る
」
と

す
る
。
附
合
の
基
準
は
、
画
一
的
で
は
な
く
、
当
該
附
着
に
関
す
る
両
当
事
者
の
帰
責
性
の
大
小
の
関
数
と
し
て
考
え
る
。
二
つ
の
条

件
式
は
、
両
当
事
者
に
帰
責
事
由
が
な
い
か
、
同
程
度
の
帰
責
事
由
の
あ
る
場
合
と
す
る
。

　

こ
の
条
件
式
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
し
て
み
る
。
括
弧
で
引
用
し
た
部
分
か
ら
推
測
す
る
と
、
帰
責
事
由
が
あ
る
者
に
、
こ
れ
ら

の
費
用
を
全
部
負
担
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
読
め
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
条
件
式
は
、
ｄ
、
ｅ
、
ｆ
、
ｉ
な
ど
の
要

素
が
帰
責
事
由
の
存
否
・
程
度
に
応
じ
て
連
続
的
に
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
判
断
は
裁
判
官
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

当
事
者
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
予
測
が
立
ち
に
く
い
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
仮
に
帰
責
事
由
が
あ
る
者
に
全

額
負
担
さ
せ
う
る
と
し
て
も
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
第
二
の
条
件
式
は
不
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
あ
り
う
る
場
合
は
、

　

一
、
原
所
有
者
に
帰
責
事
由
が
あ
る
場
合
、

　

二
、
第
三
者
に
帰
責
事
由
が
あ
る
場
合
、

　

三
、
不
動
産
所
有
者
に
あ
る
場
合
、

　

四
、
当
事
者
に
も
（
も
し
い
る
と
す
れ
ば
）
第
三
者
に
も
帰
責
事
由
が
存
在
し
な
い
場
合
、

に
分
類
さ
れ
る
。

（
35
）
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そ
し
て
、
一
、
の
場
合
に
は
、
第
二
の
条
件
式
の
ｉ
は
、
不
動
産
所
有
者
が
負
担
す
べ
き
で
は
な
く
、
一
層
強
い
意
味
で
原
所
有
者

が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
ゼ
ロ
と
な
り
、
ま
た
、
ｋ
、
ｌ
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
利
益
の
客
観
的
算
定
が
な
さ
れ
る
と
、
ｋ
は
ｌ

と
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
不
動
産
所
有
者
に
と
っ
て
の
主
観
的
利
益
算
定
を
す
る
と
す
れ
ば
、
両
要
素
は
イ
コ
ー
ル
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
自
ら
招
い
た
の
で
は
な
い
利
益
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
義
務
者
の
利
用
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
一
般
的
で
あ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
附
合
の
成
否
は
第
一
の
条
件
式
で
判
断
す
れ
ば
十
分
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
は
、
不
動
産
所
有
者
か
ら

附
着
者
に
対
し
て
、
通
常
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
、
あ
る
い
は
物
権
的
妨
害
排
除
請
求
が
成
立
す
る
か
ら
、
特
に
後
者

が
主
張
さ
れ
る
限
り
で
、
こ
の
よ
う
な
利
益
衡
量
は
、
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

二
、
の
場
合
に
は
、
第
三
者
が
ｄ
、
ｅ
、
ｆ
、
ｉ（
＝
ｆ
）
の
費
用
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
ゼ
ロ
と
な

る
。

そ
う
す
る
と
、
第
二
の
条
件
式
は
、k ＜

 l
の
場
合
、
附
合
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
第
一
の
条
件
式
が
成
立
し
て
い
な
い
の

に
、
こ
ち
ら
の
事
実
の
み
に
よ
っ
て
、
分
離
請
求
が
排
除
さ
れ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
不
動
産
所
有
者
は
、
不
動
産
の
原

状
回
復
費
用
を
負
担
し
な
い
の
で
、
補
償
額
が
動
産
附
着
に
よ
り
得
る
利
益
よ
り
小
さ
い
こ
と
は
意
味
を
持
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
こ
の
場
合
に
は
物
権
的
妨
害
排
除
請
求
は
、
成
立
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
、
の
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
不
動
産
所
有
者
に
帰
責
事
由
が
あ
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
不
動
産
所
有
者
保
護
を
ね
ら
い
と
す
る
第

二
の
条
件
式
は
、
不
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

四
、
の
場
合
に
は
、
瀬
川
説
が
こ
の
条
件
式
で
唯
一
念
頭
に
お
い
た
場
合
と
し
て
考
慮
に
値
し
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
原
則

的
負
担
者
が
原
所
有
者
で
あ
る
以
上
、
一
、
の
場
合
と
同
様
と
な
る
。

　

以
上
で
、
附
合
の
成
否
は
、
原
則
と
し
て
、
第
一
の
条
件
式
、
す
な
わ
ち
、
動
産
所
有
者
に
よ
る
分
離
請
求
が
経
済
的
に
合
理
的
な
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行
動
か
ど
う
か
の
テ
ス
ト
で
決
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
不
動
産
所
有
者
の
保
護
は
、
不
動
産
所
有
者
の
除
去
請
求
が
成

立
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
そ
れ
を
行
使
す
る
か
否
か
、
償
還
に
応
ず
る
か
の
自
由
な
選
択
に
任
さ
れ
、
除
去
義
務
は
さ
ら
に
、
附
着

が
い
か
な
る
費
用
と
評
価
さ
れ
る
か
で
異
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
附
合
の
成
否
あ
る
い
は
分
離
請
求
の
可
否
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
帰
責
性
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
当
事

者
間
で
附
合
法
以
外
の
規
範
、
例
え
ば
、
不
法
行
為
、
物
権
的
妨
害
排
除
請
求
権
な
ど
に
基
づ
く
調
整
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
、
そ
れ

ら
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
が
疑
問
と
し
て
残
る
。
後
者
で
帰
責
性
が
当
然
考
慮
さ
れ
る
以
上
、
前
者
に
お
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
の

か
、
あ
る
い
は
そ
の
考
慮
は
重
畳
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
瀬
川
説
は
重
畳
し
て
考
慮
す
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
が
、
そ
う

い
う
処
理
は
紛
争
処
理
の
決
定
基
準
と
し
て
い
た
ず
ら
に
複
雑
過
ぎ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
ｃ
）　

附
合
の
基
準

　

成
否
の
基
準
は
二
四
三
条
と
同
じ
で
、
附
合
の
成
否
に
つ
い
て
も
生
じ
た
物
の
帰
属
の
点
で
も
任
意
規
定
と
解
す
る
。

　

但
書
の
適
用
の
可
否
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
独
立
性
を
識
別
で
き
な
い
場
合
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
（
独
立
性
の
識
別
可
能
性
）。

識
別
で
き
る
場
合
は
二
四
二
条
但
書
の
留
保
も
有
効
で
あ
る
が
、
識
別
で
き
な
い
場
合
（
肥
料
、
微
少
な
種
子
、
壁
塗
り
）
は
留
保
す

る
こ
と
は
当
事
者
間
で
も
で
き
な
い
。
先
の
設
例
（
不
動
産
所
有
者
が
、
留
保
さ
れ
て
い
る
部
分
を
も
含
め
て
売
却
し
た
場
合
）
で
言

え
ば
、
分
離
可
能
な
場
合
に
は
、
第
三
者
は
、
即
時
取
得
に
よ
る
保
護
を
受
け
う
る
。
分
離
不
可
能
な
場
合
に
は
、
動
産
で
は
な
い
の

で
、
即
時
取
得
は
成
立
し
え
な
い
が
、
他
方
別
個
の
所
有
権
を
承
継
人
に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
は
権
利
濫
用
禁
止
の
趣
旨
が
働
く
の

で
、
原
則
と
し
て
で
き
な
い
。
但
し
、
承
継
人
が
合
意
に
基
づ
く
別
個
の
所
有
権
を
知
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
所
有
権
を
主
張
で

き
る
。

　

ま
た
、
附
合
の
問
題
を
、
収
去
権
、
収
去
義
務
、
求
償
の
問
題
と
関
連
づ
け
る
発
想
を
三
位
一
体
論
と
称
し
、
か
よ
う
な
枠
組
み
を

（
36
）

（
37
）

（
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）

（
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）
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解
体
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
ご
と
に
解
釈
論
を
構
成
す
べ
き
だ
と
す
る
。

　

こ
の
最
後
の
点
に
関
し
て
は
、
付
加
物
の
法
的
帰
属
自
体
か
ら
、
法
的
効
果
が
必
然
的
に
演
繹
さ
れ
る
範
囲
を
で
き
る
だ
け
限
定
す

る
と
い
う
趣
旨
に
お
い
て
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
離
可
能
性
、
付
加
物
を
い
か
な
る
「
費
用
」
の
種
類
と
解
す
る

か
に
よ
っ
て
、
当
事
者
が
行
使
し
得
る
手
段
が
限
定
さ
れ
て
く
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
ら
は
連
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
二
つ
の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
島
説

Ⅰ 

独
立
し
た
所
有
権
成
立
不
可
能
（
二
四
三
条
の
基
準
と
同
じ
）

　

但
書
に
よ
る
留
保
は
認
め
ら
れ
な
い
（
取
引
安
全
保
護
の
徹
底
、
主
観
的
要
件
な
し
で
第
三
者
は
保
護
さ
れ
る
）

Ⅱ 

可
能
（
二
四
二
条
但
書
で
留
保
で
き
る
程
度
の
結
合
）

　

こ
の
場
合
に
は
そ
も
そ
も
権
原
の
有
無
を
問
わ
ず
、
そ
も
そ
も
附
合
不
成
立

　

第
三
者
の
保
護
は
、
結
合
し
て
い
る
限
り
で
善
意
取
得
の
準
用

瀬
川
説

Ⅰ 

分
離
不
可
能
（
二
四
三
条
）　

附
合
成
立

　
　
　

⑴
独
立
性
識
別
不
可
能

　
　
　
　
　

留
保
不
可

　
　
　

⑵
識
別
可
能

（
40
）

（
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）
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ⅰ
留
保
せ
ず　

附
合

　
　
　
　

ⅱ
留
保　
　
　

第
三
者
の
悪
意
を
要
件
と
し
て
主
張
可
能

Ⅱ 
分
離
可
能　

附
合
不
成
立

　
　
　

第
三
者
は
善
意
取
得
可
能

　

両
者
の
考
え
の
相
違
を
検
討
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
ど
ち
ら
も
、
附
合
の
成
否
の
基
準
の
出
発
点
を
動
産
の
二
四
三
条
に
お
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
準
に
従
い
、
附
合
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
も
、
善
意
取
得
に
よ
り
第
三
者
保
護
が
は
か
ら
れ
る
点

に
お
い
て
、
同
じ
で
あ
る
。
異
な
る
点
は
、
附
合
が
成
立
す
る
場
合
に
お
い
て
、
高
島
説
で
は
、
取
引
安
全
の
趣
旨
か
ら
、
こ
の
附
合

部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
部
分
を
留
保
し
、
第
三
者
に
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
瀬
川
説
に
お

い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
基
準
で
附
合
が
成
立
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
付
加
物
に
つ
い
て
、
独
立
性
が
識
別
で
き
る
限
り
で
、
原

所
有
者
の
所
有
権
留
保
を
認
め
る
点
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
留
保
を
第
三
者
に
主
張
で
き
る
た
め
に
は
、
第
三
者
の
悪
意
を
要
件
と
す

る
。
附
合
法
の
適
用
範
囲
を
で
き
る
だ
け
制
約
的
に
解
し
、
当
事
者
の
合
意
を
、
取
引
安
全
と
調
和
す
る
限
り
で
、
で
き
る
だ
け
尊
重

す
る
と
い
う
点
で
は
、
瀬
川
説
の
方
が
一
歩
進
ん
で
い
る
と
評
し
得
よ
う
。
も
っ
と
も
両
者
が
留
保
不
可
能
な
場
合
に
挙
げ
る
例
は
同

じ
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
概
念
・
言
葉
が
社
会
的
事
実
を
と
ら
え
る
あ
る
い
は
分
類
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
従
来
の
通
説
が
、
強
い
附
合
・
弱
い
附
合
、
ま
た
は
本
質
的
構
成
部
分
、
非
本
質
的
構
成
部
分
と
し
て
理
解
し
て
き
た
も
の
に

対
応
す
る
の
は
、
瀬
川
説
の
、
独
立
性
識
別
不
可
能
と
可
能
の
分
類
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

瀬
川
説
は
、
附
合
法
を
当
事
者
関
係
を
規
律
す
る
法
と
解
す
べ
き
と
し
て
、
対
第
三
者
関
係
は
一
般
の
公
示
・
公
信
の
諸
原
則
の
適

用
問
題
に
解
消
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
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）
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し
か
し
、
そ
う
解
す
る
理
由
は
、
先
の
例
に
よ
れ
ば
、
附
合
法
が
対
第
三
者
関
係
を
と
ら
え
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
附
合

の
効
果
と
し
て
主
観
的
態
様
を
と
わ
ず
一
律
に
保
護
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
と
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
の
主
観
的
態
様
を
考
慮
し
た
処

理
が
、
公
示
・
公
信
の
諸
原
則
の
適
用
に
よ
っ
て
可
能
だ
と
解
す
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
主
観
的
態
様
の
考
慮
が
附
合

法
の
適
用
と
矛
盾
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
物
の
結
合
か
ら
生
ず
る
特
殊
性
に
よ
っ
て
変
容
さ
れ
た
取
引
安
全
の
制
度
と
解
せ
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
附
合
法
を
社
会
経
済
的
利
益
の
維
持
と
考
え
る
見
解
と
取
引
の
安
全

と
考
え
る
説
は
、
い
わ
ば
、
財
産
法
の
一
制
度
と
し
て
の
附
合
法
が
、
当
事
者
関
係
と
第
三
者
関
係
で
示
す
二
つ
の
異
な
る
側
面
に
す

ぎ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
ど
ち
ら
か
に
二
者
択
一
的
に
限
定
す
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
不
自
然
な
発
想
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
瀬
川
説
に
お
い
て
も
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
附
合
第
三
者
間
の
紛
争
に
お
い
て
、
附
合
の
制
度
趣
旨
で
あ
る
「
権
利
濫
用
の
禁

止
」
原
則
を
ま
ず
第
一
に
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
こ
の
限
り
で
取
引
安
全
説
的
な
処
理
す
な
わ
ち
附
合

法
規
範
の
適
用
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
2
節　

結
合
基
準
、
そ
の
二
重
性

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
附
合
制
度
の
適
用
範
囲
の
画
定
に
お
い
て
、
い
か
な
る
程
度
の
結
合
を
附
合
制
度
に
取
り
込
む
か
が

中
心
的
問
題
と
し
て
現
れ
て
き
た
。
現
在
の
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
附
合
を
め
ぐ
る
議
論
は
必
ず
し
も
ク
リ
ア
ー
な
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
原
因
を
考
え
る
と
、
沿
革
的
な
も
の
に
由
来
す
る
部
分
が
大
き
い
こ
と
に
気
づ
く
。
本
章
は
ド
イ
ツ
法
の
附
合
、
広
く
は
物
の
結

合
に
関
わ
る
諸
制
度
、
諸
概
念
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
沿
革
を
検
討
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
混
乱
の
よ
っ
て
き
た

る
原
因
、
そ
の
整
序
の
方
向
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
同
時
に
、
や
や
違
っ
た
次
元
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、

同
様
の
諸
概
念
を
有
し
、
制
度
理
解
に
つ
い
て
も
な
お
議
論
あ
る
い
は
未
解
決
の
部
分
が
あ
る
日
本
法
の
解
釈
論
に
対
し
て
も
示
唆
を

（
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）

（
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）
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与
え
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
ド
イ
ツ
法
を
参
照
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
概
観
が
え
ら
れ
る
。

Ⅰ　

構
成
部
分
と
従
物
の
分
化

　

1　

概　

観

　

ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
現
在
の
意
味
で
の
構
成
部
分
、
主
物
・
従
物
な
ど
の
概
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
構
成
部
分
と

か
従
物
と
い
う
概
念
の
形
を
と
ら
ず
、pars, quasi pars, fundi est, aedium

 est

（
一
部
、
一
部
の
よ
う
に
、
土
地
に
属
す
る
、
邸

に
属
す
る
）
な
ど
多
様
な
表
現
で
現
れ
た
。
他
方
で
は
、
単
一
物
、
合
成
物
、
集
合
物
と
い
う
物
の
分
類
が
一
部
で
な
さ
れ
て
い
た
。

中
世
に
お
い
て
、（pertineo
（
属
す
る
）
に
由
来
す
る
）pertinentia

と
い
う
概
念
が
現
れ
た
が
、
こ
れ
は
今
で
言
う
構
成
部
分
と

従
物
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ロ
ー
マ
法
源
が
以
上
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
以
上
、
す
な
わ
ち
物
の
結
合
に
つ
い
て
の
法
的
処
理
の
基
準
は
、
売
買
も
し
く
は
遺
贈

に
際
し
て
い
か
な
る
範
囲
の
物
が
そ
の
処
分
の
対
象
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
個
別
的
判
断
の
集
積
の
形
で
し
か
存
在
せ
ず
、
ま
た
一
体

的
処
理
に
つ
い
て
も
、
構
成
部
分
と
従
物
の
分
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
こ
で
の
一
体
的
処
理
が
い
か
な
る
基
準
で
な
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
代
の
解
釈
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
実
際
、
調
整
的
解
釈
の
試
み
は
多
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
結

局
は
整
合
的
理
解
は
無
理
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
か
よ
う
な
法
源
の
整
合
的
解
釈
の
過
程
で
今
日
の
諸
概
念
が
生
ま
れ
て
き
た
。
古
い
概

念
系
列
が
解
消
す
る
経
過
と
、
構
成
部
分
と
従
物
の
対
概
念
が
成
立
す
る
過
程
は
並
行
し
て
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
に
お
い
て
一
九

世
紀
全
般
に
か
け
て
進
行
し
た
。
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
お
い
て
は
、
総
則
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
法
文
に
依
拠
し
た
、
物
の
三
分
類
、

物
の
属
性
論
と
し
て
の
、
物
の
分
離
可
能
性
（T

eilbarkeit

）、
付
加
物
（N

ebensache

）
の
叙
述
が
な
さ
れ
、
そ
の
中
で
構
成
部
分

と
従
物
が
分
離
し
始
め
る
。
他
方
、
物
権
法
の
分
野
で
、
所
有
権
取
得
原
因
論
の
中
に
お
い
て
、
そ
こ
で
のA

kzession

の
要
件
と
し

（
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て
、
先
の
総
則
で
の
諸
概
念
が
援
用
さ
れ
る
。
こ
の
両
分
野
の
体
系
的
、
概
念
的
関
連
性
の
意
識
の
程
度
は
各
論
者
に
よ
っ
て
多
様
な

様
相
を
示
す
。
そ
こ
に
お
い
て
、
所
有
権
取
得
原
因
の
観
点
か
ら
、
構
成
部
分
概
念
と
附
合
論
が
結
合
し
た
。
こ
こ
で
も
、
ロ
ー
マ
法

源
に
お
け
るaccessio

の
多
義
性
か
ら
、
物
結
合
に
基
づ
く
所
有
権
取
得
原
因
と
し
て
のA

kzession

ヘ
の
純
化
、
限
定
化
が
生
じ
た
。

　

2　

そ
の
前
夜

　

ゲ
ス
タ
デ
ィ
ン
グ
（Gesterding

）（1817

）
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
一
体
的
処
理
、
あ
る
い
は
中
世
以
来pertinentia

と
呼
ば

れ
て
き
た
も
の
を
、
さ
ら
に
細
分
化
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、Pertinenz

一
般
の
中
で
、
主
物
と
よ
り
緊
密
な
関
係
を

有
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
をw

esentlicher T
eil

と
呼
ん
だ
。
彼
は
、D

. 50, 16, 245 

（Pom
ponius

）
の
法
文
を
出
発
点
と
し
て
、

従
来
こ
の
法
文
を
根
拠
に
、
全
体
の
完
成
に
必
要
で
な
い
物
は
、
例
え
ば
装
飾
物
は
、
従
物
で
な
い
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は

ま
ち
が
い
で
あ
り
、
こ
こ
で
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
は
、
全
体
の
完
成
に
必
要
で
な
い
物
は
、
な
る
ほ
ど
家
のw

irkliche T
eile

で
は
な
い
、

従
っ
てw

esentlicher Bestandteil

で
は
な
い
が
、
固
定
さ
れ
て
い
る
限
り
（befestigt

）
従
物
で
は
あ
り
う
る
と
い
っ
た
の
だ
と

解
し
た
。

　

従
っ
て
、
従
物
で
あ
る
た
め
に
は
、
あ
る
物
が
全
体
の
完
成
に
（zur Perfection des Ganzen

）
必
要
で
あ
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い
。
全

体
の
完
成
に
必
要
な
物
は
、
ま
さ
にintegrierender T

heil des Ganzen　

を
形
成
し
、
真
の
従
物
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
自
己
の
解
釈
論
と
し
て
、
建
物
の
従
物
と
は
、
建
物
全
体
の
完
成
に
属
さ
な
い
が
、
建
物
に
結
合
ま
た
は
一
体
化
し
て
い

る
す
べ
て
の
も
の
と
定
義
し
た
。

　

彼
の
功
績
は
、
従
来
の
、（
現
代
法
で
の
構
成
部
分
と
従
物
の
両
者
を
含
ん
だ
意
味
で
の
）Pertinenz

の
中
で
、
主
物
と
の
緊
密

（
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性
に
応
じ
て
二
種
類
の
物
が
あ
る
と
し
た
点
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
彼
は
な
お
構
成
部
分
と
従
物
を
含
め
た
意
味

で
の
広
義
のPertinenz

を
同
時
にT

eile

と
も
呼
ん
で
お
り
用
語
の
点
で
な
お
不
徹
底
で
あ
る
。

　

従
物
は
、
主
物
のA

ccessorien

ま
た
はT

heile

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は
主
物
の
運
命
に
関
与
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
と
、
物
全
体
の

w
esentliche Bestandteile

を
構
成
す
る
物
と
の
間
に
は
法
の
領
域
に
お
い
て
は
相
違
は
存
在
し
な
い
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
二
分
類
の
主
張
は
、
両
者
に
お
い
て
、
そ
の
も
た
ら
す
法
律
効
果
が
異
な
る
と
い
う
趣
旨
で
主
張
さ
れ
た
の
で
は
な

い
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
は
こ
の
分
類
の
主
張
の
後
に
、
続
け
て
、
先
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
し
か
し
こ
の
両
者
の
分
類

は
実
際
上
の
相
違
を
法
の
世
界
に
お
い
て
も
た
ら
さ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

彼
に
お
い
て
は
、
本
質
的
構
成
部
分
を
形
成
し
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
非
本
質
的
構
成
部
分
は
従
物
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
後
者
に
は
、
後
代
に
お
い
て
は
構
成
部
分
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
な
結
合
物
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

フ
ン
ケ
（Funke

）（1827

）
は
ゲ
ス
タ
デ
ィ
ン
グ
の
影
響
の
下
に
さ
ら
に
こ
の
分
化
過
程
を
展
開
さ
せ
る
。

　

あ
る
物
は
、
全
体
の
完
成
が
そ
の
個
別
的
性
質
や
用
途
に
従
い
、
そ
の
物
の
寄
与
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
本
質
的
部
分
と

み
な
さ
れ
る
。
主
物
の
完
成
に
は
属
さ
な
い
が
、
全
体
と
ま
た
は
全
体
の
目
的
と
関
連
し
て
い
る
場
合
に
は
、
従
物
で
あ
る
。
…
…

　

分
離
不
可
能
な
形
で
結
合
し
た
物
は
、
そ
の
物
の
部
分
と
し
て
、
し
か
も
従
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
真
の
部
分
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
事

物
の
本
性
に
存
す
る
。
し
か
し
、
分
離
不
可
能
性
の
概
念
の
決
定
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
も
単
に
有
体
的
関
連
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
そ
の
他

の
関
連
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
概
念
も
一
般
に
は
、
結
合
物
の
分
離
に
よ
っ
て
主
物
の
破
壊
ま
た
は
毀
損
が
生
ず
る

こ
と
に
由
来
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
分
離
さ
れ
る
対
象
が
い
か
な
る
価
値
を
有
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
い
か
な
る
重
要
な
目
的
に
役

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

立
つ
か
に
応
じ
て

0

0

0

0

0

0

0

、
非
常
に
多
様
な
光
の
下
で
現
れ
ざ
る
を
得
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
同
様
）。
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何
が
、
建
物
のH

auptteil

で
あ
る
か
が
、
従
物
と
の
間
の
限
界
線
を
判
断
し
う
る
た
め
に
問
題
と
な
る
。
先
の
一
般
的
考
察
に
よ
れ
ば
、
そ

れ
は
、
建
物
と
い
う
概
念
の
完
成
に
属
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
た
は
建
物
と
分
離
不
可
能
な
形
で
結
合
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

物
で
あ
る
。
…
…
本
質
的
構
成
部
分
の
ほ

か
に
、
こ
こ
に
含
め
ら
れ
る
も
の
は
、

　

①
家
を
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
有
用
に
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
、
分
離
不
可
能
な
形
で
付
加
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

設
備
。

　

②
分
離
可
能
で
は
あ
る
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同
時
に

0

0

0

、
建
物
の
概
念
に
本
質
的
に
属
す
る
個
々
の
建
物
部
分
の
完
成

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
完
全
化
に
役
立
つ

0

0

0

0

0

0

0

設
備
、
す
な
わ
ち
窓

や
戸
が
こ
れ
に
属
す
る
。

　

③
な
る
ほ
ど
本
質
的
目
的
を
伴
わ
な
い
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
建
物
と
分
離
不
可
能
な
形
で
結
合
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

物
す
べ
て
。

　

一
般
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
こ
れ
以
上
詳
し
く
把
握
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
建
物
の
部
分
と
従
物
の
間
の
限
界
線
も
実
際
上
の

影
響
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
法
的
関
係
は
ど
ち
ら
も
同
じ
だ
か
ら
。
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
従
物
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
な
い
物
と
の

対
比
で
、
建
物
の
従
物
と
は
何
か
で
あ
る
。
私
は
、
先
の
一
般
原
則
に
基
づ
き
、
建
物
と
の
関
係
か
ら
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
建
物
か

0

0

0

ら
分
離
し
う
る
も
の
す
べ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
含
め
る
、
す
な
わ
ち
、

　

⒜
そ
れ
ら
が
、
建
物
を
そ
の
用
途
の
た
め
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
、
例
え
ば
、
暖
炉
。

　

⒝
建
物
自
体
の
理
由
で
、
建
物
に
自
ら
役
立
つ
か
ま
た
は
単
に
そ
れ
を
装
飾
す
る
た
め
に
、
建
物
と
結
合
し
て
い
る
も
の
、
例
え
ば
、
避
雷
針
、

雨
ど
い
、
彫
像
。

　

⒞
建
物
の
有
用
性
を
一
般
的
に

0

0

0

0

高
め
る
も
の
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
が
建
物
保
有
者
と
関
係
を
持
つ
か
、
ま
た
は
あ
る
営
業
、
取
引
に
属
す
る
こ

と
が
な
い
も
の
、
例
え
ば
、
時
計
、
鐘
。

　

彼
に
お
い
て
は
、
ゲ
ス
タ
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
、T

heil = Pertinenz

で
は
な
く
、Pertinenz

はH
auptteil

と
明
確
に
対
比
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
にH

auptteil

とw
esentlicher Bestandteil

の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。
後
者
が
前
者
の
概
念
に
含
ま

れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
い
わ
ゆ
る
非
本
質
的
構
成
部
分
に
お
い
て
は
、
全
体
の
完
成
概
念
す
な
わ
ち
機
能
的
モ

メ
ン
ト
と
物
理
的
モ
メ
ン
ト
が
混
在
し
て
い
る
。

　

彼
に
お
い
て
は
、
不
動
産
同
士
の
附
合
の
場
合
に
は
、
一
方
が
他
方
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
か
ど
う
か
で
、
部
分
か
ど
う
か
が
決

（
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）
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定
さ
れ
る
が
、
不
動
産
と
動
産
、
ま
た
は
動
産
と
動
産
の
附
合
の
場
合
に
は
、
任
意
の
根
拠
に
由
来
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
関
係

が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
、
完
成
に
属
す
る
か
ど
う
か
の
点
の
ほ
か
に
、
物
理
的
結
合
を
併
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
不

動
産
の
附
合
（
構
成
部
分
）
に
特
有
の
機
能
的
モ
メ
ン
ト
と
物
理
的
モ
メ
ン
ト
の
並
存
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
本
質
的
で

な
い
物
理
的
結
合
物
を
な
お
本
質
的
構
成
部
分
で
は
な
く
、
従
物
に
分
類
し
て
い
た
ゲ
ス
タ
デ
ィ
ン
グ
と
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
時
に
物
理
的
モ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
離
不
可
能
性
の
内
容
も
個
別
的
機
能
性
の
考
慮
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

3　

ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
、
コ
ー
ラ
ー

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
飛
躍
的
に
進
め
た
も
の
と
し
て
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
（W

ächter

）（1839

）
の
主
張
が
あ
る
。
彼
は
、
普
通
法
学

の
枠
内
で
は
じ
め
て
、
構
成
部
分
と
従
物
の
分
類
を
そ
の
法
律
効
果
の
相
違
に
基
づ
い
て
、
と
り
わ
け
、
強
制
執
行
に
際
し
て
、
両
者

が
被
る
影
響
の
差
に
応
じ
て
分
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
構
成
部
分
の
定
義
に
お
い
て
、
結
合
の
有
体
性
を
前
面
に
押
し
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
構
成
部
分
概
念
と
、（
所
有
権
の
取
得
原
因
と
し
て
の
）
増
加
（Zuw

achs

）
概
念
を
一
致
さ
せ
た
。

　

彼
は
物
の
章
に
お
い
て
、
物
の
結
合
と
物
相
互
の
関
係
の
節
を
、 

a.Sachgesam
theiten

（§ 39

）、
b. H

aupt= und N
ebensa-

chen

に
分
け
、
後
者
を
さ
ら
に
、
aa.
狭
義
で
のN

ebensachen

（
物
の
構
成
部
分
、
真
のZuw

achs

）（§ 40

）、
bb.
従
物
（§ 41

）

と
細
分
す
る
。

　

aa.
で
の
定
義
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
主
物
の
真
の
構
成
部
分
で
あ
り
、
主
物
と
物
理
的
に
結
合
し
て
物
を
生
み
出
し
、
主
物
と
の
真
の
物
理
的
増
加
（Zuw

achs

）
と

し
て
現
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
そ
れ
が
、
全
体
の
完
成
に
属
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
（integrierende T

eile

）
ま
た
は
少
な
く
と
も
全
体
と
一
体
性

0

0

0

0

0

0

（K
örper

）
を
形
成
し
、
こ
の
結
合
に
よ
っ
て
そ
の
独
立
性
を
失
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
れ
、
そ
う
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
定
義
は
同
時
に
、
物
の
分
離
可
能
性
に
お
け
る
以
下
の
よ
う
な
説
明
（§ 43

）
と
合
わ
せ
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
物
は
、
取
引
に
お
い
て
、
部
分
の
価
値
が
何
ら
か
の
意
義
を
も
つ
限
り
で
少
な
く
と
も
自
然
的
に
分
離
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
複

数
の
者
が
物
の
分
割
に
つ
い
て
相
互
に
対
立
し
、
そ
の
際
一
人
の
関
係
者
が
一
方
的
に
行
使
し
得
る
こ
と
で
、
法
的
調
整
が
問
題
と
な
る
限
り
で
、

物
の
分
割
可
能
性
は
単
に
物
理
的
に
可
能
か
ど
う
か
で
決
定
さ
れ
ず
、
私
法
に
お
い
て
は
物
の
意
義
は
そ
の
価
値
と
有
用
性
に
依
存
す
る
か
ら
、

分
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
の
本
質
と
価
値
が
保
持
さ
れ
る
可
能
性
に
よ
り
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
立
場
を
よ
り
洗
練
さ
せ
た
者
が
コ
ー
ラ
ー
（K
ohler

）（1887

）
で
あ
る
。

　

そ
の
反
面
で
、
機
能
的
関
連
性
に
基
づ
く
部
分
的
一
体
的
処
理
と
し
て
の
従
物
概
念
の
意
義
を
認
め
な
か
っ
た
者
も
い
る
。
例
え
ば
、

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
（W

indscheid
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

構
成
部
分
の
法
的
関
係
は
、
従
物
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
り
、
ず
っ
と
広
範
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
構
成
部
分
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
全
体
物
の
権

利
に
従
い
、
従
物
は
本
文
で
述
べ
た
点
〔
あ
る
物
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
法
的
処
分
─
引
用
者
注
〕
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。

　

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
こ
こ
で
、
両
概
念
の
機
能
的
相
違
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
箇
所
で
は
そ
の

根
拠
を
最
終
的
に
は
意
思
表
示
の
解
釈
問
題
に
解
消
し
、
同
趣
旨
の
見
解
と
し
て
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
（Göppert

）、
ベ
ッ
カ
ー
（Bek-

ker

）
を
引
用
す
る
。
ま
た
、
従
物
と
そ
う
で
な
い
物
の
区
別
に
つ
き
、
多
数
の
ロ
ー
マ
法
文
を
引
用
し
た
後
で
こ
う
語
る
。

　

そ
の
限
界
は
、
事
物
の
性
質
に
応
じ
て
、
流
動
的
で
あ
り
、
ま
さ
に
取
引
観
念
に
従
っ
て
の
み
、
画
し
う
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
ロ
ー
マ
法

は
非
常
に
は
っ
き
り
と
土
地
属
具
を
従
物
の
概
念
か
ら
排
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
地
方
法
で
は
し
ば
し
ば
逆
の
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
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こ
れ
は
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
が
ロ
ー
マ
法
源
の
拘
束
を
第
一
に
尊
重
す
る
ゆ
え
の
限
界
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
同
注
で
、

W
ächter

が
従
物
を
狭
義
と
広
義
に
分
類
し
、
当
事
者
の
特
別
の
合
意
が
存
在
す
る
場
合
を
も
広
義
の
従
物
に
含
め
る
こ
と
な
ど
の
、

従
物
概
念
の
拡
散
化
、
に
対
す
る
警
鐘
で
あ
ろ
う
か
。

　

4　

諸
概
念
と
体
系
の
関
連
と
そ
の
変
動

　

こ
の
過
程
は
、
機
能
上
の
一
体
的
処
理
概
念
か
ら
物
理
上
の
一
体
的
処
理
概
念
が
分
化
し
て
ゆ
く
過
程
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
分
化
の
過
程
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
現
在
ま
で
そ
の
当
初
の
関
連
性
は
断
ち
切
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
法
源
の
表
現
に
依
拠
し
たperfectio integri

（
統
合
物
の
完
成
）
概
念
が
、
普
通
法
に

お
け
るw

esentlicher Bestandteil
の
内
容
規
定
、
ひ
い
て
は
部
分
草
案
や
、BGB § 93 

に
結
実
す
る
本
質
的
構
成
部
分
の
定
義

に
最
後
ま
で
影
響
を
与
え
、
ま
た
そ
れ
は
、「
機
能
上
の
一
体
的
処
理
」
と
い
う
基
礎
の
上
に
、「
物
理
的
結
合
モ
メ
ン
ト
の
強
調
に
基

づ
く
一
体
的
処
理
」
概
念
を
分
化
さ
せ
て
き
た
以
上
、
後
者
の
概
念
内
容
に
も
な
お
、
前
者
が
影
響
を
与
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
他
方
で
は
、
ロ
ー
マ
法
で
は
一
体
的
処
理
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
たinstrum

entum

が
、
従
物
概
念
の
中
に
含
ま
れ
て
い
く

こ
と
で
、
従
物
概
念
も
膨
ら
ん
で
い
き
、
機
能
上
の
一
体
的
処
理
と
い
う
観
点
が
、
当
時
の
経
済
的
要
請
、
信
用
取
引
の
要
請
に
応
え

る
形
で
、
農
業
あ
る
い
は
営
業
用
建
物
の
設
備
に
お
い
て
徹
底
化
さ
れ
、
当
事
者
の
特
別
な
合
意
を
広
い
範
囲
で
不
要
な
も
の
と
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
当
事
者
の
意
思
を
離
れ
た
客
観
的
一
般
原
則
化
の
反
面
と
し
て
、
逆
に
除
外
の
合
意
を

必
要
と
す
る
に
い
た
る
。

　

他
方
、
部
分
草
案
に
始
ま
る
ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
の
過
程
に
お
い
て
、
構
成
部
分
と
対
応
し
て
い
た
附
合
論
、
費
用
償
還
論
は
、
第

一
草
案
以
来
の
収
去
権
の
導
入
と
そ
の
適
用
範
囲
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
や
や
混
乱
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
影
響
は
彼
の
地
で
の
現
在
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の
解
釈
論
の
悩
み
の
種
に
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
附
合
論
、
費
用
償
還
論
が
収
去
権
と
一
般
的
に
結
合
し
、
形
式
上
は
一
般
的

に
競
合
が
可
能
と
な
り
、
収
去
権
の
適
用
範
囲
の
実
質
的
制
限
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
過
程
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅱ　

附
合
制
度
の
中
で
の
変
遷

　

検
討
は
、
普
通
法
学
説
、
部
分
草
案
、
第
一
草
案
以
降
の
順
に
な
さ
れ
る
。
あ
ら
か
じ
め
大
ざ
っ
ぱ
な
概
観
を
す
る
な
ら
ば
、
普
通

法
に
お
け
る
（
ロ
ー
マ
法
源
の
不
明
瞭
さ
に
由
来
す
る
）
学
説
の
不
統
一
を
解
消
す
る
目
的
で
、
部
分
草
案
は
一
応
論
理
的
に
整
序
さ

れ
た
体
系
を
打
ち
だ
し
た
の
だ
が
、
そ
の
構
想
は
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
以
下
の
起
草
過
程
で
修
正
を
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

1　

普　

通　

法

　

普
通
法
の
学
説
の
状
況
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
附
合
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
の
附
合
と
動
産
の
附
合
を
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
具
体
的
な
対
象
別
に
叙
述
が
な
さ
れ
る
と
い
う
体
裁
を
多
く
は
と
っ
て
い
る
。
不
動
産
に
つ
い
て
言
え
ば
、
漸
次
の
寄
り
州

（A
lluvion

）、
急
激
な
寄
り
州
（A

vulsion

）、
植
栽
、
播
種
、
建
築
、
ぶ
ど
う
畑
の
支
柱
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
紛
争
対
象
は
、
ロ
ー
マ
法
源
で
言
及
が
あ
る
も
の
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
も
の
と
し

て
、
建
築
の
場
合
が
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
こ
こ
に
お
い
て
、
結
合
が
毀
損
な
し
に
分
離
可
能
な
場
合
は
、
付
加
し
た
者
が
主
物
を
占
有
し
て
い
る
か
否
か
に
応
じ
て
、

占
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
自
ら
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
は
や
占
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
提
示
訴
権
（actio ad exhiben-

dum

）
に
よ
っ
て
ま
ず
分
離
を
請
求
し
、
そ
の
の
ち
に
所
有
物
返
還
請
求
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
。
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【
休
眠
所
有
権
の
処
遇
】

　

こ
れ
に
対
し
て
、
毀
損
な
し
に
分
離
が
不
可
能
な
程
度
に
結
合
し
た
場
合
に
は
、
償
還
義
務
の
み
が
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
附
合
と
し
て
所
有
権
の
移
転
効
果
は
生
ず
る
（
原
所
有
権
が
休
止
す
る
に
す
ぎ
な
い

か
、
ま
た
は
消
滅
と
い
う
形
で
）
の
だ
が
、
前
者
の
場
合
（
分
離
可
能
な
場
合
）
に
お
い
て
、
①
付
加
さ
れ
た
物
の
所
有
権
は
、
結
合

中
は
単
に
休
眠
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
カ
チ
オ
の
行
使
は
制
約
さ
れ
る
が
、
所
有
権
そ
の
も
の
は
な
お
消
滅
し
て
い
な
い

と
理
解
す
る
の
か
（
休
眠
所
有
権
の
肯
定
）、
そ
れ
と
も
②
い
っ
た
ん
消
滅
し
て
、
分
離
に
よ
っ
て
新
た
に
所
有
権
が
発
生
す
る
の
か

が
争
わ
れ
た
。
ロ
ー
マ
法
源
が
ど
ち
ら
の
解
釈
を
も
支
持
す
る
よ
う
に
分
裂
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
解
釈
の
体
裁
を
採
り
な
が
ら
で
は

あ
る
が
。

　

①　

一
物
一
権
主
義
（
休
眠
所
有
権
否
定
の
モ
メ
ン
ト
）

　

た
だ
、
こ
の
論
争
の
基
礎
に
は
、
建
物
全
体
と
し
て
は
土
地
所
有
者
の
所
有
物
と
な
る
が
、
材
料
に
つ
い
て
の
「
所
有
権
」
は
存
続

す
る
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
と
る
法
文
を
い
か
に
当
時
の
物
権
法
の
体
系
に
整
合
的
に
組
み
入
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
当
時

生
成
し
つ
つ
あ
っ
た
「
一
物
一
権
主
義
」
を
徹
底
さ
せ
れ
ば
、
休
眠
所
有
権
は
否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
観
点
を
最
も
鮮

や
か
に
展
開
す
る
の
が
、
ブ
リ
ン
ツ
（Brinz

）
で
あ
る
。

　

占
有
と
所
有
権
の
統
一
性
は
、
物
の
統
一
性
と
符
合
す
る
の
で
、
従
来
独
立
で
あ
っ
た
複
数
の
物
の
一
体
化
は
通
常
占
有
と
所
有
権
の
変
更
、

し
か
も
法
の
実
定
的
判
断
に
よ
れ
ば
、
他
方
の
占
有
と
所
有
の
負
担
に
お
け
る
一
方
の
占
有
、
所
有
の
拡
張
を
も
た
ら
す
。
…
…
物
自
身
が
、
特

に
技
術
的
─
芸
術
的
結
合
に
お
い
て
、
一
つ
の
物
と
考
え
ら
れ
、
設
計
さ
れ
、
実
行
さ
れ
、「
一
つ
の
概
念
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
一
所
有
権
の
み
を
生
じ
、
従
来
の
、
附
加
さ
れ
、
織
り
込
ま
れ
な
ど
さ
れ
た
物
の
所
有
権
は
も
は
や
そ
れ
自
体
と
し
て
は
存
続
し
得
な
い
。

鍛
接
（ferrum

inatio

）
に
よ
っ
て
始
め
て
で
は
な
く
、
結
合
の
分
離
不
可
能
性
で
は
全
く
な
く
、Einheitsgedanke

が
部
分
所
有
権
を
排
除

（
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す
る
。
…
…
一
方
が
全
体
物
の
所
有
者
で
、
そ
れ
と
並
ん
で
他
方
が
部
分
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
。

　

②　

分
離
に
よ
っ
て
生
ず
る
所
有
権
の
説
明
（
肯
定
の
モ
メ
ン
ト
）

　

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
他
方
で
は
、
分
離
後
の
所
有
権
の
発
生
を
い
か
に
説
明
す
る
か
、
収
去
権
の
性
格
を
ど
う
法
的
に
説
明
す

る
か
と
い
う
問
題
と
も
関
連
し
て
い
た
。
こ
の
点
を
指
摘
し
た
の
が
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
（W

indscheid

）
で
あ
る
。
彼
は
、
か

つ
て
の
所
有
者
が
分
離
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
す
る
点
に
つ
き
、
空
間
的
関
係
の
変
更
の
み
で
は
所
有
権
取
得
原
因
と
は
な
り
得
な

い
と
説
き
、
そ
の
基
礎
に
、
休
眠
的
権
利
（das ruhende Recht

）
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
置
き
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
元
の
所
有
者

が
そ
の
権
利
の
効
力
を
回
復
す
る
の
だ
と
説
明
し
た
。

　

そ
し
て
、
普
通
法
学
者
は
所
有
権
移
転
の
効
果
が
生
ず
る
こ
の
二
つ
の
場
合
の
う
ち
、
分
離
可
能
の
場
合
を
通
常
、unw

esentli-

cher Bestandteil

、
分
離
が
許
さ
れ
な
い
場
合
をw

esentlicher Bestandteil, integrierender Bestandteil, untrennbarer 

Bestandteil

な
ど
と
呼
ん
で
い
た
。

　

但
し
、
以
上
の
よ
う
な
概
観
は
、
一
応
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ロ
ー
マ
法
の
法
文
に
よ
る
拘
束
を
普
通
法
学
説
は
多
か
れ

少
な
か
れ
受
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
法
源
の
拘
束
力
に
対
す
る
姿
勢
の
差
に
よ
っ
て
、
学
説
の
内
容
、
附
合
法
の
要
件
・
効

果
の
説
明
の
仕
方
は
か
な
り
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
動
産
の
附
合
と
不
動
産
の
附
合
の
場
合
で
は
、
法
文
の
状
況
が
異
な
り
、
一
般
的
に
附
合
論
を
論
じ
に
く
い
状
況
に
あ
っ

た
こ
と
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
先
に
述
べ
た
、
附
合
の
成
立
基
準
と
し
て
の
、
分
離
可
能
性
の
有
無
も
、
実
は
動
産
の
附
合
の
場
合
を

一
般
化
し
た
も
の
と
い
い
う
る
。
不
動
産
、
と
り
わ
け
議
論
さ
れ
た
建
物
建
造
の
場
合
に
は
、
普
通
法
に
お
い
て
は
、
十
二
表
法
に
由
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来
す
る
分
離
請
求
の
禁
止
（
そ
の
趣
旨
は
社
会
経
済
的
利
益
の
保
護
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
）
に
基
づ
い
て
、
そ
も
そ
も
結
合
が
継
続
し

て
い
る
間
は
、
附
着
し
た
物
の
前
所
有
者
は
分
離
請
求
、
返
還
請
求
を
な
し
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
【
物
的
利
用
権
者
の
場
合
の
附
合
の
例
外
】

　

ま
た
、
不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ト
法
上
に
お
い
て
、
物
的
利
用
権
者
は
、
附
合
の
原
則
の
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　

2　

部
分
草
案

　

部
分
草
案
に
お
い
て
は
、
普
通
法
に
お
い
て
議
論
が
あ
り
、
そ
の
法
律
構
成
と
し
て
対
立
が
あ
っ
た
、
前
述
の
休
眠
所
有
権
の
承
認

の
可
否
に
つ
い
て
、
理
論
的
、
実
際
的
に
よ
り
簡
明
な
も
の
と
す
る
た
め
、
休
眠
所
有
権
と
い
う
観
念
を
否
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
結
果
、
分
離
可
能
な
結
合
は
、
結
合
は
し
て
い
る
も
の
の
、
所
有
権
移
転
効
果
が
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
そ
も
そ
も
独

立
し
た
物
と
し
て
、
附
合
の
観
念
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
部
分
草
案
の
所
有
物
返
還
訴
訟
（
レ
イ
・
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
カ
チ

オ
）
に
お
い
て
、
占
有
者
に
与
え
ら
れ
るT

rennungsanspruch

（§ 190

）
は
、
ロ
ー
マ
法
の
提
示
訴
権
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て

理
由
書
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
所
有
権
移
転
な
し
に
結
合
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

物
の
分
離
を
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
草
案
の
段
階
で
は
、
分
離
不
可
能
で
あ
る
こ
と
と
（「
そ
の
物
ま
た
は
構
成
部
分
が
破
壊
さ
れ
ず
し
て
、
ま
た
は
構
成
部

分
が
そ
の
本
質
を
変
更
せ
ず
し
て
分
離
し
え
な
い
」、§ 6

・ fester Bestandteil

）、
附
合
成
立
、
所
有
権
移
転
、
費
用
償
還
成
立
は

相
互
に
結
合
、
連
動
し
て
い
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
反
面
と
し
て
、
分
離
可
能
（lösbarer Bestandteil

）
な
ら
ば
、
附
合
不
成

立
、
所
有
権
移
転
せ
ず
、T

rennungsanspruch

成
立
と
い
う
図
式
が
成
立
し
て
い
た
。

　

部
分
草
案
の
附
合
に
関
す
る
諸
規
定
を
概
観
す
る
と
き
、
取
引
の
安
全
あ
る
い
は
、
物
権
の
公
示
に
対
す
る
考
慮
が
顕
著
で
あ
り
、

そ
の
視
点
か
ら
普
通
法
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
よ
り
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
。
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部
分
草
案
の
添
附
の
規
定
の
末
尾
に
お
か
れ
た
、
添
附
の
効
果
を
前
提
と
し
た
当
事
者
の
利
益
調
整
の
規
定
は
以
下
の
よ
う
に
定
め

る
。　

§ 151　
§§ 146-150 

に
従
い
、
所
有
権
を
失
う
者
の
、
喪
失
を
生
ぜ
し
め
た
者
に
対
す
る
、
ま
た
は
そ
の
者
の
財
産
に
物
が
移
転
し
た
、
そ

の
者
に
対
す
る
、
請
求
権
は
、
当
事
者
の
特
別
の
法
律
関
係
に
従
い
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
特
に
本
編
の
第
五
章
の
規
定
〔
所
有
者
占
有
者
関

係
規
定
を
指
す
─
筆
者
〕
が
適
用
さ
れ
、
か
つ
、

　
（
1
）　

所
有
者
自
身
が
自
己
の
物
の
喪
失
を
惹
起
し
た
場
合
に
は
、
返
還
さ
る
べ
き
物
に
対
し
て
な
し
た
費
用
に
つ
い
て
の
占
有
者
の
反
対
請

求
権
の
規
定
（§§ 185, 189

）
が
、

　
（
2
）　

そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
物
の
所
有
権
を
訴
提
起
の
の
ち
ま
た
は
前
に
失
っ
た
、
そ
の
者
の
有
す
る
請
求
権
に
つ
い
て
の
規
定
（§§ 

181, 183, 196, 197

）
が
適
用
さ
れ
る
。

　

理
由
書
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
お
い
た
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
ま
ず
、
添
附
が
生
じ
た
際
の
当
事
者
間
の
調
整
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

　

ま
ず
、
物
権
的
規
律
（die dingliche Regelung
）
と
し
て
、
第
一
に
共
有
、
第
二
に
、
一
方
に
所
有
権
、
他
方
にPfandrecht, 

utilis vindicatio

が
物
か
ら
の
価
値
の
土
地
債
務
的
取
り
出
し
の
た
め
に
与
え
ら
れ
る
場
合
、
第
三
に
、
所
有
権
が
一
方
に
あ
る
条

件
の
下
で
与
え
ら
れ
、
他
方
が
こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
、
所
有
権
を
主
張
で
き
る
と
い
う
場
合
、
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
方
に
所
有
権
が
な
ん
ら
の
条
件
や
制
約
な
し
に
与
え
ら
れ
、
他
方
は
債
権
的
調
整
の
み
を
請
求
し
う
る
場
合
が
、
い
わ
ゆ
る
債

権
的
規
律
（die persönliche Regelung

）
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
他
方
の
寄
与
し
た
素
材
は
、
た
と
え
な
お
独
立
の
有
体
的

存
在
を
有
す
る
と
し
て
も
、
消
費
ま
た
は
毀
滅
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　

草
案
が
物
権
的
規
律
で
は
な
く
、
債
権
的
規
律
を
最
終
的
に
採
用
し
た
理
由
を
理
由
書
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
97
）

（阪大法学）68（5-31）　947 〔2019. 1 〕



論　　　説

　

本
草
案
の
よ
う
に
、
物
権
を
よ
り
厳
格
に
解
す
る
場
合
に
は
、
物
権
的
処
理
に
対
す
る
疑
い
は
大
き
く
な
る
。
例
え
ば
、
か
つ
て
の
普
通
法
の

支
配
的
見
解
が
認
め
た
よ
う
に
、
損
失
者
以
外
の
者
が
附
合
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
、utilis rei vindicatio

を
承
認
し
、
あ
ら
ゆ
る
占
有
者
に

対
し
て
主
張
可
能
と
す
る
と
、
今
日
の
取
引
に
お
い
て
特
に
現
れ
て
い
る
、
物
権
の
公
示
可
能
性
の
努
力
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
所
有
権
に
隠
れ
た
負
担
を
課
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
草
案
の
諸
規
定
は
、
所
有
権
の
探
求
を
限
界
付
け
、
容
易
に
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

取
引
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
意
義
を
与
え
る
。
人
は
自
己
と
他
人
の
所
有
権
の
確
実
性
を
、
加
工
も
し
く
は
主
物
の
所
有
権
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
ら
ゆ
るfeste Bestandteile

に
対
す
る
所
有
権
調
査
の
必
要
性
は
か
な
り
の
負
担
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
所
有

権
確
認
の
容
易
化
を
人
は
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
附
合
の
成
否
に
つ
い
て
そ
の
際
の
諸
事
情
を
原
則
と
し
て
考
慮
し
な
い
理
由
を
、
外
的
認
識
可
能
性
の
な
い
事
情
に
物
的

権
利
の
根
拠
付
け
を
依
存
さ
せ
得
な
い
か
ら
と
す
る
。
悪
意
占
有
者
は
物
を
取
り
戻
し
さ
れ
る
前
に
加
工
ま
た
は
附
合
に
よ
っ
て
、
返

還
を
回
避
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
調
整
は
物
破
壊
の
方
法
で
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
附
合
の
命
題
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
対
し
て
は
、
人
的
義
務
と
公
的
刑
罰
で
十
分
と
す
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
部
分
草
案
の
立
場
は
明
確
で
あ
る
。
外
形
的
一
体
性
を
所
有
権
の
調
査
の
基
準
と
し
、
調
査
義
務
を
軽
減
し
、
取

引
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
、
第
一
委
員
会
に
よ
る
部
分
草
案
の
審
議
に
よ
る
修
正
の
結
果
で
あ
る
第
一

草
案
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
の
諸
草
案
段
階
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

3　

第
一
草
案
以
降

　
【「
本
質
的
構
成
部
分
」
概
念
あ
る
い
は
「
分
離
不
可
能
」
概
念
の
統
一
性
の
破
綻
？
】

　

ま
ず
、
総
則
の
物
の
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
構
成
部
分
の
概
念
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
冒
頭§ 93 

に
お
い
て
、
本
質
的
構

成
部
分
の
定
義
を
置
き
、
分
離
不
可
能
な
場
合
に
限
定
す
る
。
し
か
も
、
理
由
書
は
説
明
す
る
が
、§§ 94, 95 

に
お
い
て
、
不
動
産

（
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の
附
合
に
つ
い
て
特
則
を
置
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、§ 94 

に
お
い
て
列
挙
さ
れ
る
、
土
地
と
の
緊
密
な
結
合
物
、
特
に
建
物
、

土
地
の
産
出
物
、
播
種
、
植
栽
、
建
物
築
造
の
た
め
の
物
な
ど
は
、§ 93 

に
お
け
る
分
離
可
能
性
の
有
無
と
無
関
係
に
、
こ
こ
で
列

挙
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
動
産

0

0

0

の
本
質
的
構
成
部
分

0

0

0

0

0

0

0

化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、§ 94 

の
本
質
的
構
成
部
分
に
は
、
附
合

の
原
則
は
無
制
限
に
は
貫
徹
し
な
い
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、§ 95 

に
お
い
て
二
つ
の
附
合
し
な
い
例
外
（
一
時
的
目
的
で
の
結
合
、

物
権
的
利
用
権
に
基
づ
く
結
合
）
が
不
動
産
に
関
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
不
動
産
の
附
合
に
お
い
て
は
、§ 93 

の
意
味
に
お
け
る
分
離
不
可
能
な
結
合
と
、
分
離
可
能
な
結
合
が
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
部
分
草
案
に
お
い
て
、
分
離
可
能
性
の
有
無
と
、
所
有
権
の
移
転
効
果
が
連
動
さ
れ
て
い
た
点
は
、
こ
こ
で

廃
棄
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
、
あ
る
意
味
で
は
普
通
法
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
は
や
こ
の
段
階
で
は
、
普

通
法
に
お
け
る
よ
う
な
十
二
表
法
で
の
分
離
請
求
禁
止
は
存
在
し
な
い
。
今
や
そ
の
制
度
趣
旨
の
み
が
生
き
延
び
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
非
本
質
的
構
成
部
分
は
当
然
と
し
て
、
本
質
的
構
成
部
分
に
つ
い
て
も
収

去
権
を
認
め
て
い
る
（§§ 997, 951

）。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
．
普
通
法
と
も
部
分
草
案
と
も
異
な
り
、「
本
質
的
」
構
成
部
分
で
あ
る

こ
と
と
、「
分
離
不
可
能
性
」
は
連
動
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
裏
返
せ
ば
、
不
動
産
の
附
合
に
お
い
て
は
本
質
的
構
成
部
分
に
は
、

分
離
が
可
能
な
場
合
を
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
結
果
、
不
動
産
と
動
産
で
は
、
概
念
の
つ
な
が
り
が
異
な
り
、
ず
れ
て
い
る
。

　

よ
り
詳
言
す
る
な
ら
ば
、
動
産
で
は
、§ 93 

に
お
け
る
本
質
的
構
成
部
分
の
定
義
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
不
動
産
で

は
、§ 94 

に
お
い
て
分
離
可
能
な
結
合
も
、
附
合
＝
本
質
的
構
成
部
分
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
、
不
動
産
の
附

合
に
お
い
て
、
拡
張
さ
れ
て
い
る
。§ 93 

の
概
念
規
定
を
原
則
と
考
え
る
な
ら
ば
、
不
動
産
の
附
合
に
お
い
て
規
律
さ
れ
る
本
質
的

構
成
部
分
概
念
は
、
実
は
実
質
的
に
は
、
機
能
的
・
経
済
的
一
体
処
理
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
従
物
的
処
理
に
近
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
他
方
、§ 95 

に
よ
っ
て
一
時
的
目
的
で
の
結
合
、
同
じ
く
物
権
的
土
地
利
用
者
に
よ
る
建
造
物
に
つ
い
て
、
附
合
＝
本
質
的

（
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構
成
部
分
の
概
念
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
概
念
が
再
び
制
限
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
不
動
産
の
附
合
で
は　

附
合
＝
本
質
的
構
成
部
分
化
は§ 93 

に
お
け
る
意
味
で
の
分
離
可
能
性
と
は
別
個
の
基
準
（
契
約
関
係
、
結
合
の
目
的
、
結
合
の
果

た
す
機
能
、
個
別
的
類
型
へ
の
着
目
）
で
重
層
的
に
判
断
、
処
理
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
物
理
的
基
準
よ
り
も
、
機
能
的
基
準
に
比
重

が
大
き
い
。

　

以
上
で
述
べ
た
不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
の
特
殊
性
は
、
第
2
節
Ⅰ
以
降
の
叙
述
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
不
動
産
の
附

合
に
特
有
の
実
際
的
必
要
性
か
ら
生
じ
て
お
り
、
部
分
草
案
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
参
照
さ
れ
た
諸
ラ
ン
ト
法
で
も
す
で
に
共
通
の
理
解

と
な
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
部
分
草
案
で
も
一
見
す
る
と
物
の
結
合
の
程
度
に
応
じ
て
整
合
的
な
体
系
が
形
成

さ
れ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
は
不
動
産
の
附
合
の
規
律
に
お
い
て
す
で
に
破
綻
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
分
離
可
能
性
を
、
あ
る
い
は
附
合
の
成
立
基
準
を
、
不
動
産
の
場
合
に
お
い
て
、
動
産
の
場
合
と
同

様
に
、
あ
る
い
は
附
合
の
一
般
原
則
を
当
て
は
め
て
考
え
る
と
い
う
発
想
自
体
が
問
題
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
実
は
本
質
的

構
成
部
分
と
い
う
概
念
も
、
動
産
の
場
合
に
つ
い
て
、
最
も
適
合
す
る
概
念
と
い
え
よ
う
。
部
分
草
案
の
意
図
、
す
な
わ
ち
外
形
的
基

準
で
所
有
権
の
状
態
を
判
断
可
能
に
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
り
取
引
安
全
に
寄
与
す
る
と
い
う
ね
ら
い
は
そ
の
限
り
で
そ
も
そ
も
無
理
が
あ

っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
【
収
去
権
の
附
合
制
度
と
の
一
般
的
結
合
】

　

さ
て
、
附
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
、EI § 897 

は
、

　

八
九
〇
条
な
い
し
八
九
六
条
の
規
定
に
従
い
喪
失
を
被
る
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
利
得
す
る
者
か
ら
利
得
返
還
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
四

八
条
三
項
の
規
定
は
適
用
さ
れ
る
。

（
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と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
附
合
の
効
果
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
い
う
債
権
的
調
整
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
部
分
草
案

と
変
わ
ら
な
い
立
場
を
採
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
他
方
、
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、
所
有
物
返
還
訴
訟
（
レ
イ
・
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
カ
チ
オ
）
に
お
い
て
、
費
用
償
還
が
付
加
物

の
分
離
後
の
価
値
す
ら
与
え
な
い
場
合
に
占
有
者
に
収
去
権
（EI § 936 A

bs. 3

）
が
例
外
的
に
与
え
ら
れ
た
。
普
通
法
か
ら
受
け
継

が
れ
た
、
成
立
要
件
上
の
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
本
質
的
構
成
部
分
化
し
た
物
の
結
合
に
つ
い
て
も
収
去
権
が
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　

第
二
草
案
以
降
、
こ
の
例
外
的
収
去
権
の
存
在
は
、
附
合
法
の
規
律
に
も
影
響
を
与
え
る
に
至
る
。
ま
ず
、
こ
の
収
去
権
は
、
第
二

草
案
以
降
、
独
立
の
条
文
と
な
り
、
収
去
権
の
性
格
もabtrennen und sich aneignen

と
表
現
さ
れ
、
収
去
権
が
排
除
さ
れ
る
場

合
が
列
挙
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
そ
れ
が
附
合
の
際
の
調
整
に
も
準
用
さ
れ
る
に
至
る
。
す
な
わ
ち
第
二
読
会
に
お
い
て
、
附
合
の
際
に
収
去
権
の
規
定
が
導

入
さ
れ
、
そ
れ
は
先
の
所
有
者
占
有
者
関
係
の
収
去
権
を
附
合
に
お
い
て
準
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
、Redaktions-

kom
m
ission

は
、
損
失
者
に
は
他
の
請
求
権
も
留
保
さ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
例
え
ば
、
所
有
者
占
有
者
関
係
（EBV

）
で
占
有
者
の

有
す
る
収
去
権
よ
り
も
広
い
収
去
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の
考
慮
に
基
づ
き
、
特
別
の
法
律
関
係
に

よ
りEBV

に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
越
え
て
認
め
ら
れ
るEinrichtungen

に
つ
い
て
の
収
去
権
を
留
保
し
た
。
さ
ら
に
、
附

合
が
原
所
有
者
自
ら
の
行
為
で
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
考
慮
か
ら
、「
附
合
が
主
物
の
占
有
者
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
場
合
で
も
」
と
い
う
文
言
を
先
の
準
用
規
定
に
付
加
し
た
。

　

今
ま
で
の
展
開
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
106
）

（
107
）

（
108
）

（
109
）

（
110
）

（
111
）
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Ⅰ 

普
通
法

　

結
合
（
所
有
権
移
転
）

　

①
毀
損
な
し
に
分
離
不
可
能
（w

esentlicher Bestandteil

）（
償
還
の
み
）

　

②
毀
損
な
し
に
分
離
可
能
（unw

esentlicher Bestandteil

）（
分
離
請
求
、
収
去
可
能
）

　
（
休
眠
所
有
権
の
可
否
に
つ
い
て
争
い
あ
り
）

Ⅱ 

部
分
草
案

　

①
分
離
不
可
能
な
結
合
（fester Bestandteil, § 6

）
→
附
合
、
所
有
権
移
転
（§ 146

）、
費
用
償
還
（§ 151

）

②
分
離
可
能
な
結
合
（lösbarer Bestandteil

）
→
所
有
権
移
転
せ
ず
（
休
眠
所
有
権
否
定
の
結
果
）、T

rennungsanspruch 

（§ 

190

）

　

土
地
と
の
緊
密
な
結
合
物
、
建
物
築
造
の
た
め
の
継
続
的
付
加
物
（§ 7

）
→
構
成
部
分
化

　

例
外
：
一
時
的
目
的
で
の
建
築
・
植
栽
、
役
権
行
使
に
お
け
る
土
地
と
の
結
合
物
（§ 9

）

Ⅲ BGB

①
本
質
的
構
成
部
分
（
附
合
、
費
用
償
還
）

　

§ 93

（
一
般
的
定
義
：
分
離
不
可
能
性
）

　

§ 94 （
不
動
産
に
つ
い
て
の
特
則
：
土
地
と
の
緊
密
な
結
合
、
建
物
築
造
の
た
め
の
付
加
物
）

§ 95

（
不
動
産
に
つ
い
て
の
例
外
：
土
地
、
建
物
に
関
し
て
一
時
的
目
的
で
の
結
合
、
土
地
に
つ
い
て
の
み
物
的
利
用
権
者
の
な
し

た
場
合
）

収
去
権

（
112
）
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§ 997

〔
所
有
物
返
還
訴
訟
に
お
け
る
占
有
者
〕（
本
質
的
構
成
部
分
化
し
た
部
分
の
収
去
、
分
離
し
自
己
の
物
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
（abtrennen und sich aneignen

）、
シ
カ
ー
ネ
禁
止
、
分
離
さ
れ
た
部
分
の
価
値
償
還
に
よ
る
阻
止
）

　
　

§ 951

（
附
合
）（§ 997 

の
準
用
）

　
　

§ 547
〔
賃
借
人
の
収
去
権
〕（Einrichtung

の
収
去
権
、
本
質
的
構
成
部
分
化
の
有
無
は
問
わ
れ
な
い
）

　
　

§ 258

〔
収
去
権
行
使
の
際
の
原
状
回
復
義
務
〕

　

②
非
本
質
的
構
成
部
分

　
　
　

結
合
は
し
て
い
る
が
、
法
的
処
理
は
従
物
と
同
様

　

こ
の
よ
う
な
前
提
か
ら
す
れ
ば
、　§§ 997, 951 

あ
る
い
は
個
別
契
約
類
型
で
の
収
去
権
の
規
定
は
、§ 93 

に
該
当
し
な
い
と
い
う

意
味
で
分
離
可
能
な
場
合
を
主
と
し
て
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
収
去
の
際
の
制
約
と
し
て
掲

げ
ら
れ
る
要
件
、
す
な
わ
ち
、
経
済
的
に
無
意
味
な
シ
カ
ー
ネ
的
収
去
の
禁
止
、
分
離
後
の
構
成
部
分
価
値
が
少
な
く
と
も
償
還
さ
れ

な
い
こ
と
、
原
状
回
復
義
務
す
な
わ
ち
原
状
回
復
可
能
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
分
離
可
能
性
の
存
在
な
ど
は
、
そ
う
推
測
さ
せ
る

の
で
あ
る
。

　

附
合
の
際
の
調
整
を
定
め
る§ 951 

が
一
方
で
は
、
原
状
回
復
の
禁
止
を
規
定
し
な
が
ら
、
他
方
で
収
去
権
の
規
定
を
準
用
す
る
と

い
う
、
一
見
矛
盾
し
た
規
定
内
容
は
そ
も
そ
も
不
動
産
の
附
合
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
規
律
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ　

従
物
制
度
と
の
関
連
で
の
問
題
性

　

こ
の
こ
と
は
他
方
で
は
、
従
物
概
念
と
の
関
係
で
の
問
題
性
を
よ
り
鮮
明
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
従
物
と
は
沿
革

（
113
）

（
114
）
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上
本
来
主
物
の
処
分
に
い
か
な
る
物
が
連
動
し
て
影
響
を
受
け
る
か
と
い
う
処
分
の
相
で
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
質
的
構
成
部

分
と
い
う
概
念
あ
る
い
は
附
合
と
い
う
問
題
は
物
の
一
体
性
、
統
合
性
と
い
う
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
非
本
質
的
構
成
部
分
が
附
合
の

問
題
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
所
有
権
の
移
転
も
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の
非
本
質
的
構
成
部
分
概
念
と

従
物
概
念
の
関
係
が
改
め
て
問
題
と
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

こ
の
点
の
詰
め
が
従
来
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
不
動
産
の
附
合
の
場
合
に
、
そ
の
結
合
基
準
が
論
者
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
か
っ
た
こ
と
（
ロ
ー
マ
法
以
来
の
建
物
の
付
加
物
に
つ
い
て
の
有
体
的
結
合
基
準
と
機
能
的
結
合
基
準
の
混
在
）、
概
念
系

列
の
展
開
あ
る
い
は
解
消
な
い
し
整
理
が
並
行
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
（
構
成
部
分
と
明
確
に
対
置
さ
れ
な
い
従
物
の
中
で
の
分
類
・
分

化
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
形
で
の
分
化
で
は
、
そ
も
そ
も
従
物
と
の
関
係
如
何
と
い
う
問
題
意
識
す
ら
生
じ
え
な
い
）
な
ど
の
原
因
が
挙

げ
う
る
。

　

こ
の
関
係
の
一
つ
の
解
決
の
方
法
は
、
両
者
の
概
念
を
次
元
の
異
な
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
附
合
は

物
理
的
関
係
、
従
物
は
経
済
的
関
係
を
規
律
す
る
も
の
と
し
て
同
じ
対
象
に
対
し
て
競
合
し
う
る
別
次
元
の
制
度
と
し
て
理
解
す
る
デ

ル
ン
ブ
ル
ク
（D

ernburg

）
の
立
場
で
あ
る
。
そ
う
理
解
し
な
い
場
合
に
は
、
両
者
の
差
は
、
物
理
的
結
合
関
係
の
有
無
と
い
う
こ

と
で
通
常
説
明
さ
れ
る
が
、
現
実
に
は
「
附
合
」
制
度
自
体
が
そ
も
そ
も
経
済
的
関
係
を
も
含
ん
で
展
開
し
て
き
た
以
上
、
そ
う
い
う

区
別
は
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
連
続
が
前
面
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
非
本
質
的
部
分
と
い
う
概
念
の
内
容
は
、
展
開
過
程
に
お
い
て
、
附
合
の
概
念
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

所
有
権
移
転
効
果
も
奪
わ
れ
、
従
物
に
押
し
や
ら
れ
る
か
、
逆
に
、
休
眠
所
有
権
の
否
定
か
ら
、
本
質
的
構
成
部
分
へ
と
吸
収
さ
れ
る

か
に
よ
っ
て
（
そ
の
結
果
と
し
て
「
本
質
」
概
念
の
変
質
、
本
質
的
構
成
部
分
概
念
へ
の
物
理
的
モ
メ
ン
ト
の
侵
入
、
分
離
不
可
能
な

結
合
物
の
分
だ
け
の
内
容
の
増
加
）、
空
洞
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
本
来
は
、
非
本
質
的
と
い
う
表
現
が
、
単

（
115
）

（
116
）

（
117
）
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に
主
物
の
完
成
に
必
要
で
は
な
い
と
い
う
概
念
的
な
意
味
内
容
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
は
物
理
的
分
離
不
可
能
物
を

も
含
ん
だ
と
こ
ろ
の
本
質
的
構
成
部
分
概
念
、
従
っ
て
附
合
の
概
念
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宙
に
浮
い
た
概
念
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
非
本
質
的
構
成
部
分
が
従
物
と
法
的
効
果
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
存
在
意
義
を
否
定
す

る
学
説
が
絶
え
な
い
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め　

日
本
法
に
対
す
る
示
唆

　

こ
れ
に
似
た
現
象
、
す
な
わ
ち
附
合
論
と
費
用
償
還
論
が
結
合
し
た
こ
と
に
よ
り
分
離
請
求
（
収
去
権
）
の
実
質
的
制
限
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
日
本
法
に
も
見
ら
れ
る
。
日
本
の
附
合
法
の
源
流
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
附
合
規
定
は
収
去
権
の
規
定
が
含
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
分
離
可
能
な
結
合
に
つ
い
て
の
み
適
用
が
あ
る
と
さ
れ
、
分
離
不
可
能
な
結
合
に
つ
い
て
は
、
費
用
償
還
論
が
適
用
さ
れ

る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
日
本
へ
の
導
入
の
過
程
で
こ
れ
ら
が
一
本
化
さ
れ
、
附
合
論
の
中
に

分
離
可
能
な
結
合
と
分
離
不
可
能
な
結
合
と
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
の
学
説
が
物
の
結
合
に
対
し
て
強
い
附
合
、
弱
い
附
合

な
ど
の
表
現
を
と
る
二
分
類
を
な
し
、
収
去
権
行
使
を
制
約
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
も
こ
こ
に
起
因
す
る
。
こ
の
よ
う
な
処
理
自
体

は
、
以
上
の
検
討
全
体
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
収
去
権
の
成
立
範
囲
を
実
質
的
に
制
隕
づ
け
る
意
味
に
お
い
て
、
方
向
と
し
て
正
当

で
あ
っ
た
と
考
え
う
る
。

　

さ
ら
に
、
考
察
を
進
め
る
な
ら
ば
、
従
来
も
意
識
は
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
ろ
う
が
、
分
離
可
能
性
に
つ
い
て
、「
事
実
上
の
あ
る
い

は
物
理
的
分
離
可
能
性
」
を
「
法
的
分
離
可
能
性
」
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
法
が
附
合
と
い
う
言
葉
で
理
解
す
る
の

は
、
後
者
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
個
々
の
制
度
趣
旨
か
ら
、
法
的
「
分
離
可
能
性
」
の
内
容
が
定
義
さ
れ
る
。
動
産

の
場
合
に
は
、
制
度
趣
旨
か
ら
、
ほ
ぼ
両
者
は
一
致
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
は
一
般
的
に
は
事
実
上
の
分
離
可
能
性
よ
り
も

（
118
）

（
119
）

（
120
）
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緩
い
基
準
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
分
離
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
的
・
機
能
的
損
失
、
あ
る
い
は
分
離
に
か
か
る
費
用
と
得
ら
れ
る
利
益

と
の
衡
量
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
物
理
的
分
離
不
可
能
性
、
経
済
的
分
離
不
可
能
性
、
機
能
的
分
離
不
可
能
性
が
混
在
し
て
い
る
。
そ

れ
故
に
こ
そ
、
ド
イ
ツ
法
は
不
動
産
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
財
産
的
価
値
の
有
用
性
あ
る
い
は
そ
の
一
体
的
処
理
の
社
会
的
有
用
性

に
着
目
し
て
、
動
産
の
場
合
の
附
合
基
準
と
は
別
の
、
よ
り
緩
い
特
則
を
置
い
た
上
で
、
物
的
利
用
権
者
の
例
外
を
置
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
不
動
産
の
附
合
に
お
け
る
、
附
合
の
成
立
範
囲
の
拡
大
の
上
で
の
例
外
で
あ
る
。
日
本
法
の
条
文
上
は
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、

動
産
と
不
動
産
の
附
合
の
条
文
の
表
現
の
違
い
か
ら
わ
ず
か
に
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
機
能
的
一
体
的
処
理
の
社
会
的
要
請
と
土
地
利
用
権
者
の
保
護
が
い
わ
ば
拮
抗
し
て
い
る
。
日
本
法
で
も
、

学
説
が
、
伝
統
的
通
説
か
ら
取
引
観
念
説
、
取
引
安
全
説
へ
と
展
開
す
る
に
つ
れ
、
先
に
述
べ
た
要
素
は
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

　

不
動
産
の
附
合
と
い
う
も
の
が
元
来
、
先
に
述
べ
た
う
ち
の
、
機
能
的
分
離
不
可
能
性
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

実
質
は
限
り
な
く
従
物
的
処
理
に
近
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
賃
貸
借
に
お
い
て
、
所
有
権
帰
属
あ
る
い
は
附
合
の
成
否
に
言

及
し
な
い
状
況
は
、
そ
の
意
味
で
は
事
態
を
正
当
に
把
握
す
る
も
の
と
し
て
、
十
分
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

か
よ
う
な
区
別
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
事
実
的
分
離
可
能
性
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
法
的
意
味
で
の
分
離
可
能
性
の
限
界
を
超

え
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
も
、
法
が
分
離
請
求
を
否
定
す
る
趣
旨
は
、
か
よ
う
な
合
目
的
的
衡
量
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
制
約
は
、
事
実
的
分
離
可
能
性
の
範
囲
内
で
あ
る
限
り
、
あ
く
ま
で
、
債
権
的
関
係
な
い
し
は
合
意
が
規
律
し
得
な
い
場

合
の
、
経
済
合
理
性
を
制
約
原
理
と
す
る
、
補
充
的
、
任
意
的
規
範
に
す
ぎ
な
い
。
附
合
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
な
お
物
権
的
妨
害

排
除
請
求
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
か
よ
う
な
意
味
で
理
解
さ
れ
る
。
他
方
で
は
、
事
実
的
分
離
可
能
性
は
債
権
的
合
意
の
限
界
を

形
成
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
二
四
二
条
但
書
に
基
づ
く
留
保
も
限
界
は
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
限
り
で
、
附
合

（
121
）

（
122
）

（
123
）

（
124
）

（
125
）
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制
度
と
収
去
権
あ
る
い
は
除
去
請
求
権
は
連
動
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
的
分
離
可
能
性
が
存
し
な
い
場
合

に
は
、
収
去
あ
る
い
は
除
去
請
求
の
前
提
で
あ
る
独
立
の
有
体
的
存
在
を
認
め
え
ず
、
従
っ
て
問
題
は
、
費
用
償
還
に
限
定
さ
れ
、
そ

の
成
否
・
額
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
事
案
で
は
、
当
事
者
間
の
帰
責
事
由
（
誰
が
付
加
し
た
か
、
そ
の
際

の
主
観
的
態
様
な
ど
）
も
考
慮
さ
れ
、
附
合
の
成
否
、
物
権
的
妨
害
排
除
請
求
権
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
、
ひ
い
て
は

付
加
物
が
い
か
な
る
費
用
の
種
類
に
当
た
る
か
（
必
要
費
か
有
益
費
か
）
な
ど
で
最
終
的
処
理
は
異
な
っ
て
く
る
。

第
2
章　

権
原
者
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
物
の
法
的
処
理
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

第
1
章
に
お
い
て
、
附
合
、
費
用
償
還
、
収
去
権
の
関
連
に
つ
き
、
若
干
の
考
察
を
加
え
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
た
。

　

…
附
合
論
と
費
用
償
還
論
が
結
合
し
た
こ
と
に
よ
り
分
離
請
求
（
収
去
権
）
の
実
質
的
制
限
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
日
本
法
に
も
見
ら
れ
る
。

日
本
の
附
合
法
の
源
流
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
附
合
規
定
は
収
去
権
の
規
定
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
分
離
可
能
な
結
合
に
つ
い
て
の
み
適

用
が
あ
る
と
さ
れ
、
分
離
不
可
能
な
結
合
に
つ
い
て
は
、
費
用
償
還
論
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に

よ
る
日
本
へ
の
導
入
の
過
程
で
こ
れ
ら
が
一
本
化
さ
れ
、
附
合
論
の
中
に
分
離
可
能
な
結
合
と
分
離
不
可
能
な
結
合
と
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
後
の
学
説
が
物
の
結
合
に
対
し
て
強
い
附
合
、
弱
い
附
合
な
ど
の
表
現
を
と
る
二
分
類
を
な
し
、
収
去
権
行
使
を
制
約
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
の
も
こ
こ
に
起
因
す
る
。
こ
の
よ
う
な
処
理
自
体
は
、
以
上
の
検
討
全
体
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
収
去
権
の
成
立
範
囲
を
実
質
的
に
制
限
づ

け
る
意
味
に
お
い
て
、
方
向
と
し
て
正
当
で
あ
っ
た
と
考
え
う
る
。

　

さ
ら
に
、
考
察
を
進
め
る
な
ら
ば
、
従
来
も
意
識
は
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
ろ
う
が
、
分
離
可
能
性
に
つ
い
て
、「
事
実
上
の
あ
る
い
は
物
理
的

分
離
可
能
性
」
を
「
法
的
分
離
可
能
性
」
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
法
が
附
合
と
い
う
言
葉
で
理
解
す
る
の
は
、
後
者
の
意
味
に

（
126
）

（
127
）

（
128
）

（
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）

（
130
）

（
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）

（
132
）

（阪大法学）68（5-41）　957 〔2019. 1 〕



論　　　説

お
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
個
々
の
制
度
趣
旨
か
ら
、
法
的
「
分
離
可
能
性
」
の
内
容
が
定
義
さ
れ
る
。
動
産
の
場
合
に
は
、
制
度
趣
旨
か
ら
、

ほ
ぼ
両
者
は
一
致
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
は
通
常
事
実
上
の
分
離
可
能
性
よ
り
も
緩
い
基
準
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
分
離
す
る
こ
と
に

よ
る
経
済
的
、
機
能
的
損
失
、
あ
る
い
は
分
離
に
か
か
る
費
用
と
得
ら
れ
る
利
益
と
の
衡
量
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
物
理
的
分
離
不
可
能
性
、
経

済
的
分
離
不
可
能
性
、
機
能
的
分
離
不
可
能
性
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
ド
イ
ツ
法
は
不
動
産
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
財
産
的
価

値
の
有
用
性
あ
る
い
は
そ
の
一
体
的
処
理
の
社
会
的
有
用
性
に
着
目
し
て
、
動
産
の
場
合
の
附
合
基
準
と
は
別
の
、
よ
り
緩
い
特
則
を
置
い
た
上

で
、
物
的
利
用
権
者
の
例
外
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
不
動
産
の
附
合
に
お
け
る
、
附
合
の
成
立
範
囲
の
拡
大
の
上
で
の
例
外
で
あ
る
。
日
本

法
の
条
文
上
は
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
動
産
と
不
動
産
の
附
合
の
条
文
の
表
現
の
違
い
か
ら
わ
ず
か
に
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
必
ず

し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
機
能
的
一
体
的
処
理
の
社
会
的
要
請
と
土
地
利
用
権
者
の
保
護
が
い
わ
ば
拮
抗
し
て
い
る
。

日
本
法
で
も
、
学
説
が
、
伝
統
的
通
説
か
ら
、
取
引
観
念
説
、
取
引
安
全
説
へ
と
展
開
す
る
に
つ
れ
、
先
に
述
べ
た
要
素
は
徐
々
に
明
か
と
な
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

不
動
産
の
附
合
と
い
う
も
の
が
元
来
、
先
に
述
べ
た
う
ち
の
、
機
能
的
分
離
不
可
能
性
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
質
は
限

り
な
く
従
物
的
処
理
に
近
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

か
よ
う
な
区
別
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
事
実
的
分
離
可
能
性
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
法
的
意
味
で
の
分
離
可
能
性
の
限
界
を
越
え
る
に
す

ぎ
な
い
場
合
に
も
、
法
が
分
離
請
求
を
否
定
す
る
趣
旨
は
、
か
よ
う
な
合
目
的
的
衡
量
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
制
約
は
、

事
実
的
分
離
可
能
性
の
範
囲
内
で
あ
る
限
り
、
あ
く
ま
で
、
債
権
的
関
係
な
い
し
は
合
意
が
規
律
し
得
な
い
場
合
の
、
経
済
合
理
性
を
制
約
原
理

と
す
る
、
補
充
的
、
任
意
的
規
範
に
す
ぎ
な
い
。
附
合
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
な
お
物
権
的
妨
害
排
除
請
求
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
か
よ

う
な
意
味
で
理
解
さ
れ
る
。
他
方
で
は
、
事
実
的
分
離
可
能
性
は
債
権
的
合
意
の
限
界
を
形
成
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
二
四
二
条
但
書
に
基
づ

く
留
保
も
限
界
は
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
限
り
で
、
附
合
制
度
と
収
去
権
あ
る
い
は
除
去
請
求
権
は
連
動
し
て
い
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
事
実
的
分
離
可
能
性
が
存
し
な
い
場
合
に
は
、
収
去
あ
る
い
は
除
去
請
求
の
前
提
で
あ
る
独
立
の
有
体
的
存
在
を
認
め
え

ず
、
従
っ
て
問
題
は
、
費
用
償
還
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
成
否
・
額
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
。

　

し
か
し
、
そ
の
際
、
物
の
利
用
権
原
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
物
に
対
し
て
加
え
た
付
加
に
つ
い
て
、
如
何
に
処
理
す
る
か
に
つ
い
て
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は
最
終
的
検
討
を
留
保
し
た
。
本
章
が
そ
れ
に
対
応
す
る
。

第
1
節　

問
題
の
所
在

　

問
題
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
附
合
に
お
け
る
、
付
加
物
の
主
物
と
の
一
体
的
処
理
の
要
請
は
、
契
約
関
係
の
存
し
な
い

場
合
と
、
存
す
る
場
合
と
で
は
ど
う
異
な
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
の
限
定
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
当
事
者
間
で
帰
責
事
由
が
ど
ち
ら
に
も
な
い
場

合
で
、
か
つ
、
第
二
に
、
第
三
者
が
関
与
せ
ず
、
第
三
者
の
保
護
の
必
要
性
と
い
う
別
の
要
請
が
存
し
な
い
場
合
を
前
提
と
す
る
。
こ

の
前
提
を
み
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
帰
責
事
由
（
例
え
ば
、
増
改
築
禁
止
特
約
違
反
）
な
い
し
は
保
護
の
必
要
性
か
ら
、
結
論
が
修
正

さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
契
約
関
係
の
存
し
な
い
場
合
が
そ
も
そ
も
本
来
の
附
合
論
の
処
理
す
べ
き
場
面
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

問
題
は
、
契
約
関
係
が
存
す
る
場
合
に
お
い
て
、
債
権
的
合
意
が
物
結
合
規
律
を
完
全
に
無
視
し
う
る
か
に
あ
る
。

　

第
一
の
考
え
方　

─
概
念
的
連
動
性
維
持
─

　

こ
の
際
、
考
え
方
と
し
て
は
、
第
一
に
、
債
権
的
合
意
を
も
っ
て
し
て
も
、
分
離
請
求
の
前
提
と
し
て
の
「
物
の
存
在
」
そ
の
も
の

が
争
わ
れ
、
そ
れ
が
訴
訟
上
否
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
な
お
そ
の
合
意
を
も
と
に
、
分
離
請
求
な
い
し
は
所
有
権
の
留
保
を
主
張
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
事
実
的
分
離
可
能
性
が
債
権
的
合
意
の
限
界
を
な
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と

し
て
、
附
合
と
収
去
権
の
概
念
的
連
動
性
を
債
権
的
合
意
が
存
在
す
る
場
合
に
も
な
お
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

前
章
で
さ
し
あ
た
り
附
合
一
般
に
関
し
て
私
が
支
持
し
た
見
解
で
も
あ
る
。

（
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）

（
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）
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第
二
の
考
え
方　

─
概
念
の
連
動
否
定
、
当
事
者
の
合
意
あ
る
い
は
交
渉
が
最
終
的
基
準
─

　

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
に
、
か
よ
う
な
場
合
に
も
分
離
請
求
な
い
し
は
所
有
権
留
保
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
立

場
か
ら
は
、
か
よ
う
な
処
理
は
、
債
権
的
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
附
合
の
問
題
と
収
去
権
の
問
題
を
次
元
の
異
な
る
問
題
と
し
て
考

え
る
方
向
が
目
指
さ
れ
る
。
後
者
の
収
去
権
の
問
題
は
債
権
的
合
意
、
あ
る
い
は
契
約
の
合
理
的
解
釈
が
対
処
す
る
問
題
と
し
て
、
附

合
の
問
題
と
対
応
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
立
場
か
ら
は
、
附
合
が
成
立
し
て
い
て
も
、
収
去
権
を
肯
定
す
る
こ
と

（
や
や
不
適
切
な
表
現
だ
が
、「
一
物
を
強
制
的
に
二
物
に
も
ど
す
」
こ
と
）
も
可
能
で
あ
る
し
、
逆
に
附
合
が
成
立
し
て
い
な
く
て

も
、
例
え
ば
、
何
ら
か
の
政
策
的
趣
旨
（
例
え
ば
、
利
用
権
者
保
護
）
か
ら
、
収
去
義
務
を
否
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は

最
終
的
に
は
、
附
着
以
前
の
当
事
者
の
合
意
の
内
容
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
事
者
の
交
渉
の
結
果
、
事
後
的
に
成
立
し
え
る
合

意
も
同
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
収
去
の
前
提
と
し
て
の
、
私
の
い
う
「
事
実
的
分
離
可
能
性
」
を
「
物
の
存
在
」
が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
ま
で
及

ぼ
す
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
問
題
と
し
て
設
定
す
る
と
、
疑
問
が
生
ず
る
。
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
契
約
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
か

よ
う
な
発
想
自
体
を
採
ら
な
い
こ
と
に
、
こ
の
説
の
独
自
性
が
あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

よ
り
詳
し
く
い
え
ば
、
当
事
者
間
で
の
主
観
的
功
利
性
を
肯
定
す
る
合
意
は
、
客
観
的
功
利
性
（
経
済
的
合
目
的
性
）
を
排
除
す
る
。

客
観
的
功
利
性
は
、
附
合
法
の
趣
旨
と
し
て
言
わ
れ
て
き
た
制
約
で
あ
る
。
当
事
者
間
で
の
主
観
的
功
利
性
を
排
除
す
る
も
の
は
私
法

の
大
枠
と
し
て
の
一
般
条
項
（
信
義
則
、
権
利
濫
用
、
公
序
良
俗
な
ど
）
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
附
合
の
際
の
原
状
回
復
禁
止
（
九
五
一
条
一
項
二
文
が
定
め
る
）
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
な
注
釈
が
あ
る
。

（
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）
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財
産
的
地
位
の
帰
属
は
原
則
と
し
て
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
自
由
に
形
成
さ
れ
う
る
か
ら
、§ 951 

は
合
意
に
よ
っ
て
排
除
可

0

0

0

0

0

0

0

0

0

能0

な
法
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
原
状
回
復
の
点
に
つ
い
て
も
妥
当

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
立
法
者
の
経
済
的
合
目
的
性
に
つ
い
て
の
一
般
的
考
慮

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
当
事
者
の

0

0

0

0

そ
れ
に
反
す
る
個
別
的
判
断

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
優
越
し
え
ず
、
後
者
は
そ
れ
自
体
同
様
に
経
済
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
か
（
例
え
ば
、
個
別
的
場
合
に
お
け
る
よ

り
正
当
な
経
済
的
判
断
に
よ
っ
て
）
ま
た
は
個
別
的
状
況
に
つ
い
て
の
別
の
価
値
の
意
識
的
優
遇
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
当
事
者
は
調

整
請
求
権
を
排
除
し
、
別
の
規
律
を
な
し
ま
た
は
原
状
回
復
請
求
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
。

　

な
お
、
こ
の
問
題
は
ド
イ
ツ
民
法
債
権
総
則
に
あ
る
収
去
権
規
定
（§ 258

）
の
解
釈
と
し
て
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
、
収
去
権
の

行
使
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
「
原
状
回
復
可
能
」（die Sache auf seine K

osten in den vorigen Stand zu setzen

）
と
い
う

制
約
が
あ
る
。
そ
の
際
問
題
と
な
る
の
は
、
収
去
後
の
主
物
の
原
状
回
復
が
完
全
に
は
不
可
能
な
場
合
に
金
銭
的
補
償
（
賠
償
）
に
よ

る
調
整
と
い
う
形
で
片
を
つ
け
る
こ
と
を
許
す
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
先
の
引
用
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
可
能
だ
と
解

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

通
常
、
賃
貸
借
終
了
の
際
に
原
状
回
復
義
務
が
成
立
し
、
そ
の
限
り
で
収
去
は
制
約
さ
れ
る
（
日
民
五
九
八
条
→
六
一
六
条
）。
す

な
わ
ち
、
収
去
に
よ
っ
て
原
状
が
回
復
可
能
で
な
く
、
賃
借
物
が
は
な
は
だ
し
く
毀
損
も
し
く
は
価
値
減
少
し
て
し
ま
う
場
合
に
は
、

収
去
自
体
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
（
二
〇
一
七
年
改
正
法
で
は
、
収
去
権
と
原
状
回
復
義
務
は
別
と
な
り
、
さ
ら
に
収
去
義
務
に
動

産
の
付
合
類
似
の
制
約
が
課
せ
ら
れ
る
、
五
九
九
条
一
項
、
二
項
、
六
二
一
条
）。

　

た
だ
し
、
収
去
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
て
い
れ
ば
、
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
、
そ
の
際
価
値
賠
償
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
主0

物
の
価
値
減

0

0

0

0

0

少
の
埋
め
合
わ
せ
を
さ
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
も
あ
る
程
度
は
可
能
で
あ
る
し
、
物
の
価
値
減
少
が
価
値
賠
償
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
で
き
な
い
性

質
の
も
の
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
収
去
自
体
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
附
合
の
成
否
の
基
準
と
し
て
、
分
離
に
よ
る
毀
損

の
程
度
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
対
応
す
る
。

（
136
）

（
137
）
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右
の
傍
点
部
分
の
よ
う
な
処
理
を
当
事
者
の
合
意
な
く
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

論
理
的
に
可
能
と
考
え
る
か
否
か
で
、
第
三
の
立
場
が
さ
ら
に
分
か
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
際
そ
の
可
否
の
判
断
（
埋
め
合
わ
せ
可
能
か
ど
う
か
）
は
い
か
な
る
基
準
に
よ
る
の
か
も
問
題
と
な

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
従
来
の
学
説
は
如
何
な
る
態
度
を
示
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
お
い
て
は
、
前

述
し
た
よ
う
な
視
点
か
ら
、
重
要
と
思
わ
れ
る
学
説
を
個
々
的
に
検
討
し
、
そ
の
あ
る
べ
き
方
向
を
私
な
り
に
探
り
た
い
と
思
う
。

第
2
節　

主
要
な
学
説
の
検
討

　

ま
ず
、
現
在
の
通
説
の
先
駆
と
評
価
す
る
こ
と
の
で
き
る
後
藤
説
を
検
討
す
る
。

（
一
）
後
藤
説

　

学
説
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
（
ｉ
）
賃
借
人
の
費
用
投
下
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
が
物
的
施
設
と
し
て
残
ら
な
い
場
合
（
例
え
ば
目
的
地
の
肥
料
桶
抜
き
取
り
及

び
抜
き
取
り
跡
地
の
埋
立
）、
な
ら
び
に
賃
借
人
の
費
用
投
下
で
あ
る
物
的
施
設
が
目
的
不
動
産
と
一
体
化
し
そ
の
構
成
部
分

0

0

0

0

と
な
る

場
合
（
例
え
ば
、
土
間
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
た
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
台
所
板
張
り
）
に
は
そ
の
費
用
出
捐
の
結
果
、
所
有
権
は
移

転
し
、
収
去
義
務
は
な
い
と
さ
れ
る
。

　
（
ⅱ
）
こ
れ
に
対
し
て
、
構
成
部
分
を
な
さ
ず
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
二
四
二
条
に
い
わ
ゆ
る
附
合
状
態

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
棚
、
水
道
設
備
、

ガ
ス
設
備
、
電
灯
引
き
込
み
線
）
に
は
、
二
四
二
条
但
書
に
よ
り
、
賃
借
人
は
所
有
権
を
失
わ
な
い
た
め
、
収
去
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
に
、
権
原
者
に
よ
る
附
属
物
も
附
合
の
一
般
規
定
に
よ
り
不
動
産
所
有
者
の
所
有
に
一
旦
帰
す
る
が
、
権
原
者
は
動
産
を
分

（
138
）

（
139
）

（
140
）
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別
し
て
そ
の
所
有
権
を
回
復
す
る
一
種
の
形
成
権
（
収
去
権
）
を
有
す
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
収
去
に
よ
っ
て
抵
当
権
者

の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
考
え
方
は
採
ら
な
い
。
し
か
し
、
但
書
に
よ
る
、
特
権
的
地
位
の
た
め

に
か
え
っ
て
、
収
去
義
務
を
負
担
し
、
費
用
償
還
請
求
権
を
行
使
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
る
不
利
な
る
地
位
に
置
か
れ
る
こ
と
は
理
解
し

が
た
い
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
を
相
互
の
関
連
に
お
い
て
合
理
的
に
把
捉
す
る
な
ら
ば
、
収
去
す
る
か

0

0

0

0

0

、
償
還
請
求
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

、
任
意
に
選

0

0

0

0

び
え
る
の
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
正
し
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

こ
う
理
解
し
た
場
合
に
、
賃
借
人
が
費
用
償
還
請
求
を
す
る
場
合
の
理
論
構
成
に
関
し
て
は
、
賃
借
人
の
費
用
償
還
請
求
の
意
思
表

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

示
の
中
に
は

0

0

0

0

0

、
権
原
に
よ
り
附
属
せ
し
め
留
保
し
て
い
る
物
の
所
有
権
を
賃
貸
人
に
移
転
す
る
意
思
表
示
を
含
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
で
あ
り
、
こ
の

意
味
に
お
い
て
賃
借
人
は
費
用
償
還
の
請
求
と
同
時
に
附
属
せ
し
め
た
る
物
の
所
有
権
を
賃
貸
人
に
移
転
す
る
一
種
の
形
成
権
を
与
え

ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

分
析

　

以
上
が
そ
の
概
要
で
あ
る
が
、
現
在
の
通
説
的
立
場
の
内
容
が
既
に
こ
こ
で
ほ
ぼ
網
羅
的
に
宣
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
無
権
原
者
の
場
合
と
比
べ
て
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
こ
と
に
も
と
づ
き
、
い
わ
ゆ
る
「
弱
い
附
合
」
の
場
合
に
賃

借
人
に
収
去
権
と
償
還
請
求
の
選
択
行
使
を
認
め
る
こ
と
、
そ
の
際
の
費
用
償
還
請
求
の
意
思
表
示
に
付
加
物
の
移
転
の
意
思
表
示
を

も
読
み
込
む
理
論
的
構
成
な
ど
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
の
ち
に
「
強
い
附
合
」
と
称
さ
れ
る
場
合
を
「
構
成
部
分
」
と
称
し
、
附
合
法
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
し
、
の
ち
の

「
弱
い
附
合
」
の
場
合
を
む
し
ろ
本
来
の
附
合
の
場
合
と
し
て
区
別
し
て
い
る
こ
と
は
当
時
の
通
説
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
通
説
は
構
成
部
分
と
な
る
場
合
に
不
動
産
所
有
者
の
所
有
と
な
る
こ
と
は
、
そ
れ
は
所
有
権
の
当
然
の
効
果
で
あ
っ
て
、
附

（
141
）

（
142
）

（
143
）

（
144
）

（
145
）（
146
）
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論　　　説

合
法
規
定
の
適
用
を
ま
た
な
い
と
す
る
、
従
っ
て
二
四
二
条
但
書
の
適
用
も
な
い
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　

我
妻
説

　

現
在
の
通
説
的
見
解
を
形
成
し
た
の
が
、
我
妻
説
で
あ
る
。

　

有
益
費
償
還
請
求
権
と
収
去
権
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
ず
る
。

　

第
一
に
、
附
属
さ
せ
た
物
が
な
お
独
立
の
存
在
を
有
し
、
賃
借
人
の
所
有
権
が
成
立
し
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、
畳
、
建
具
、
造

作
）
に
は
、
収
去
で
き
る
が
、
収
去
権
の
作
用
と
み
る
必
要
は
な
い
。
賃
借
人
に
は
原
状
回
復
義
務
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
附
属
さ
せ
た
物
が
、
社
会
経
済
的
に
全
く
独
立
性
を
も
た
ず
、
こ
れ
を
収
去
す
る
こ
と
が
不
可
能
も
し
く
は
賃
借
物
の
毀

損
と
み
ら
れ
る
場
合
（
例
え
ば
、
壁
紙
、
障
子
紙
、
ペ
ン
キ
、
砂
利
に
よ
る
地
盛
り
）
に
は
、
収
去
権
も
、
収
去
義
務
も
な
く
、
も
っ

ぱ
ら
費
用
償
還
請
求
権
の
問
題
と
な
る
。

　

第
三
に
、
前
二
者
の
中
間
の
物
、
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
の
所
有
権
は
認
め
ら
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
収
去
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
（
例

え
ば
、
石
垣
、
帽
子
掛
け
、
花
壇
）
に
は
、
収
去
権
が
あ
り
、
費
用
償
還
請
求
権
も
成
立
す
る
。

分
析

　

後
藤
説
は
構
成
部
分
と
附
合
の
場
合
を
対
比
さ
せ
た
が
、
我
妻
説
で
は
そ
れ
ら
は
第
二
と
第
三
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
第
三
の

場
合
に
、
所
有
権
の
移
転
が
生
ず
る
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
費
用
償
還
の
前
提
と
し
て
所
有
権
の
移
転
を
必
要

と
解
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
後
藤
説
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
に
選
択
的
行
使
が
可
能
か
ど
う
か
は
明
言
し
て
い

な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
附
合
法
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
二
四
二
条
但
書
に
つ
い
て
、
賃
貸
借
の
箇
所
で
あ
る
と
は

（
147
）

（
148
）
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い
え
、
言
及
が
な
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
所
有
権
が
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
後
藤
説
と
異
な
り
、
附
合
が
成
立
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
収
去
権
は
こ
の
場
合
所
有
権
が
復
活
す
る
と
い
う
意
味
で
形
成
権
的
な
機
能
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
そ
の
場
合
、
二
四
二
条
但
書
に
つ
い
て
は
ど
う
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
疑
問
が
残
る
。

（
三
）　

渡
辺
説

　

費
用
償
還
請
求
で
き
る
た
め
に
は
、
構
成
部
分
と
な
っ
た
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
る
と
、
構
成
部
分
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
償
還

請
求
権
は
成
立
せ
ず
、
逆
に
収
去
義
務
が
成
立
す
る
。

　

し
か
し
、
賃
借
人
が
権
原
に
よ
り
附
合
し
た
物
が
賃
借
人
の
所
有
に
属
し
（
二
四
二
条
但
書
）、
そ
の
た
め
償
還
請
求
権
が
な
く
、

か
え
っ
て
収
去
義
務
が
生
ず
る
の
に
、
権
原
の
な
い
者
が
附
合
さ
せ
た
場
合
に
は
、
一
九
六
条
二
項
に
よ
っ
て
償
還
請
求
で
き
る
と
い

う
の
は
不
合
理
で
あ
る
。

　

有
益
費
を
目
的
物
の
構
成
部
分
に
な
っ
た
も
の
に
限
定
し
て
解
す
る
必
要
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
収
去
し
う
る
も
の
で
あ
っ
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
目
的
物
の
価

格
を
高
め
た
も
の
で
収
去
す
る
こ
と
が
無
意
味
に
近
い
よ
う
な
も
の
（
土
地
の
用
排
水
施
設
、
家
屋
の
電
気
施
設
）
に
つ
い
て
は
、
賃

借
人
に
、
収
去
権
と
費
用
償
還
請
求
権
を
選
択
的
に
行
使
す
る
権
利
を
与
え
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
、
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
も
、
所
有
権
の
帰
属
が
明
確
で
は
な
い
場
合
あ
る
い
は
構
成
部
分
と
な
っ
た
か
ど
う
か
の
区

別
が
つ
き
に
く
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
実
的
に
も
妥
当
で
あ
る
。

分
析

　

収
去
権
と
償
還
請
求
権
の
選
択
行
使
を
附
合
の
場
合
に
認
め
る
に
あ
た
り
、
無
権
原
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
論
に
加
え
て
、
実
際
上
の
区

（
149
）
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別
の
困
難
を
付
け
加
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
の
ち
の
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
説
の
前
提
に
立
ち
な
が
ら
も
、
所
有

権
の
帰
属
、
構
成
部
分
化
の
成
否
の
限
界
付
け
を
放
棄
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
買
取
請
求
権
と
の
間
で
、
救
済
の
間
隙
を
埋
め
る
実
践

的
意
図
が
前
面
に
現
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
「
構
成
部
分
」
の
概
念
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
強
い
附
合
」
の
場
合
の
み
を
指
す
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
「
弱
い
附
合
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
も
含
め
て
指
す
の
か
が
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
従
っ
て
、
償
還
請
求
の
対
象
の
拡

大
と
さ
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
構
成
部
分
と
な
ら
ず
、
収
去
で
き
る
が
、
収
去
す
る
こ
と
が
無
意
味
に
近
い
も
の
と
は
、
従
物
に
あ
た

る
場
合
な
の
か
、
そ
れ
と
も
い
わ
ゆ
る
弱
い
附
合
に
あ
た
る
場
合
な
の
か
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
。「
収
去
す
る
こ
と
が
無
意
味
に

近
い
」
と
は
、
経
済
的
価
値
の
甚
だ
し
い
減
少
な
い
し
は
毀
損
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
弱
い
附
合
」

の
場
合
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
費
用
償
還
の
前
提
と
し
て
の
「
構
成
部
分
」
化
と
は
異
な
る
も
の
な
の
か
。

　

こ
の
よ
う
な
疑
問
が
生
ず
る
の
は
、
二
四
二
条
但
書
の
「
権
原
」
を
い
か
に
解
す
る
か
、
附
合
の
基
準
を
何
に
求
め
る
か
が
学
説
一

般
に
お
い
て
明
確
で
な
い
こ
と
に
由
来
し
よ
う
。
実
践
的
意
図
の
前
面
化
の
反
面
と
し
て
体
系
的
曖
昧
さ
が
生
じ
た
と
評
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
四
）　

星
野
説
（
そ
の
1
）

　

ま
ず
、
付
加
物
を
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

　
（
ｉ
）
分
離
が
物
理
的
に
も
経
済
的
に
も
容
易
で
あ
る
場
合

　
　

賃
借
人
の
所
有
に
と
ど
ま
り
、
収
去
義
務
を
負
う
。

　
（
ⅱ
）
分
離
が
物
理
的
に
不
可
能
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
者
を
毀
損
す
る
よ
う
な
場
合

（
150
）

（
151
）
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も
は
や
そ
の
物
は
土
地
・
家
屋
の
一
部
と
見
ら
れ
（
二
四
二
条
但
書
に
よ
っ
て
も
所
有
権
が
借
主
に
維
持
さ
れ
る
と
い
う
の
が
無

意
味
で
あ
る
よ
う
な
場
合
）、
借
主
に
は
収
去
権
も
収
去
義
務
も
な
い
。

　
（
ⅲ
）　
（
ⅰ
）
と
（
ⅱ
）
の
中
間
の
物
、
即
ち
土
地
家
屋
の
一
部
分
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
収
去
が
可
能
で
あ
る
が
、
収
去
に
よ

っ
て
、
土
地
家
屋
の
み
な
ら
ず
附
加
し
た
物
の
価
値
を
も
減
少
（
他
に
持
っ
て
い
っ
て
も
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
物
）
す
る
よ
う
な
物

　
（
ⅲ
）
に
お
い
て
収
去
義
務
を
課
す
る
の
は
無
権
原
者
の
場
合
と
均
衡
を
失
す
る
。（
ⅰ
）
と
（
ⅱ
）
の
区
別
も
そ
う
明
瞭
で
は
な
く
、

区
別
す
る
実
際
上
の
根
拠
も
あ
ま
り
な
い
。
建
物
等
買
取
請
求
権
や
造
作
買
取
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
今
日
、
そ
れ
ら

の
対
象
に
も
償
還
請
求
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
物
の
存
在
を
認
め
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
収
去
義
務
は
な
く
、

収
去
権
と
償
還
請
求
権
と
を
選
択
し
て
行
使
で
き
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
。（
ⅱ
）
と
（
ⅲ
）
に
つ
い
て
は
、
貸
主
借
主
間
に
関
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

限
り

0

0

、
附
加
し
た
物
の
所
有
権
が
ど
ち
ら
に
あ
る
か
を
問
う
実
益
は
な
い
。

分
析

　

渡
辺
説
を
さ
ら
に
、
徹
底
し
て
い
る
と
い
え
る
。（
ⅱ
）
と
（
ⅲ
）
に
つ
い
て
限
定
的
に
で
は
あ
る
が
、
所
有
権
の
帰
属
を
問
題
と

し
な
い
。
物
権
変
動
時
期
論
で
の
立
場
と
対
応
す
る
。
従
っ
て
、
第
三
者
と
の
関
係
で
は
な
お
所
有
権
帰
属
の
決
定
問
題
が
残
る
こ
と

を
示
唆
す
る
。
し
か
し
渡
辺
説
が
附
合
と
の
関
連
で
明
確
さ
に
欠
け
た
こ
と
に
比
べ
、
附
合
法
と
の
関
連
に
つ
き
明
確
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
、（
ⅱ
）
は
強
い
附
合
に
対
応
し
、（
ⅲ
）
は
弱
い
附
合
に
近
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

星
野
説
（
そ
の
2
）　

─
概
念
の
相
対
化
の
徹
底
─

　

二
四
三
条
の
要
件
を
満
た
す
場
合
（「
構
成
部
分
」
あ
る
い
は
「
強
い
附
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、
土
地
の
土
盛
り

（
152
）

（
153
）

（
154
）
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工
事
、
壁
塗
、
壁
紙
張
り
、
床
板
張
り
替
え
））、
こ
れ
ら
の
物
も
、
一
定
の
範
囲
で
（
賃
借
人
で
あ
れ
ば
そ
の
権
原
内
で
）
附
着
者
が

自
由
に
処
分
で
き
る
と
解
さ
れ
る
の
で
（
の
ち
に
壁
紙
を
張
り
替
え
て
も
か
ま
わ
な
い
）、
こ
れ
を
二
四
二
条
か
ら
排
除
す
る
必
要
は

な
い
。
権
原
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
収
去
の
問
題
は
、
別
個
に
考
え
れ
ば
よ
い
、
例
え
ば
、
附
合
し
な
い
が
収
去
権
の
な
い
物
も
あ
る

と
考
え
て
よ
い
。

分
析

　

借
地
・
借
家
法
の
叙
述
の
補
充
と
い
え
る
が
、
や
や
叙
述
の
意
味
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
強
い
附
合
」
の
場
合
で
も
但
書

の
適
用
が
一
応
あ
り
、
賃
借
人
は
一
定
の
限
度
で
自
由
に
処
分
で
き
る
が
、
賃
借
期
間
終
了
後
は
、
収
去
権
が
な
い
の
か
、
あ
る
い
は

収
去
義
務
も
な
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
（
そ
の
1
）
の
（
ⅱ
）
で
は
強
い
附
合
の
場
合
に
は
収
去
権
、
収
去
義
務
を
否
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
関
連
で
は
ど
う
理
解
す
べ
き

か
。

　

例
え
ば
、
強
い
て
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
事
実
的
分
離
可
能
性
の
な
い
場
合
、
強
い
附
合
の
場
合
、
弱
い
附
合
の
場
合
と
い
う
よ
う
に

結
合
物
に
つ
い
て
三
分
類
が
導
入
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
か
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
強
い
附
合
が
二
つ
の
場
合
に
さ
ら
に
細
分
さ
れ
た

も
の
と
み
る
べ
き
な
の
か
。
従
っ
て
、
賃
借
人
が
一
定
の
範
囲
で
強
い
附
合
に
よ
り
付
加
し
た
物
に
つ
い
て
処
分
で
き
る
の
は
、
強
い

附
合
は
し
て
い
る
が
、
事
実
的
分
離
可
能
性
は
な
お
あ
る
、
従
っ
て
原
状
回
復
の
可
能
性
も
あ
る
範
囲
で
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

あ
る
い
は
そ
も
そ
も
賃
借
人
が
そ
の
権
原
の
範
囲
内
で
強
い
附
合
に
よ
り
付
加
し
た
物
を
処
分
で
き
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
原

状
回
復
不
能
部
分
も
含
め
て
、
そ
れ
は
事
後
的
な
債
権
的
調
整
（
損
害
賠
償
）
を
含
み
、
終
了
時
の
契
約
上
の
利
害
調
整
に
す
べ
て
ゆ
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だ
ね
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　

後
者
の
理
解
を
す
る
な
ら
ば
、
賃
借
期
間
中
は
個
々
の
付
加
物
の
処
理
は
契
約
関
係
の
枠
内
で
処
理
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
概
念

の
相
対
化
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

（
五
）　

瀬
川
説

　

二
四
二
条
但
書
の
意
味
を
「
附
着
し
た
動
産
の
所
有
権
を
留
保
す
る
権
利
」
と
と
ら
え
、
動
産
の
原
所
有
者
が
合
意
・
慣
習
に
基
づ

き
そ
の
所
有
権
を
留
保
す
る
場
合
と
考
え
る
。
合
意
が
あ
っ
て
も
別
個
の
所
有
権
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
ど
の
程
度
結
合
が
強
い
と
き

か
に
つ
い
て
、
合
意
が
別
個
の
権
利
を
認
め
た
部
分
を
（
裁
判
官
・
執
行
官
が
）
識
別
で
き
な
い
と
き
あ
る
い
は
そ
の
部
分
に
対
し
て

執
行
が
不
可
能
な
と
き
と
解
す
べ
き
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
肥
料
、
微
少
な
種
子
、
壁
塗
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
従
っ
て
、「
分

離
不
可
能
」、「
識
別
不
可
能
」
と
い
う
二
つ
の
基
準
が
用
い
ら
れ
る
。
前
者
が
附
合
の
成
否
、
後
者
が
当
事
者
間
で
の
留
保
の
可
能
性
、

従
っ
て
但
書
の
適
用
可
能
性
の
限
界
で
あ
る
。

分
析

　

従
来
の
「
弱
い
附
合
」「
強
い
附
合
」
の
附
合
二
分
論
が
、
装
い
を
変
え
て
現
れ
て
い
る
と
評
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
星
野
説

の
徹
底
化
と
も
理
解
で
き
、
諸
制
度
の
相
互
独
立
化
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。「
識
別
不
可
能
」
と
い
う
基
準
は
費
用
と
の
限
界
づ
け
で

有
用
で
あ
る
。

（
155
）
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（
六
）　

三
宅
説

①
附
属
物
が
独
立
の
も
の
と
し
て
存
在
し
、
賃
借
人
が
所
有
権
を
保
留
し
、
当
然
収
去
で
き
る
場
合

　

例
、
畳
、
建
具
、
造
作

②
附
属
物
が
独
立
の
物
と
し
て
の
存
在
を
失
い
、
賃
借
人
の
所
有
権
が
消
滅
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
賃
借
物
か
ら
分
離
す
る
に

は
毀
損
ま
た
は
過
分
の
出
費
を
免
れ
な
い
場
合
（
強
い
附
合
）

　

例
、
客
土
に
よ
る
土
壌
改
良
、
壁
画

③
前
二
者
の
中
間
、
附
属
物
が
独
立
の
物
と
し
て
の
存
在
を
有
せ
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
従
っ
て
賃
借
人
は
所
有
権
を
有
し
な
い
が
、
分
離
は
困
難
で
は

な
い
場
合
（
弱
い
附
合
）

　

例
、
独
立
し
て
建
物
と
し
て
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
構
造
を
有
し
な
い
増
改
築
部
分

　

賃
借
人
の
収
去
権
は
、
附
合
の
反
面
と
し
て
、
②
と
③
に
つ
き
存
在
し
、
こ
れ
に
は
法
律
上
の
制
限
は
な
い
。

②
の
場
合
に
は
、
賃
借
人
に
利
益
が
な
い
か
ら
事
実
上
収
去
し
な
い
が
、
も
し
賃
借
人
が
過
分
の
費
用
を
投
じ
、
賃
借
物
を
毀
損
せ
ず

に
、
附
属
物
を
収
去
す
る
な
ら
ば
、
賃
貸
人
は
所
有
者
で
は
あ
る
が
収
去
を
禁
止
す
る
権
利
は
な
い
。

　

た
だ
、
収
去
義
務
に
つ
い
て
は
、
強
い
附
合
の
場
合
に
不
能
を
理
由
と
し
て
こ
れ
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

分
析

　

③
に
つ
き
後
藤
説
、
我
妻
説
と
同
じ
く
、
所
有
権
が
移
転
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
が
、
我
妻
説
と
同
様
に
二
四
二
条
但
書
の
説
明

に
問
題
が
残
ろ
う
。
分
類
の
限
界
付
け
に
つ
い
て
や
や
混
乱
が
あ
る
。

　

②
の
強
い
附
合
の
場
合
に
も
収
去
権
を
肯
定
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
賃
貸
人
は
そ
の
付
加
部
分
の
所
有
者
で
あ

（
156
）

（
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）
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り
な
が
ら
、
収
去
を
禁
止
す
る
権
利
は
な
い
と
す
る
が
、
一
般
的
に
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

す
な
わ
ち
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
法
で
は
（
ⅰ
）
部
屋
賃
借
人
のEinrichtung

の
収
去
の
請
求
に
対
し
て
（
ⅱ
）
賃
貸
人
側
は
買
取
の

抗
弁
を
な
す
こ
と
が
で
き
、（
ⅲ
）
こ
れ
に
対
し
て
賃
借
人
は
さ
ら
に
付
加
物
に
つ
い
て
の
「
正
当
な
利
益
」（
愛
好
利
益
を
含
む
）
の

存
在
を
立
証
し
て
再
抗
弁
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
法
の
処
理
は
賃
貸
借
終
了
時
に
お
け
る
付
加
物
の
処
理
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
で
の
買
取
の
交
渉
過
程
を
規
範

化
し
た
も
の
と
も
い
え
る
の
で
あ
り
、
物
の
一
体
性
の
維
持
に
関
す
る
客
観
的
功
利
性
（
す
な
わ
ち
附
合
の
物
理
的
・
機
能
的
観
点
か

ら
す
る
成
否
の
判
断
）
が
分
離
請
求
を
阻
止
す
る
抗
弁
と
な
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
客
観
的
功
利
性
に
優
先
す
る
、
分
離
請
求
者
の
主
観

的
功
利
性
が
立
証
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
分
離
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
法
で
も
、
収
去
の
主
張
に
対
し
て
、
賃
貸
人
か
ら
附
合
の
成
立
を
主
張
し
た
場
合
、
賃
借
人
は
収
去
に
つ
い
て
の
合
理
的
利
益

を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
形
で
収
去
権
の
成
立
範
囲
を
制
限
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

収
去
義
務
の
排
除
に
つ
い
て
は
、
不
能
を
理
由
と
す
る
。
し
か
し
、
強
い
附
合
の
定
義
自
体
が
そ
も
そ
も
収
去
義
務
の
否
定
を
含
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

総
じ
て
、
三
宅
説
は
収
去
権
、
収
去
義
務
を
償
還
請
求
か
ら
相
対
化
し
、
三
位
一
体
説
を
と
ら
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

（
七
）　

原
田
説

　

構
成
部
分
で
も
な
く
、
独
立
の
物
と
し
て
終
了
時
に
収
去
義
務
を
負
う
物
で
も
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
中
間
的
附
加
物
の

所
有
権
の
帰
属
の
問
題
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。

（
158
）

（
159
）

（
160
）

（
161
）

（
162
）
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（
1
）
賃
貸
人
に
帰
属
し
て
い
る
と
す
る
見
解
（
我
妻
、
石
外
、
三
宅
）

　

こ
れ
は
収
去
権
の
拡
張
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
。

（
2
）
少
な
く
と
も
本
質
的
構
成
部
分
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
物
（
非
同
体
的
構
成
部
分
、
二
四
二
条
本
文
で
の
附
合
は
成
立
せ

ず
）
は
契
約
終
了
時
ま
で
は
賃
借
人
に
所
有
権
が
留
保
さ
れ
て
お
り
、
終
了
時
に
お
い
て
は
じ
め
て
そ
の
処
遇
が
問
題
と
な
る
と
い

う
理
解
（
瀬
川
）

　

原
田
説
は
構
成
と
し
て
は
、
後
者
に
傾
く
が
、
最
終
的
に
は
こ
の
問
題
の
意
義
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
二
四
二
条
の
附
合
の
規
定

の
理
解
の
仕
方
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
論
じ
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
費
用
償
還
請
求
権
の
成
否
の

問
題
と
し
て
は
、
附
加
物
の
所
有
権
が
ど
ち
ら
に
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
─
ま
た
は
そ
の
帰
属
の
如
何
に
よ
り
償
還
請
求
の
可
否
を

決
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
─
は
実
益
の
乏
し
い
二
義
的
な
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
結
論
づ
け
る
。

分
析

　

従
来
の
中
間
的
附
加
物
の
処
理
に
つ
い
て
の
混
乱
を
指
摘
し
た
点
に
新
し
さ
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
の
「
中
間
的
付
加
物
」
と
は

弱
い
附
合
に
対
応
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
従
物
と
弱
い
附
合
の
中
間
に
さ
ら
に
分
類
枠
を
設
定
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
な
の
だ

ろ
う
か
。

　

大
勢
（
渡
辺
、
星
野
、
鈴
木
）
に
従
い
、（
1
）
帰
属
の
確
定
、（
2
）
帰
属
に
よ
る
処
理
の
決
定
を
そ
れ
ぞ
れ
二
義
的
問
題
と
す
る
。

し
か
し
、
瀬
川
説
は
（
1
）
の
問
題
の
意
義
を
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
163
）

（阪大法学）68（5-56）　972 〔2019. 1 〕



附合の基礎を考える﻿
　

結
論

　

債
権
的
合
意
が
存
在
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
附
合
法
が
い
か
に
異
な
っ
て
作
用
す
る
の
か
と
い
う
点
が
従
来
の
学
説
で

は
明
確
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、「
附
合
」
制
度
の
理
解
の
変
遷
、
物
の
結
合
の
分
類
に
際
し
て
用

い
ら
れ
る
用
語
の
意
味
の
不
明
確
さ
（
例
え
ば
、
弱
い
附
合
、
強
い
附
合
、
構
成
部
分
、
事
実
上
の
分
離
可
能
性
な
ど
の
相
互
関
連
性
、

限
界
づ
け
の
ず
れ
）、
概
念
構
成
か
ら
議
論
の
実
益
へ
の
解
釈
論
の
比
重
の
移
転
、
賃
借
人
保
護
の
た
め
の
収
去
義
務
制
限
と
い
う
政

策
的
判
断
の
介
在
、
な
ど
の
多
様
な
影
響
が
介
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
を

賃
借
人
保
護
と
い
う
実
践
的
要
請
に
比
し
て
、
実
益
の
乏
し
い
二
次
的
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
関
連
性
と
い
う
問
題
設
定

を
過
小
評
価
す
る
、
従
っ
て
そ
も
そ
も
か
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
言
及
し
な
い
と
い
う
方
向
が
支
配
的
と
思
わ
れ
る
。
契
約
関
係
の
あ

る
場
合
に
は
、
合
意
内
容
の
解
釈
と
し
て
大
部
分
が
解
決
可
能
で
あ
る
こ
と
も
作
用
し
て
い
よ
う
。

　

全
体
の
流
れ
と
し
て
は
、
付
加
物
の
所
有
権
帰
属
の
問
題
と
派
生
的
処
理
（
費
用
償
還
・
収
去
等
）
の
問
題
を
連
動
さ
せ
よ
う
と
す

る
立
場
が
徐
々
に
解
消
さ
れ
て
い
く
過
程
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
は
必
ず
し
も
理
論
的
不
明
確
さ
の
増
幅
と
い

う
点
か
ら
だ
け
で
は
評
価
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
所
有
権
帰
属
と
処
理
の
問
題
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
紛
争
処
理
の
基
準
と
し
て
硬
直
し

て
い
る
と
い
う
認
識
が
基
礎
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
最
近
で
は
、
結
合
の
程
度
を
い
わ
ゆ
る
中
間
的
結
合
度
の
付
加

物
に
つ
い
て
考
慮
す
る
学
説
も
現
れ
て
き
た
。

　

一
九
九
一
年
の
借
地
借
家
法
改
正
に
よ
っ
て
、
借
家
に
関
し
て
は
、
造
作
買
取
請
求
権
が
任
意
法
規
化
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
新

規
借
家
に
関
し
て
は
、
賃
借
人
が
付
加
す
る
物
は
、
民
法
の
費
用
償
還
規
定
と
同
様
に
、
特
約
に
よ
る
排
除
が
可
能
に
な
っ
た
。
本
章

で
考
察
し
た
問
題
は
、
こ
の
改
正
と
直
接
関
わ
る
問
題
で
は
な
い
が
、
ド
イ
ツ
の
諸
例
を
見
る
と
、
交
渉
に
ま
か
さ
れ
る
部
分
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
部
分
草
案
、
ま
た
はBGB 547a
条
二
項
［
現
五
五
二
条
］
はEinrichtung

の

（
164
）

（
165
）

（
166
）

（
166a
）
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買
取
を
規
定
す
る
が
、
そ
れ
は
賃
借
物
と
の
附
合
（
本
質
的
構
成
部
分
化
）
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
な
い
。

　

前
章
に
お
い
て
、
不
動
産
の
附
合
と
い
う
も
の
が
元
来
、
機
能
的
分
離
不
可
能
性
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
実
質
は
従
物
に

近
い
と
述
べ
た
が
、
賃
貸
借
に
お
け
る
所
有
権
帰
属
あ
る
い
は
附
合
の
成
否
に
言
及
し
な
い
状
況
は
事
態
を
正
当
に
把
握
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
附
合
規
定
の
契
約
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
補
充
規
定
性
が
一
層
明
か
と
な
っ
た
。
新
法
も
こ

の
意
味
か
ら
統
一
的
処
理
、
理
論
的
整
合
性
か
ら
も
す
っ
き
り
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
（
要
件
が
異
な
る
も
の
の
、
従
来
の
処
理
で
は

結
合
度
が
低
い
も
の
の
方
が
償
還
に
関
し
保
護
が
厚
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
）。

　

む
し
ろ
意
義
の
あ
る
区
別
は
強
い
附
合
と
物
と
一
体
と
な
り
吸
収
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
場
合
と
の
区
別
の
可
否
、
事
実
的
分
離
不
可

能
性
ま
た
は
識
別
不
可
能
性
な
ど
の
基
準
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
場
合
に
収
去
の
可
能
性
を
論
理
的
に
肯
定
す
る
か
否
か
と
い
う
立

場
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
私
は
権
原
者
に
よ
る
付
加
の
場
合
に
も
、
本
章
第
1
節
の
「
問
題
の
所
在
」
に
お
い
て
述
べ
た
第
一
の
考
え

方
を
支
持
し
た
い
と
考
え
る
。
当
事
者
の
事
前
又
は
事
後
の
合
意
あ
る
い
は
裁
判
官
の
付
合
の
成
否
に
関
す
る
裁
量
も
最
小
限
度
の
枠

が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
、
概
念
の
整
理
上
一
貫
性
を
保
ち
う
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
で
は
そ
の
枠
内
で
の
、
す
な
わ
ち
事
実
的
分
離

可
能
性
が
あ
る
場
合
の
、
当
事
者
の
交
渉
は
む
し
ろ
非
訟
的
性
格
を
帯
び
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
第
二
の
考
え
方
に
お
け
る

一
般
条
項
に
よ
る
枠
を
第
一
の
考
え
方
の
枠
と
等
し
い
と
理
解
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
対
立
自
体
が
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

か
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
附
合
の
成
否
に
際
し
て
も
、
分
離
費
用
の
点
よ
り
も
毀
損
の
程
度
に
、
収
去
可
能
性
の
存
否
の
重
点

を
置
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
分
離
費
用
は
、
収
去
し
よ
う
と
す
る
者
の
愛
好
価
値
（A

ffektionsinteresse

）
が
主
観
的
功

利
性
と
し
て
存
在
す
る
限
り
、
収
去
す
る
者
が
負
担
す
る
限
り
で
問
題
と
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
167
）

（
168
）

（
169
）

（
170
）
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第
3
章　

不
動
産
の
附
合
に
関
す
る
判
例
と
解
釈
提
案

第
1
節　

概　
　
　

説

Ⅰ　

序

　

附
合
制
度
は
大
き
く
分
け
て
不
動
産
の
附
合
（
民
法
二
四
二
条
）
と
動
産
の
附
合
（
民
法
二
四
三
条
、
二
四
四
条
）
に
分
か
れ
る
。

前
者
は
不
動
産
と
動
産
の
結
合
を
予
定
し
、
後
者
は
動
産
同
士
の
結
合
を
予
定
す
る
。
ま
た
、
所
有
権
の
取
得
の
節
に
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
附
合
客
体
が
異
な
る
所
有
者
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
を
一
応
前
提
と
す
る
（
こ
の
点
、
建
物
合
体
の
場
合
は
同
一
所
有

者
の
場
合
で
も
第
三
者
の
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
異
な
る
所
有
者
に
帰
属
す
る
場
合
と
類
似
し
た
状
況
と
な
る
）。

Ⅱ　

附
合
概
念
の
定
義

　

も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
必
ず
し
も
論
者
に
よ
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
正
確
に
は
、
前
記
の
よ
う
に
定
義
す
べ
き
で
あ
る
が
、
外
国

法
で
も
必
ず
し
も
厳
密
に
区
別
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
異
な
る
所
有
者
に
帰
属
し
て
い
る
場
合
を
狭
義
の

附
合
、
そ
の
点
を
問
わ
な
い
場
合
を
広
義
の
附
合
と
呼
び
、
通
常
は
前
者
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

　

し
か
し
、
民
法
施
行
後
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
第
一
に
、
不
動
産
と
不
動
産
の
結
合
（
建
物
同
士
の
い

わ
ゆ
る
合
棟
・
合
体
の
場
合
）
の
場
合
（
後
掲
【
50
】
が
原
建
物
に
設
定
さ
れ
て
い
た
抵
当
権
の
帰
趨
に
つ
き
、
旧
建
物
の
価
格
割
合

に
応
じ
た
持
分
の
上
に
存
続
す
る
と
し
て
実
体
法
次
元
で
の
解
決
を
し
た
）、
あ
る
い
は
不
動
産
（
ま
た
は
動
産
）
に
加
工
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
元
の
不
動
産
（
土
地
）
か
ら
独
立
し
た
不
動
産
（
建
物
）
が
成
立
す
る
場
合
（
後
掲
【
56
】
は
建
前
と
呼
ば
れ
る
未
完
成
の

建
物
（
動
産
）
が
さ
ら
に
加
工
さ
れ
て
完
成
し
不
動
産
に
転
じ
た
場
合
の
所
有
権
帰
属
の
基
準
を
提
示
し
た
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
場
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合
に
、
い
か
な
る
規
定
を
援
用
し
て
判
断
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
後
者
の
問
題
に
関
連
し
て
、
加
工
は
同
じ
く
添
附
制
度

の
一
つ
で
あ
り
、
動
産
加
工
者
の
加
工
行
為
に
よ
る
動
産
の
価
値
増
加
を
考
慮
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
附
合
と
は
別
個
の
制
度
で
あ
り
、

建
物
建
築
請
負
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
附
合
と
加
工
が
競
合
す
る
場
合
に
ど
う
判
断
す
べ
き
か
は
民
法
典
の
規
定
自
体
か
ら

は
明
ら
か
と
な
ら
な
い
。
以
上
の
点
で
、
民
法
典
の
規
定
は
不
完
全
で
あ
り
、
欠
缺
補
充
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
現
行
民
法
起
草
に
お
い
て
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
経
緯
か
ら
、
建
物
と
土
地
を
別
個
独
立
の
不
動
産
と
し
て
扱
う
こ
と
に

し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
、
建
物
と
土
地
と
の
関
係
は
相
互
に
独
立
し
た
不
動
産
と
し
て
、
附
合
の
関
係
に
は
立
た
な
い
も
の
と
理

解
さ
れ
て
い
る
が
、
梅
、
富
井
ら
起
草
者
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
附
合
を
肯
定
し
て
い
た
。
後
掲
【
2
】
が
無
権
原
者
に
よ
る
建
物
建

築
に
つ
き
、
土
地
と
の
附
合
を
肯
定
し
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
無
権
原
者
の
建
物
は
建
物
な
い
し
土
地
に
附
合
す

る
こ
と
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
狭
い
意
味
で
の
附
合
制
度
の
み
を
厳
格
に
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
問
題
の
関
連
性
を
見
失
わ
せ
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
必
要
な
か
ぎ
り
で
隣
接
問
題
領
域
に
比
較
の
対
象
と
し
て
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ⅲ 

事
案
類
型

　

紛
争
別
に
分
類
す
れ
ば
、
農
作
物
（
稲
苗
、
果
実
な
ど
）、
樹
木
、
機
械
、
建
物
増
改
築
が
あ
る
。
紛
争
の
時
代
的
分
布
と
し
て
は
、

農
作
物
は
ほ
ぼ
第
二
次
大
戦
前
の
も
の
で
あ
り
、
樹
木
は
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
判
例
上
に
は
現
れ
な
く
な
る
。

機
械
は
事
案
と
し
て
そ
も
そ
も
数
が
少
な
い
。
建
物
増
改
築
は
木
造
建
物
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物

に
対
象
が
移
行
し
た
。
賃
借
人
に
よ
る
増
築
建
物
の
元
の
建
物
と
の
関
係
が
争
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
、
機
能
的
一
体
性
を
強
調
す
る
基

準
は
従
物
法
理
と
の
関
係
を
問
題
と
さ
せ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
区
分
所
有
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
民
法
起
草
者
は
立
体
的
区
分
所
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有
に
つ
い
て
は
未
自
覚
で
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
、
所
有
権
と
利
用
権
が
入
れ
子
の
構
造
に
な
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

建
物
増
改
築
に
関
連
し
て
、
派
生
的
問
題
と
し
て
、
合
棟
・
合
体
の
問
題
や
前
述
し
た
加
工
法
理
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。
最
後
に
、

今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
問
題
と
し
て
、
環
境
法
関
連
で
原
状
回
復
義
務
が
課
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
実
現
可
能
性
が
、
本
来
の
附
合
法

理
か
ら
い
え
ば
、
取
引
観
念
で
判
断
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
環
境
保
護
と
い
う
基
準
が
前
面
化
し
よ
う
。
最
後
に
、
水
面
の
埋
立

の
場
合
（
土
地
と
土
砂
の
附
合
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

本
章
で
は
、
附
合
が
現
れ
る
事
件
の
種
類
を
、
限
定
し
て
い
な
い
が
、
附
合
の
持
つ
意
味
が
一
般
の
場
合
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、

刑
事
、
租
税
、
公
法
関
係
の
事
件
を
検
討
の
対
象
か
ら
慎
重
に
除
外
す
る
立
場
も
あ
る
。
確
か
に
そ
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
他
方

で
は
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
属
す
る
判
決
群
は
そ
も
そ
も
多
く
は
な
い
附
合
判
例
に
貴
重
な
素
材
を
提
供
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
く
、

本
章
で
は
、
指
摘
さ
れ
た
限
界
（
こ
の
問
題
は
特
に
最
後
の
埋
立
判
例
に
妥
当
す
る
）
を
考
慮
し
つ
つ
、
検
討
対
象
に
取
り
込
む
こ
と

と
し
た
。

Ⅳ 

判
例
の
展
開
概
観

　

判
例
の
展
開
全
体
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
、
他
の
分
野
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
前
述
の
各
事
案
類
型
相
互
の
影
響
、
他
の
制
度

（
抵
当
権
の
範
囲
を
定
め
る
付
加
一
体
物
、
請
負
契
約
に
お
け
る
所
有
権
帰
属
な
ど
）・
諸
観
念
の
影
響
が
各
時
代
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
作
用
を
し
て
お
り
、
ま
た
各
時
代
の
法
学
レ
ベ
ル
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
特
に
初
期
の
判
例
は
、
全
体
と
し
て
概
念
的

整
理
が
な
お
稚
拙
で
あ
り
、
判
例
の
価
値
と
し
て
は
、
評
価
に
迷
う
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。（
附
合
の
関
連
領
域
も
含
め
）
そ
れ

ぞ
れ
の
領
域
で
の
基
本
的
判
断
ル
ー
ル
が
い
つ
頃
成
立
し
た
か
、
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
は
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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Ⅴ 

基
本
的
諸
問
題

　

附
合
法
理
は
、
問
題
と
し
て
は
二
四
二
条
但
書
に
該
当
す
る
場
合
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
一
物
一
権
主
義
に
一
見
反
す
る
よ

う
に
見
え
る
た
め
、
そ
の
正
当
化
が
種
々
試
み
ら
れ
て
い
る
。
一
筆
の
土
地
の
一
部
、
立
木
、
未
分
離
果
実
、
区
分
建
物
は
そ
の
よ
う

な
意
味
で
の
共
通
性
と
異
質
性
を
有
す
る
。

　

ま
た
、
部
分
物
を
め
ぐ
る
取
引
紛
争
に
つ
き
、
不
動
産
法
理
と
動
産
法
理
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
か
、
一
般
の
対
抗
問

題
が
、
部
分
物
の
取
引
対
象
と
し
て
の
独
立
化
法
理
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
、
最
終
的
な
規
定
的
基
準
で
あ
る
契
約
あ
る
い
は
債
権
法

理
と
ど
う
関
連
づ
け
る
か
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
最
終
的
に
は
、
附
合
制
度
の
趣
旨
を
当
事
者
関
係
の
所
有
権
の
帰
属
問
題
（
債
権
的
合
意
が
反
映
さ
れ
た
物
権
法

理
）
に
限
定
す
る
か
、
第
三
者
と
の
紛
争
解
決
（
公
示
・
公
信
制
度
に
よ
る
修
正
）
を
も
取
り
込
む
か
の
争
い
に
関
連
し
て
く
る
。

　

最
後
に
、
制
度
趣
旨
理
解
と
密
接
に
関
連
す
る
が
、
附
合
制
度
の
強
行
性
の
程
度
・
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
の
問
題
が
あ

る
。
こ
の
点
は
附
合
の
成
否
と
附
合
物
の
帰
属
に
分
け
ら
れ
、
通
説
は
成
否
を
強
行
法
、
帰
属
を
任
意
法
と
理
解
す
る
が
、
両
者
を
任

意
法
と
考
え
る
学
説
も
あ
る
。

第
2
節　

民
法
二
四
二
条
の
解
釈

Ⅰ 

要　
　
　

件

　

日
本
民
法
二
四
二
条
は
不
動
産
の
附
合
の
成
立
要
件
を
規
定
す
る
唯
一
の
条
文
で
あ
る
。
事
案
類
型
に
対
す
る
判
例
の
態
度
は
、
最

上
級
審
判
決
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
各
類
型
に
限
定
し
て
も
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
成
立
時
期
や
内
容
に
つ
き
確
定
で
き
る
も
の
は
多

く
な
い
。
た
だ
少
な
く
と
も
言
え
る
こ
と
は
、
物
同
士
の
結
合
と
い
う
要
件
に
も
と
づ
く
、
動
産
所
有
権
の
不
動
産
所
有
権
へ
の
吸
収
、

（
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換
言
す
れ
ば
、
合
意
を
介
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
の
、
一
種
の
法
定
所
有
権
取
得
原
因
制
度
の
理
解
と
し
て
、
そ
の
成
立
と
、
収
去
権

否
定
、
償
金
請
求
権
成
立
と
を
連
動
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
説
（
原
則
）
が
通
奏
低
音
と
し
て
支
配
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
こ
こ
こ
に
、
紛
争
当
事
者
の
利
益
状
況
を
汲
み
上
げ
よ
う
と
す
る
た
め
の
努
力
が
見
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
制
度
趣
旨
に
遡
っ
た

上
で
の
上
記
原
則
の
修
正
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
附
合
の
成
否
判
断
に
お
い
て
、
当
事
者
の
合

意
等
の
、
物
理
的
結
合
以
外
の
要
素
を
考
慮
す
る
判
決
群
（
善
意
転
借
人
を
保
護
す
る
【
4
】
の
第
二
審
、
合
意
の
余
後
効
に
関
す
る

【
11
】、
下
請
負
関
係
理
解
に
関
す
る
【
60
】
の
可
部
補
足
意
見
な
ど
）、（
三
位
一
体
説
を
前
提
と
し
て
で
は
あ
る
が
）
仮
に
附
合
を

認
め
た
場
合
の
不
都
合
か
ら
附
合
の
否
定
を
導
き
出
す
（
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
論
理
を
た
ど
っ
て
附
合
を
肯
定
す
る
）
判
決
（
埋
立
に

関
す
る
判
決
、
無
権
原
建
築
の
【
2
】）
な
ど
が
目
に
付
く
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
、
個
々
の
紛
争
類
型
に
依
存
し
た
散
在
的
な
も
の
で

あ
り
、
残
念
な
が
ら
、
最
上
級
審
に
至
る
ま
で
結
晶
化
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
結
晶
化
さ
れ
た
わ
ず
か
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
立
木
売

買
に
お
け
る
独
立
化
の
法
理
（【
13
】【
16
】）、
建
物
増
改
築
に
お
け
る
区
分
所
有
権
の
成
立
基
準
（【
25
】）
な
ど
が
あ
る
。

Ⅱ 

但
書
の
問
題

　

我
が
民
法
の
構
成
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、 

二
四
二
条
但
書
が
、
権
原
に
も
と
づ
く
附
属
の
場
合
に
附
合
の
例
外
す
な
わ
ち
動
産
所

有
権
の
留
保
を
一
般
的
な
形
で
認
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
条
文
を
形
式
的
に
理
解
す
れ
ば
、
不
動
産
所
有
者
以
外
の
者

が
権
原
に
よ
り
附
属
さ
せ
た
場
合
は
、
本
来
本
文
に
よ
り
附
合
が
成
立
す
る
場
合
で
も
、
合
体
後
も
所
有
権
が
留
保
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
を
第
三
者
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
外
形
は
同
じ
で
も
附
着
者
の
権
原
の
有
無
で
、
所
有
権
の
所
在
が
一
部
異
な
る
こ
と
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
民
法
は
一
物
二
所
有
権
を
こ
の
場
合
に
認
め
て
い
る
と
も
解
せ
る
が
、
起
草
者
の
意
図
に
従
え
ば
、
か
よ
う
な
場
合

は
、
二
物
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
権
が
対
応
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
附
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合
制
度
は
何
ら
か
の
補
充
的
構
成
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、
取
引
安
全
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

Ⅲ
「
権
原
」
の
内
容

　

な
お
、
但
書
に
い
う
「
権
原
」
は
、
当
該
不
動
産
の
利
用
関
係
の
趣
旨
に
依
存
す
る
。
土
地
利
用
権
で
あ
れ
ば
、
耕
作
あ
る
い
は
植

栽
の
権
利
の
範
囲
・
内
容
・
存
続
期
間
等
で
限
定
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
ぎ
り
で
は
附
合
の
有
無
・
態
様
を
問
う
こ

と
は
意
味
が
な
い
。
も
し
必
要
だ
と
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
地
中
や
地
上
に
あ
っ
て
そ
の
価
値
を
生
産
過
程
に
お
い
て
形
成
途
上

の
商
品
で
あ
る
特
性
を
考
慮
し
た
法
技
術
的
操
作
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
物
賃
借
権
で
は
増
築
・
改
築
が
土
地
利
用
権
の
確
保
の

明
示
ま
た
は
黙
示
の
合
意
を
伴
わ
な
け
れ
ば
独
立
し
た
所
有
権
を
認
め
る
意
味
が
な
い
。
請
負
で
あ
れ
ば
、
工
事
完
成
ま
で
の
趣
旨
で

利
用
権
原
を
想
定
し
、
そ
の
限
り
で
所
有
権
留
保
を
考
え
得
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
注
文
者
保
護
と
請
負
人
保
護
の
兼
ね
合
い
に
お

い
て
、
多
様
な
考
慮
要
素
が
合
意
以
外
に
も
混
入
し
う
る
。

Ⅳ 

制
度
理
解
に
基
く
設
計

　

大
筋
を
述
べ
れ
ば
、
附
合
法
は
不
動
産
所
有
者
と
動
産
所
有
者
と
の
間
の
紛
争
を
規
律
す
る
規
範
と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
分

離
請
求
の
可
否
判
断
は
、
紛
争
当
事
者
（
必
ず
し
も
附
着
者
と
は
限
ら
な
い
）
の
お
の
お
の
が
分
離
に
よ
り
受
け
る
利
益
・
不
利
益

（
分
離
に
伴
う
費
用
（
民
法
二
四
三
条
後
段
参
照
）
も
含
む
）
の
衡
量
に
帰
着
す
る
が
、
一
般
的
要
件
を
定
立
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
の
引
渡
請
求
に
お
い
て
、
ビ
ル
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
そ
れ
ぞ
れ
の
分
離
に
よ
り
こ
う
む
る
不
利
益
を
検
討

し
た
【
21
】
が
実
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
）。
こ
の
定
式
化
か
ら
は
、
附
合
制
度
を
通
説
の
よ
う
に
社
会
経
済
的
価
値
の
保
存
と
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
せ
い
ぜ
い
シ
カ
ー
ネ
的
あ
る
い
は
経
済
非
合
理
的
行
為
を
封
ず
る
大
枠
と
い
う
意
味
し
か
与
え
え
な
い
。
ま
た
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前
述
の
よ
う
に
、
第
三
者
が
紛
争
当
事
者
と
し
て
加
わ
る
場
合
、
例
え
ば
、
権
原
あ
る
附
属
に
よ
り
一
部
が
所
有
権
留
保
さ
れ
て
い
る

の
を
知
ら
ず
、
全
体
を
譲
り
受
け
た
第
三
者
と
留
保
所
有
者
と
の
争
い
に
お
い
て
は
、
附
着

0

0

当
事
者
に
お
け
る
規
律
（
こ
こ
で
は
主
観

的
合
理
性
を
含
む
債
権
的
合
意
が
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
物
権
的
規
律
に
反
映
さ
れ
る
）
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
効
果
が
当
該
紛
争

0

0

0

0

当
事

者
に
お
い
て
も
基
準
た
り
得
る
か
、
修
正
が
必
要
か
（
こ
こ
で
は
公
示
・
公
信
制
度
、
客
観
的
合
理
性
が
基
準
と
な
る
が
、
交
渉
に
よ

る
事
後
的
合
意
が
全
く
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
）
を
そ
の
都
度
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
広
い
意
味
で
の
公
信
原

則
・
公
示
原
則
が
活
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
附
合
法
に
外
在
的
な
も
の
と
い
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
付
言
す
れ
ば
、

第
三
者
と
の
紛
争
解
決
基
準
を
附
合
法
に
取
り
込
む
見
地
か
ら
は
権
原
の
公
示
な
い
し
そ
の
制
約
と
し
て
の
背
信
的
悪
意
者
論
が
問
題

と
な
り
、
そ
の
解
決
を
附
合
法
に
取
り
込
ま
な
い
見
地
か
ら
は
94
条
2
項
類
推
適
用
等
の
公
信
制
度
に
直
接
依
拠
す
る
こ
と
と
な
り
、

訴
訟
上
で
の
立
証
負
担
が
異
な
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
独
立
動
産
の
取
引
保
護
を
図
る
善
意
取
得
制
度
と
の
連
続
性
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
附
合
法
の
任
意
法
規
性
・
強
行
法
規
性
は
当
事
者
関
係
と
第
三
者
関
係
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
並
存
す

る
が
そ
の
比
重
は
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

Ⅴ 

機　

能

　

所
有
権
留
保
な
い
し
権
原
の
公
示
方
法
・
程
度
は
、
紛
争
目
的
物
の
種
類
（
農
作
物
、
立
木
、
機
械
、
増
改
築
部
分
）
に
応
じ
て
異

な
る
。
第
三
者
は
二
四
二
条
本
文
の
要
件
・
効
果
を
備
え
る
関
係
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
の
有
効
な
所
有
権
取
得
を
信
頼
し
て
取
引
す

る
わ
け
だ
か
ら
、
例
外
的
に
部
分
物
を
独
立
化
さ
せ
か
つ
そ
の
所
有
権
留
保
を
な
す
場
合
に
は
そ
れ
を
周
知
さ
せ
る
に
足
る
行
為
が
留

保
者
側
に
必
要
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
部
分
物
に
対
す
る
公
示
が
直
接
で
き
な
い
も
の
は
、
利
用
権
原
の
公
示
が
代
替
す
る
も

（
180
）

（
181
）

（阪大法学）68（5-65）　981 〔2019. 1 〕



論　　　説

の
と
な
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
所
有
権
留
保
の
存
在
に
対
す
る
間
接
的
公
示
・
警
告
の
機
能
で
あ
る
。
逆
に
、
本
来
独
立
物
で
あ
る
も

の
を
集
合
的
に
一
括
す
る
法
技
術
と
し
て
、
不
動
産
登
記
手
続
上
の
制
度
で
あ
る
附
属
建
物
登
記
（
不
登
二
条
二
十
三
号
）
が
当
該
記

載
を
申
請
し
た
所
有
権
者
の
意
思
を
媒
介
と
し
て
、
集
団
的
存
在
の
公
示
の
簡
易
実
現
方
法
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。

Ⅵ 

帰
責
事
由
考
慮
の
可
否

　

ま
た
二
四
二
条
但
書
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
不
動
産
の
附
合
は
、
動
産
の
附
合
と
異
な
り
、
物
理
的
結
合
以
外
の
要
素
を
そ
の
成
否

の
判
断
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
（
動
産
で
も
二
四
三
条
後
段
は
経
済
的
合
理
性
を
考
慮
し
て
い
る
）、
ま
た
、
多
様
な
対
象
を
扱
う

た
め
に
も
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
他
方
で
は
、
当
事
者
あ
る
い
は
第
三
者
の
帰
責
事
由
を
こ
の
要
素
に
取
り
込
む
べ
き
か
は
難
問

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
不
法
行
為
や
物
権
的
請
求
権
を
介
し
て
、
収
去
権
（
あ
る
い
は
妨
害
排
除
請
求
権
）
の
成
否
、 （
償
金
額
の
程

度
（
押
し
つ
け
ら
れ
た
利
得
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
）
の
判
断
な
ど
に
お
い
て
、
ま
ず
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
仮
に
取
り
込
ん
だ
場
合
に
は
附
合
の
成
否
の
判
断
過
程
は
か
な
り
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
（
例
え
ば
、
全
体
の
譲
受
人
に
と
っ
て
は
外
在
的
な
、
不
動
産
所
有
者
（
＝
全
体
の
譲
渡
人
）
と
動
産
所
有
者
の
間
の
事
情
が
、
公

示
・
公
信
の
原
則
に
よ
り
修
正
が
さ
ら
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
認
め
る
に
せ
よ
、
附
合
の
成
否
に
影
響
を
与
え
う
る
）。
し
か
し
、
他

方
で
は
、
当
事
者
が
必
ず
し
も
適
切
な
別
個
の
法
的
構
成
を
組
み
合
わ
せ
て
主
張
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
附
合
の
主
張
に
対
し
て

結
合
に
至
る
種
々
の
経
緯
が
抗
弁
と
し
て
主
張
さ
れ
る
場
合
に
は
最
終
的
に
附
合
の
成
否
判
断
に
そ
の
経
緯
が
取
り
込
ま
れ
て
考
慮
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
論
が
あ
り
得
る
。
結
局
は
、
附
合
制
度
の
訴
訟
物
理
解
に
も
依
存
す
る
問
題
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
結
論
を
留
保
し
た
い
。
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Ⅶ 

一
物
一
権
主
義
と
の
関
連

　

な
お
、
取
引
安
全
説
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
一
物
一
権
主
義
と
の
関
連
が
附
合
制
度
の
趣
旨
・
根
拠
と
し
て
強
調
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
が
、
確
か
に
沿
革
上
は
そ
う
い
え
る
側
面
は
否
定
し
が
た
い
が
、
部
分
物
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
き
、
い
か
な
る
法
理
を
援
用
し
て
解

決
す
べ
き
か
を
考
え
る
と
き
に
阻
害
的
な
ド
グ
マ
と
し
て
作
用
し
う
る
。
現
行
民
法
起
草
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、
附
合
に
は
一
物
と
見

ら
れ
る
場
合
と
二
物
と
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
し
か
も
紛
争
の
大
半
は
後
者
の
場
合
に
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
主
義
が
内
包

す
る
取
引
安
全
は
、
過
小
評
価
し
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
が
、
前
述
の
（
例
え
ば
、
動
産
所
有
権
の
主
張
→
附
合
成
立
の
主
張
→
但
書
の

権
原
の
存
在
→
公
示
欠
缺
→
背
信
的
悪
意
者
な
ど
の
よ
う
に
展
開
し
う
る
）
立
証
活
動
に
お
け
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
形
成
す
る
限
度

で
確
保
し
う
る
に
と
ど
ま
る
。
附
合
法
規
定
に
は
合
理
性
は
な
く
、
第
三
者
に
対
す
る
事
実
上
の
公
示
機
能
し
か
果
た
さ
な
い
と
す
る

説
は
、
そ
の
意
味
で
ま
さ
に
正
鵠
を
射
て
い
る
。
む
し
ろ
、
留
保
者
と
譲
受
人
と
の
利
益
対
立
を
い
か
に
調
整
す
る
か
の
法
理
構
築
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
弁
論
主
義
の
制
約
の
下
に
当
事
者
の
し
ば
し
ば
便
宜
的
な
附
合
の
主
張
に
答
え
ざ
る
を
え
な
い
裁
判
実
務
を

考
慮
し
、
そ
れ
と
実
質
的
な
議
論
と
の
結
び
つ
き
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

関
連
判
例
リ
ス
ト

【
2
】
東
高
判
昭
61
・
12
・
24
判
時
一
二
二
四
─
一
九

【
4
】
大
判
大
10
・
4
・
4
民
録
二
七
─
六
一
六

【
11
】
大
判
昭
6
・
2
・
26
新
聞
三
二
四
四
─
八

【
13
】
最
判
昭
34
・
8
・
7
民
集
一
三
─
一
〇
─
一
二
二
三

【
16
】
最
判
昭
35
・
3
・
1
民
集
一
四
─
三
─
三
〇
七

（
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【
21
】
熊
本
地
判
昭
54
・
8
・
7
下
民
集
三
〇
─
五
～
八
─
三
六
七

【
25
】
最
判
昭
28
・
1
・
23
民
集
七
─
一
─
七
八

【
50
】
最
判
平
6
・
1
・
25
民
集
四
八
─
一
─
一
八

【
56
】
最
判
昭
54
・
1
・
25
民
集
三
三
─
一
─
二
六

【
60
】
最
判
平
5
・
10
・
19
民
集
四
七
─
八
─
五
〇
六
一

各
章
は
、
以
下
に
示
す
、
既
公
表
の
論
文
等
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。【
第
1
章
】｢

物
の
結
合
体
に
つ
い
て
の
規
律
と
そ
の
分
類
基

準｣

（
一
）（
二
）
民
商
法
雑
誌
一
〇
四
巻
二
号
、
一
〇
四
巻
三
号
（1991

）（
以
下
で
は
「
結
合
体
」
で
引
用
）、【
第
2
章
】｢

権
原
者
に
よ
っ
て

付
加
さ
れ
た
物
の
法
的
処
理
に
つ
い
て｣

奥
田
還
暦
上
巻
（1993

）（
以
下
で
は
「
権
原
者
」
で
引
用
）、【
第
3
章
】
阪
大
法
学
五
二
巻
五
号

（2003

）
→
『
不
動
産
附
合
の
判
例
総
合
解
説
』（2009

）（
以
下
で
は
「
解
説
」
で
引
用
）
の
序
章
と
終
章
。

鈴
木
禄
弥
『
物
権
法
講
義
三
訂
版
』（1985

）
二
三
頁
、
幾
代
通
『
民
法
総
則
第
二
版
』（1984

）
一
六
五
頁
、
四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
第
四

版
』（1986

）
一
二
九
頁
な
ど
。

新
田
敏
「
附
合
」
二
〇
、
二
四
頁
（『
民
法
講
座
』
第
三
巻
（1984

）
所
収
）。
な
お
、
権
原
者
に
よ
る
播
種
の
場
合
に
は
、
瀬
川
説
（
後

掲
・
研
究
三
二
七
頁
）
が
提
案
す
る
よ
う
に
、
か
つ
ド
イ
ツ
法
が
普
通
法
以
来
の
伝
統
を
受
け
て
成
文
化
（
ド
民
九
五
四
条
）
し
た
よ
う
に
、
利

用
権
者
の
果
実
収
取
権
の
問
題
と
し
て
解
決
す
る
の
が
最
も
簡
明
で
あ
ろ
う
。

梅
、
富
井
ら
は
、
そ
の
体
系
書
に
お
い
て
、
不
動
産
の
附
合
の
説
明
中
で
、
動
産
の
附
合
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
結
合
の
結
果
、
二
物
を
形

成
す
る
場
合
と
一
物
を
形
成
す
る
場
合
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
富
井
は
、
一
物
を
形
成
す
る
場
合
と
し
て
、
家
屋
の
造
作
と
し
て
の

木
材
、
二
物
を
形
成
す
る
場
合
と
し
て
、
土
地
の
定
着
物
を
挙
げ
て
い
る
（『
民
法
原
論
第
二
巻
』（
大
正
一
二
年
合
冊
版
復
刻
）（1923

）
一
四

三
頁
）。
ま
た
梅
は
、「
本
条
に
於
い
て
は
概
し
て
之
を
二
物
と
し
て
観
察
せ
り
。
例
え
ば
土
地
に
建
築
し
た
る
家
屋
、
之
に
栽
植
し
た
る
草
木
が

如
し
。
然
り
と
雖
も
場
合
に
因
り
て
は
到
底
二
物
と
し
て
之
を
見
る
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
あ
り
。
例
え
ば
木
材
を
家
屋
の
一
部
に
使
用
し
た
る
が

如
き
又
は
壁
土
若
く
は
漆
喰
を
建
物
、
塗
池
其
他
の
工
作
物
に
使
用
し
た
る
が
如
き
」（
梅
謙
次
郎
『
訂
正
増
補
民
法
要
義
巻
之
二
物
権
編
』（
明

（
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治
四
四
年
版
復
刻
）（1911

）
一
七
三
頁
）
と
述
べ
る
。
な
お
、
星
野
英
一
『
民
事
判
例
研
究
第
二
巻
1
』（1971

）
一
三
六
頁
注
一
参
照
。

瀬
川
信
久
『
不
動
産
附
合
法
の
研
究
』（1981

）
第
一
章
第
一
節
（
七
─
三
三
頁
）
の
分
類
枠
組
み
を
参
照
し
た
。
な
お
瀬
川
説
自
体
に
つ

い
て
は
、
同
書
三
二
二
─
三
四
四
頁
、LA

W
 SCH

O
O
L N
o. 22

「
民
法
を
語
る
⑥
・
不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
」（1980

・
七
月
）
六
六
頁
以

下
参
照
。

末
弘
厳
太
郎
「
不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
」
法
協
五
〇
巻
一
一
号
（1932

）
二
六
頁
以
下
。
こ
の
説
の
よ
う
な
発
想
が
そ
れ
以
前
皆
無
で
な

か
っ
た
こ
と
は
、
瀬
川
・
研
究
一
三
頁
注
一
参
照
（
取
引
観
念
説
へ
の
過
渡
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
中
島
玉
吉
（
後
掲
後
藤
論
文
二
五

八
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
）、
川
名
兼
四
郎
、
石
田
文
次
郎
を
引
用
す
る
）。
末
弘
自
身
、
二
七
頁
に
お
い
て
、
石
田
文
次
郎
『
物
権
法
』（
そ

の
ほ
か
に
は
末
川
博
の
判
例
批
評
も
）
を
引
用
し
て
、
物
理
的
標
準
の
外
に
な
お
「
取
引
上
独
立
性
を
失
う
」
か
ど
う
か
を
標
準
と
す
る
注
目
す

べ
き
説
と
し
、
自
分
は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、「
物
理
的
標
準
を
全
然
排
斥
し
専
ら
『
附
合
物
が
取
引
上
其
独
立
性
を
失
う
』
や
否
や
の
社
会

的
標
準
に
の
み
よ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
言
う
疑
い
を
抱
い
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
大
判
昭
五
（1930

）・
一
二
・
一
八
（
民
録
九
─
一
一
四
七
）
は
、
三
七
〇
条
に
お
け
る
「
附
加
物
」
と
従
物
の
区
別
の
基
準
と
し
て
、

す
で
に
、
建
物
よ
り
容
易
に
分
離
し
う
る
か
否
か
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
建
物
取
引
上
の
効
用
に
照
ら
し
判
断
す
べ
き
と
し
て
、
雨
戸
あ
る
い
は

建
物
入
り
口
の
戸
扉
そ
の
他
建
物
の
内
外
を
遮
断
す
る
建
具
類
は
建
物
の
一
部
を
構
成
す
る
物
と
し
て
、
単
に
従
物
と
判
断
し
た
原
審
判
決
を
破

棄
差
戻
し
た
。
こ
れ
は
、
上
告
理
由
が
「
一
般
取
引
の
観
念
上
」
家
屋
と
一
体
を
な
し
た
か
ど
う
か
で
判
断
せ
よ
と
し
た
考
え
を
受
け
入
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
物
理
的
基
準
の
み
に
よ
る
と
、
床
板
が
釘
付
け
さ
れ
て
い
る
か
、
単
に
は
め
込
ん
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
一
方
は
不
動

産
、
他
方
は
動
産
と
判
断
さ
れ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

末
弘
説
以
前
に
、
法
廷
上
で
か
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

末
弘
・
前
掲
論
文
三
二
頁
。
た
だ
、
こ
の
点
は
、
取
引
上
の
独
立
性
を
失
わ
な
い
限
り
、
毀
損
も
し
く
は
過
分
の
費
用
が
か
か
っ
て
も
、
収

去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
社
会
経
済
上
お
も
し
ろ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
（
後
藤
清
「
末
弘
博
士
の
論
文
『
不
動
産
の
附
合
に
つ

い
て
』
を
読
む
」
法
学
論
叢
二
九
巻
二
号
（1933

）
二
五
九
頁
上
段
）
を
招
い
た
。
さ
ら
に
、
解
釈
論
と
し
て
、
た
と
え
物
理
的
接
合
の
程
度
が

緩
く
て
も
、
取
引
上
独
立
性
を
失
っ
た
物
に
つ
い
て
、
附
合
の
規
定
が
適
用
あ
り
と
し
て
、
物
理
的
基
準
と
取
引
上
の
独
立
性
基
準
を
両
立
し
う

る
も
の
と
し
た
（
同
論
文
二
六
二
頁
下
段
）。
す
な
わ
ち
、
後
藤
に
よ
れ
ば
、
物
理
的
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
で
も
、
社
会
的
標
準
で
附
合
す

る
場
合
が
あ
り
う
る
。
物
理
的
基
凖
を
満
た
せ
ば
、
当
然
附
合
す
る
と
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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末
弘
説
を
全
体
と
し
て
評
価
す
れ
ば
、
物
理
的
基
準
を
全
く
無
視
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
や
や
誤
解
を
招
き
や
す
い
表
現
が
あ
っ
た
。

注
（
6
）
で
引
用
し
た
よ
う
に
、「
物
理
的
標
準
を
全
然
排
斥
し
専
ら
『
附
合
物
が
取
引
上
其
独
立
性
を
失
う
』
や
否
や
の
社
会
的
標
準
に
の
み

よ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
言
う
疑
い
を
抱
い
て
い
る
」
と
い
う
表
現
参
照
。
後
藤
は
こ
の
く
だ
り
を
引
用
し
て
、
末
弘
説
を
物
理
的
標
準
を

無
視
す
る
説
と
理
解
す
る
（
二
五
八
頁
）。
し
か
し
末
弘
・
三
二
頁
以
下
で
展
開
さ
れ
る
解
釈
論
は
、
こ
の
冒
頭
の
い
わ
ば
新
説
の
宣
言
文
と
異

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
通
常
新
し
い
説
を
唱
え
る
際
に
み
ら
れ
る
、
従
来
の
説
と
の
相
違
点
の
論
者
自
身
に
よ
る
過
度
の
強
調
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
後
藤
に
よ
る
批
判
も
か
み
合
っ
て
い
な
い
。

以
上
、
末
弘
・
前
掲
論
文
三
三
─
三
四
頁
。

「
経
済
上
」
と
い
う
表
現
は
、
必
ず
し
も
物
と
し
て
の
帰
属
を
示
唆
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
応
そ
う
解
さ
れ
て
き
て
い
る
。

同
三
七
頁
。

こ
れ
ら
の
規
定
で
収
去
権
の
目
的
物
と
な
る
物
は
、
接
合
に
か
か
わ
ら
ず
権
原
の
性
質
上
終
始
地
上
権
者
等
の
所
有
に
と
ど
ま
る
物
と
解
す

る
を
適
当
と
す
る
物
に
限
る
。
同
三
九
頁
。

附
着
が
原
所
有
者
の
不
法
行
為
と
な
る
場
合
に
は
、
償
還
義
務
と
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
を
相
殺
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事

者
の
利
害
を
調
整
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
同
四
〇
頁
。
こ
れ
は
、
現
在
で
は
利
益
の
押
し
つ
け
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
民
法
の
起
草
者
達
は
無
権
原
者
に
よ
る
建
物
建
築
は
、
土
地
に
附
合
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
瀬
川
・
研
究
一
〇
頁
以
下
。

同
三
八
頁
に
お
い
て
、「
結
合
の
程
度
の
強
い
場
合
に
不
動
産
所
有
者
が
所
有
権
を
取
得
す
る
の
は
、
不
動
産
の
不
可
分
的
一
部
と
な
る
当

然
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
、
二
四
二
条
の
適
用
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
は
な
い
と
し
、
二
四
二
条
の
適
用
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
」
見
解
を
批
判

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
言
い
替
え
れ
ば
、
後
述
す
る
「
単
一
物
を
附
合
の
概
念
か
ら
排
除
し
、
合
成
物
の
み
を
附
合
と
考
え
る
発
想
」
と
類
似
す

る
。

同
四
〇
頁
。
瀬
川
・
研
究
一
九
頁
は
こ
れ
を
附
合
→
収
去
権
な
し
＝
収
去
義
務
な
し
＝
補
償
請
求
権
あ
り
、
と
い
う
三
位
一
体
論
と
称
す
る
。

川
島
武
宜
『
所
有
権
法
の
理
論
』（1949

）
一
七
七
頁
。

「
商
品
と
し
て
の
所
有
権
は
、
客
体
の
交
換
価
値
に
対
す
る
独
占
的
排
他
的
な
支
配
を
、
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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そ
の
客
体
の
範
囲
は
、
常
に
客
観
的
に
明
確
で
あ
る
こ
と
、
且
つ
常
に
た
だ
一
つ
で
あ
る
こ
と
、
を
必
要
と
す
る
。
物
の
部
分
に
対
す
る
独
立
の

所
有
権
の
存
在
は
、
そ
の
物
の
有
体
的
存
在
全
部
を
包
括
す
る
所
有
権
の
存
在
と
矛
盾
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
に
な
る
。
け
だ
し
、
物
の
部
分
に
対

す
る
所
有
権
を
認
め
る
と
、
も
は
や
所
有
権
の
範
囲
は
外
部
的
に
認
識
確
定
し
得
ら
れ
な
く
な
り
、
取
引
安
全
の
障
害
を
結
果
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
と
え
ば
あ
る
物
を
買
う
者
は
、
外
部
的
に
認
識
し
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
・
そ
の
物
の
有
体
的
存
在
全
部
に
対
す
る
所
有
権
を
取
得
し
得
る
と
は

か
ぎ
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
、
常
に
、
売
主
の
所
有
権
が
客
体
の
全
部
に
わ
た
る
か
ど
う
か
、
第
三
者
が
そ
の
部
分
に
対
し
所
有
権
を
有
す
る
か
ど
う

か
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
、
取
引
の
安
全
は
、
は
な
は
だ
し
く
障
害
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。」（
川
島
・
理
論
一
七
八

─
一
七
九
頁
）

正
確
に
は
、
都
市
の
景
観
保
護
（
都
市
が
醜
く
さ
れ
な
い
よ
う
に
）
と
い
う
意
味
と
、
十
二
表
法
で
の
建
物
取
毀
の
直
接
的
禁
止
に
由
来
す

る
。vgl. Pernice, Labeo, Band 2, A

bteilung 1, 2. A
uflage.  (1895) S. 381ff.

高
島
平
蔵
「
附
合
制
度
の
機
能
に
つ
い
て
」
民
事
研
修
一
八
六
号
（1972

）
二
頁
以
下
が
説
得
的
に
展
開
す
る
。

こ
の
段
落
に
つ
き
、
高
島
・
前
掲
論
文
四
─
六
頁
に
よ
る
。

広
中
俊
雄
『
物
権
法
』（
第
二
版
増
補
）（1987

）
四
〇
五
頁
。

瀬
川
・
研
究
三
二
九
頁
。

高
島
・
前
掲
論
文
二
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
考
え
は
、
瀬
川
・
研
究
三
一
頁
注
一
二
に
お
い
て
、「
取
引
安
全
説
の
再
構
成
」
と
称
さ
れ
て

い
る
。以

上
、
高
島
・
前
掲
論
文
七
頁
以
下
、
特
に
一
一
頁
以
下
。

広
中
・
物
権
法
四
〇
七
頁
注
四
。
他
方
、「
権
原
」
が
な
い
場
合
に
は
、
一
般
に
収
穫
可
能
な
前
は
分
離
不
相
当
な
状
態
が
続
く
と
い
う
意

味
で
附
合
の
要
件
を
満
た
し
う
る
と
す
る
（
四
〇
一
頁
）。

当
事
者
関
係
と
第
三
者
関
係
で
、
附
合
法
の
規
律
が
異
な
る
も
の
と
し
て
処
理
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
高
島
説
や
瀬
川
説
の
出
現
以
前
に

も
、
従
来
か
ら
萌
芽
的
に
は
散
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
乾
昭
三
「
附
合
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
一
）
民
商
法
雑
誌
三
六
巻
五
号
六
八
四
頁
、

高
津
幸
一
「
事
実
認
識
か
ら
解
放
さ
れ
た
法
的
判
断
」（
二
）
法
学
協
会
雑
誌
八
五
巻
六
号
八
九
一
頁
以
下
、
同
「
最
近
の
判
例
に
み
る
事
実
認

識
の
魔
手
」『
民
法
学
の
現
代
的
課
題
（
川
島
武
宜
教
授
還
暦
記
念
Ⅱ
）」（1972
）
所
収
四
一
頁
以
下
、
星
野
英
一
・
法
学
協
会
雑
誌
八
六
巻
一

号
（1969

）
一
六
八
頁
、
川
井
健
・
民
商
法
雑
誌
六
〇
巻
二
号
（1969

）
二
二
六
頁
以
下
。

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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高
島
・
前
掲
論
文
八
頁
の
掲
げ
る
例
。

高
島
・
前
掲
論
文
二
頁
以
下
。

高
島
・
前
掲
論
文
七
頁
。

研
究
・
三
二
一
頁
以
下
、
特
に
三
二
六
頁
以
下
。
な
お
、
附
合
物
と
従
物
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
通
説
と
異
な
る
見
解
を
展
開
す
る
も
の
と

し
て
、
前
掲LA

W
 SCH

O
O
L N
o. 22 

七
七
頁
。

「
私
は
そ
う
い
う
物
理
的
な
附
着
の
程
度
に
よ
っ
て
法
律
上
の
概
念
を
分
類
す
る
と
い
う
の
は
あ
や
ま
り
で
、
法
律
上
の
一
物
に
関
す
る
諸
概

念
は
そ
の
概
念
が
ど
う
い
う
紛
争
類
型
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
と
く
に
誰
と
誰
と
の
間
の
紛
争
を
想
定
し
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
区
別
す
べ

き
だ
と
考
え
る
の
で
す
。」（
七
七
頁
上
段
）「
従
物
と
い
う
の
は
、
取
引
を
し
た
当
事
者
の
間
の
紛
争
に
関
す
る
、
し
た
が
っ
て
基
本
的
に
は
当

事
者
の
意
思
解
釈
の
問
題
で
す
。
そ
の
基
準
と
し
て
は
、
そ
の
社
会
の
そ
の
種
の
取
引
で
は
一
般
に
ど
こ
ま
で
が
そ
の
種
の
取
引
の
対
象
と
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
る
か

0

0

0

0

に
よ
る
。
物
理
的
な
附
着
の
程
度
は
考
慮
さ
れ
る
と
し
て
も
、
二
次
的
な
要
素
で
し
か
な
い
。

…
…
附
合
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
を
附
合
第
三
者
の
紛
争
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
す
れ
ば
、
─
私
は
、
こ
う
考
え
な
い
の
で
す
が
、
も
し

考
え
る
と
す
れ
ば
─
そ
れ
は
第
三
者
の
保
護
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
基
準
は
第
三
者
の
期
待
の
強
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
る
、
つ
ま
り
そ
の
社
会
で
、
く
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
い
て
い
る
物
を
別
の
者
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
ま
れ
か
ど
う
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
る
。
こ
こ
で
も
物
理
的
な
附
着
の
程
度
は
重
要
で
な
い
。
物
理

的
に
は
別
個
の
物
で
も
こ
の
意
味
で
は
附
合
と
い
え
る
こ
と
が
あ
る
。」（
同
頁
中
段
）「
従
物
、
附
合
の
基
準
が
こ
う
い
う
わ
け
で
す
か
ら
そ
れ

は
同
一
線
上
に
並
べ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
。
ち
が
う
レ
ベ
ル
の
問
題
で
す
。
で
す
か
ら
、
従
物
で
は
な
い
け
れ
ど
、
い
ま
い
っ
た
意
味
で

は
附
合
物
だ
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
と
思
う
の
で
す
。」（
同
頁
下
段
）

研
究
・
三
二
二
─
三
二
六
頁
。

研
究
・
三
二
九
頁
。

ド
イ
ツ
で
問
題
と
な
っ
た
事
例
が
、
越
境
建
築
で
の
越
境
部
分
の
帰
属
、
ま
た
は
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
人
の
建
築
し
た
建
物
の
処
理
に
つ

い
て
合
意
が
不
明
確
ま
た
は
両
当
事
者
で
理
解
が
食
い
違
っ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
賃
借
人
の
費
用

償
還
請
求
権
」（
一
）
法
学
論
叢
一
〇
九
巻
五
号
（1981

）
五
七
頁
以
下
。

研
究
・
三
四
〇
頁
注
一
参
照
。

研
究
・
三
四
〇
頁
注
四
。

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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研
究
・
三
三
一
頁
。
ま
た
、
同
時
に
執
行
可
能
性
を
も
併
記
す
る
。
具
体
例
と
し
て
、
肥
料
、
微
少
な
種
子
、
壁
塗
り
な
ど
と
す
る
。
さ
ら

に
括
弧
書
き
で
、
通
説
に
含
ま
れ
る
舟
橋
説
と
結
諭
に
お
い
て
同
一
と
記
す
。
こ
の
限
り
で
、「
混
和
」
と
同
様
の
基
準
を
採
る
も
の
で
あ
る
。

厳
密
に
は
、
結
合
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
だ
か
ら
高
島
説
の
よ
う
に
、
準
用
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

裏
返
せ
ば
、
収
去
権
は
物
権
化
し
な
い
と
解
し
う
る
。

詳
細
は
、
研
究
・
三
三
五
─
三
三
七
頁
。

研
究
・
三
二
三
頁
。
も
っ
と
も
、
収
去
義
務
の
成
否
に
関
し
て
、
な
さ
れ
た
附
着
物
が
い
か
な
る
費
用
の
種
類
に
該
当
す
る
か
で
処
理
を
変

え
て
い
る
。
研
究
三
三
二
頁
参
照
。「
三
位
一
体
論
」
の
否
定
は
、
収
去
権
、
収
去
義
務
、
求
償
が
論
理
必
然
的
に
連
動
す
る
こ
と
を
否
定
す
る

限
り
で
支
持
さ
る
べ
き
だ
が
、
逆
に
そ
れ
ら
が
相
互
に
論
理
的
に
全
く
独
立
し
て
成
立
す
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
限
り
で
支
持
で
き
な
い
。

研
究
・
三
三
二
、
三
三
三
頁
参
照
。

研
究
・
三
二
五
頁
、LA

W
 SCH

O
O
L N
o. 22 

七
一
頁
最
下
段
。
物
権
観
念
の
絶
対
性
、
第
三
者
へ
の
主
張
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
、
第

三
者
関
係
を
も
把
握
す
る
と
解
し
う
る
が
、
む
し
ろ
法
技
術
の
問
題
と
考
え
る
と
す
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
な
お
結
論
を
留
保
し
な
が
ら
も
、
附
合
部
分
を
も
買
い
受
け
た
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
、
善
意
性
が
必
要
で

あ
る
と
す
る
判
例
評
釈
（
石
田
穣
『
判
例
民
法
第
一
巻
』（1977

）
六
五
頁
（
＝
法
協
八
六
巻
七
号
））
が
参
考
と
な
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
附
合
制
度
の
趣
旨
を
、
今
日
の
わ
が
国
で
は
、
不
動
産
の
附
合
の
規
定
の
合
理
性
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
、
第
三
者
に
対

し
て
取
引
の
目
的
物
の
範
囲
を
外
面
的
に
示
す
と
い
う
、
事
実
上
の
公
示
の
意
味
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
と
し
て
、
星
野
『
民
法
概
論

Ⅱ
』（1976

）
一
二
五
頁
。

ド
イ
ツ
の
附
合
法
に
関
し
て
は
、
す
で
に
以
下
の
文
献
が
あ
る
。
新
田
敏
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
動
産
附
合
法
の
生
成
」
法
学
研
究
（
慶
応

大
学
）
四
一
巻
一
二
号
（1968

）
一
五
頁
以
下
、
瀬
川
・
研
究
一
二
八
頁
以
下
、
特
に
民
法
制
定
後
の
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
、
一
七
七
頁
以
下

（
所
有
権
留
保
取
引
保
護
の
社
会
的
要
請
か
ら
、
機
械
・
設
備
の
独
立
性
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
に
至
る
過
程
、
そ
の
際
の
解
釈
論
的
諸
構
成

の
試
み
を
詳
細
に
分
析
す
る
）。

こ
の
概
念
の
多
義
性
に
つ
い
て
は
、E. H

olthöfer, SA
CH
T
EIL U

N
D
 SA
CH
ZU
BEH

Ö
R IM

 RÖ
M
ISCH

EN
 U
N
D
 IM
 GEM

EI-
N
EN
 RECH

T
 (1972), S. 88 A

nm
. 5.

書
評
と
し
てM

ayer-M
aly, SZ 90 (1973), 512.

厳
密
に
は
（
ラ
テ
ン
語
動
詞instruo

（
配
置
す
る
）
に
由
来
す
る
）instrum

entum
が
排
除
さ
れ
て
い
た
。

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）
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論　　　説

「
構
成
部
分
」
概
念
の
案
出
と
「
従
物
」
概
念
の
前
者
と
の
対
比
で
の
限
界
付
け
で
あ
る
。

H
olthöfer, a. a. O

., S. 153 ff.

に
よ
れ
ば
、
物
の
結
合
関
係
を
こ
の
よ
う
に
二
分
類
す
る
こ
と
の
発
端
は
、
自
然
法
時
代
末
の
ホ
フ
ァ
ッ

カ
ー
（H

ofacker

）
の
分
類
に
求
め
ら
れ
る
。H

ofacker

は
、
物
の
内
部
構
造
に
応
じ
た
説
明
の
体
系
の
み
に
安
住
せ
ず
、
さ
ら
に
異
な
る
物

相
互
の
外
部
関
係
を
も
物
の
体
系
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
の
学
説
と
区
別
さ
れ
る
。
彼
は
、
物
を
ま
ず
、res singulares sive 

discretae
とres connexae sive universales

に
分
類
す
る
。
前
者
は
、
さ
ら
に
物
を
絶
対
的
対
象
と
し
て
観
察
す
るres absoluta

と
、
相

互
に
関
連
し
た
対
象
と
し
て
観
察
す
るres relata consideratae

に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
後
者
に
お
い
て
、
主
物
─
附
属
物
（res principa-

lis-res accessoria

）
の
関
係
が
考
察
さ
れ
、
こ
こ
で
主
物
に
対
し
てadherere, adiungi

と
い
う
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
主
物
の
本
質
的
部

分
（partes essentialis

）
と
は
な
ら
な
い
附
属
物
と
さ
れ
る
物
をaccessio

と
呼
び
、
そ
れ
をres accessoriae sive pertinentes, im

pen-
sae, fructus

に
区
別
す
る
。
こ
のres accessoria

は
彼
に
よ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
主
物
か
ら
そ
の
実
体
を
害
さ
ず
に
分
離
し
う
る
が
、
そ
れ
と

そ
の
一
部
と
み
な
さ
れ
る
形
で
結
合
し
て
い
る
も
の
、
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
さ
ら
に
、
一
方
で
は
、
そ
れ
が
別
の
主
物
の
部
分
、
増

加
を
形
成
し
、
ま
た
は
そ
の
物
に
従
う
と
考
え
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
物
自
身
に
状
態
に
よ
り
従
属
的
な
物
と
、
他
方
で
は
、
有
体
的
結
合
な
く
と
も
、

主
物
の
継
続
的
利
用
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
定
め
に
従
い
利
用
さ
れ
る
物
に
区
別
さ
れ
る
。

確
か
に
、
ホ
フ
ァ
ッ
カ
ー
の
著
作
（PRIN

CIPIA
 IU
RIS CIV

ILIS RO
M
A
N
O
-GERM

A
N
ICI, tom

us 2 (1794)

を
後
代
の
普
通
法
学
者

は
、
こ
の
点
に
関
し
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
。
例
え
ばW

ächter, W
eiskes Rechtslexikon, Bd. 1 (1839) S. 13 A

nm
. 6.

ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
立
法
で
は
、
こ
の
分
化
は
若
干
早
く
開
始
さ
れ
る
。vgl. H

olthöfer, a. a. O
., S. 163ff.

D
 41, 3, 30 pr.　

「
…
…
物
に
は
三
種
あ
る
。
第
一
に
、
総
体
か
ら
な
る
も
の
で
、
ギ
リ
シ
ア
語
でἡνω

μένον

と
呼
ば
れ
る
も
の
、
例
え

ば
、
奴
隷
、
角
材
、
石
材
な
ど
、
第
二
は
、
合
成
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
複
数
の
関
連
し
た
も
の
か
ら
な
る
、συνημμένον

と
呼
ば
れ
る
も
の
、

例
え
ば
、
家
、
船
、
戸
棚
、
第
三
は
、
異
な
る
も
の
か
ら
な
る
も
の
で
、
複
数
の
、
そ
れ
自
体
相
互
に
独
立
し
て
お
ら
ず
、
一
つ
の
名
の
下
で
理

解
さ
れ
る
有
体
物
、
例
え
ば
、
民
族
、
軍
団
、
家
畜
の
群
れ
で
あ
る
。」

な
お
、
こ
の
三
分
類
を
現
代
法
の
物
の
分
類
に
も
生
か
そ
う
と
し
て
再
構
成
を
試
み
る
の
が
、H

olthöfer, a. a. 0., S. 23 A
nm
. 45.

単
一
物
、
合
成
物
、
集
合
物
。
例
え
ば
、W

indscheid, Pandekten § 138 

で
は
、「
単
一
物
と
合
成
物
」（Einfache und zusam

-
m
engesetzte Sachen

）
の
見
出
し
の
下
に
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
は
、
自
然
の
統
一
体
を
形
成
す
る
か
、
あ
る

い
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
然
の
一
体
性
を
形
成
し
て
い
る
複
数
の
物
の
結
合
で
あ
り
、
前
者
を
単
一
物
、
後
者
を
合
成
物
と
称
す
る
。
合
成
物
は
さ
ら

（
48
）

（
49
）

（
50
）
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に
、
そ
の
構
成
部
分
が
、
有
体
的
に
結
合
し
て
い
る
か
否
か
で
区
別
さ
れ
、
結
合
し
て
い
な
い
場
合
は
、
集
合
物
（Sachgesam

theit

）
と
呼

ば
れ
る
。
構
成
部
分
が
有
体
的
に
結
合
し
て
い
る
合
成
物
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
こ
の
結
合
に
お
い
て
、
新
し
い
統
一
体
を
形
成
す
る
か
否
か
で

区
別
さ
れ
る
。
統
一
体
を
形
成
す
る
場
合
に
は
、
二
種
の
権
利
関
係
が
成
立
し
得
、
第
一
に
、
全
体
物
と
そ
の
構
成
部
分
の
関
係
、
第
二
に
、
構

成
部
分
が
結
合
に
お
い
て
そ
の
別
個
の
存
在
を
失
わ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
別
個
の
物
と
し
て
の
こ
れ
ら
構
成
部
分
の
権
利
関
係
。
た
だ
、

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
有
体
的
結
合
が
継
続
す
る
限
り
で
休
止
し
、
構
成
部
分
が
そ
れ
自
体
で
存
立
す
る
も
の
と
し
て
外
形
的
に
回
復
さ
れ
て

は
じ
め
て
、
復
活
す
る
。

H
olthöfer, a. a. O

., S. 171f.
Gesterding, D

as System
 des Röm

ischen Rechts von den Pertinenzien

（1817

［
初
出
］）in : A

lte und neue Irrthüm
er 

der Rechtsgelehrten (1818).
D
 50, 16, 245 pr.

「
彫
像
が
建
物
の
装
飾
の
た
め
で
、
建
物
の
完
成
の
た
め
で
は
な
い
と
き
に
は
（non quo aedes perficiantur

）」

Gersterding, a. a. O
., S. 350.

Eiselt, § 93 BGB H
istorische Entw

icklung, K
ritik und Reform

vorschlag. D
iss. Berlin. (1952) S. 73; H

olthöfer, a. a. O
., S. 

179 f.Gesterding, a.a.O
., S. 307.

Funke, D
ie Lehre von den Pertinenzen (1827).

Funke, a. a. O
., S. 11 f., S. 14.

Funke, a. a. O
., S. 43 f.

な
お
、H
olthöfer, a. a. O

., S. 183.

主
要
な
文
献
と
し
て
、A

rtikeln accessio, A
ccession in: W

eiskes Rechtslexikon, Bd. 1 (1839); U
eber T

heilung und T
heil-

barkeit der Sachen und Rechte, A
cP 27 (1844), 155; V

erpfändung der bew
eglichen Zugehörungen 

（Pertinenzen

） einer Lie-
genschaft nach W

ürtt. Rechte in: Erörterungen aus dem
 Röm

ischen, D
eutschen und W

ürttem
bergischen Privatrechte, Er-

stes H
eft (1845)

（
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
彼
はGesterding, Funke

を
は
じ
め
と
す
る
一
般
的
な
用
語
法
の
混
乱
を
指
摘
し
て
い
る
）; 

H
andbuch des im

 K
önigreiche W

ürttem
berg geltenden Privatrechts, Zw

eiter Band, Zw
eite A

btheilung (1846); Pandekten, 

（
51
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
55
）
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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論　　　説
Bd. 1 (1880), Bd. 2 (1881).
W
ächter, H

andbuch 2. Band, 2. A
btheilung, (1846) S. 234 ff.

K
ohler

の
見
解
に
つ
い
て
は
、
瀬
川
・
研
究
一
四
四
頁
。

W
indscheid, Pandekten, Bd. 1 § 143 A

nm
. 1.

（
以
下
の
引
用
は
一
九
〇
六
年
の
九
版
に
よ
る
）

W
indscheid, Pandekten, § 143 A

nm
. 3.

Göppert, Ü
BER D

IE O
RGA

N
ISCH

EN
 ERZEU

GN
ISSE (1869), S. 58-80.

Bekker, Pandekten, Bd. 1, § 74.
W
indscheid, Pandekten, § 143 A

nm
. 6.

不
動
産
の
観
念
に
従
物
を
も
含
め
る
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
「
用
法
上
の
不
動
産
」
は
そ
の
一
態
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
伊
藤
英
樹

「
仏
民
法
・
不
動
産
化
の
擬
制
」
法
学
研
究
（
愛
知
学
院
大
）
二
九
巻
一
・
二
号
（1985

）
一
頁
以
下
。

前
出
注
（
53
）
参
照
。

D
ie V
orlagen der Redaktoren für die erste K

om
m
ission zur A

usbildung des Entw
urfs eines Bürgerlichen Gesetzbu-

ches, hrsg. von W
. Schubert, Sachenrecht T

EIL 1 (1982), Begründung, S.191 

は
、
従
物
と
の
対
比
に
お
い
て
、
構
成
部
分
を
以
下

の
よ
う
に
表
現
す
る
。zur V
ollendung der H

auptsache gehören, die ohne sie unfertig sein w
ürde

ま
た
はzur V

ollendung der 
Sache, zu ihren Bestande gehört

な
ど
。

判
例
に
お
け
る
、
従
物
概
念
の
み
な
ら
ず
、
構
成
部
分
概
念
に
も
及
ぶ
、
具
体
的
─
機
能
的
基
準
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
再
び
両
概
念
の
分
化

が
問
題
視
さ
れ
る
か
ま
た
は
そ
の
限
界
付
け
が
曖
昧
と
な
り
、
再
び
再
構
成
を
必
要
と
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、H

olthöfer, a. a. O
., S. 105 

A
nm
. 39.

構
成
部
分
概
念
と
従
物
概
念
の
分
化
の
過
程
と
、
従
物
概
念
の
中
に
属
具
（instrum

entum

）
を
取
り
込
む
過
程
と
は
時
間
的
に
ず
れ
て

お
り
、
前
者
の
展
開
過
程
の
方
が
早
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
はH

olthöfer, a. a. O
., S. 177 A

nm
. 291.

従
っ
て
、
一
九
世
紀
中
葉
の
諸
立
法
に
お
い
て
、
構
成
部
分
と
従
物
の
分
化
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
属
具
の
従
物
概
念
か
ら
の
排
除
を
規

定
し
て
い
る
も
の
（
バ
イ
エ
ル
ン
草
案
（1‌8‌6‌1

）§ 151

）
や
従
物
概
念
の
拡
張
を
産
業
上
の
属
具
に
限
定
し
て
い
る
も
の
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
私

法
典
（1‌8‌5‌3/1‌8‌5‌5

）§§ 475ff.

、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
カ
ン
ト
ン
私
法
典
（1‌8‌6‌5

）§§ 417ff.
、
バ
ル
ト
諸
ラ
ン
ト
法
（1‌8‌6‌5‌

）§§ 551ff.

）、
不

（
62
）

（
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）

（
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）
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）
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動
産
担
保
権
へ
の
従
物
と
し
て
の
拘
束
を
一
定
の
産
業
上
の
従
物
に
限
定
す
る
も
の
（
ザ
ク
セ
ン
民
法
（1‌8‌6‌3

）§§ 65ff.

）
が
あ
っ
た
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
従
物
規
定
は
、§ 97 

で
従
物
の
一
般
的
定
義
を
与
え
、§ 98 

で
産
業
上
、
農
業
上
の
属
具
に
つ
い
て
例
示
し
、
後
者
を
従
物
の

概
念
に
取
り
入
れ
る
体
裁
を
採
っ
て
い
る
の
は
、
か
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
下
で
の
み
理
解
さ
れ
う
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
比
較
法
的
考
察
の
後
に
、
的
確
な
指
摘
を
す
る
も
の
と
し
て
、
槇
悌
次
『
担
保
物
権
法
』（1981

）
一
四
九
─
一
五
一

頁
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
附
合
規
定
が
内
在
す
る
矛
盾
の
指
摘
と
し
て
、W
ieling, V

om
 untergegangenen, schlafenden und aufgew

achten Ei-
gentum

 bei Sachverbindungen, JZ 1985, 511

（
な
お
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
る
、
日
本
に
お
け
る
講
演
の
翻
訳
と
し
て
、
ハ
ン
ス
・
ヴ

ィ
ー
リ
ン
ク
（
西
村
重
雄
訳
）「
附
合
に
よ
る
休
止
所
有
権
に
つ
い
て
」
法
政
研
究
（
九
大
）
五
二
巻
二
号
（1985

）
五
二
頁
以
下
）.

そ
の
大
要

は
、
附
合
に
基
づ
く
所
有
権
の
確
定
的
消
滅
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
な
お
収
去
権
を
付
与
す
る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
り
、
も
し
付
与
し
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
ら
か
の
形
で
物
権
と
し
て
継
続
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
現
代
法
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
休
眠
所
有
権
の
発
想
を
積

極
的
に
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
、A

neignungsrecht

を
所
有
権
の
余
後
効
的
請
求
権
と
と
ら
え
る
。
但
し
、

こ
の
考
え
は
、
一
物
一
権
主
義
的
発
想
に
立
つ
、
通
説
か
ら
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、M

ünchener K
om
m
entar, Bd. 2, 2. 

A
ufl. (1986), § 951 Rz. 26 (Q

uack).

訴
権
の
消
滅
に
よ
る
附
合
論
と
費
用
償
還
論
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
瀬
川
・
研
究
一
四
一
頁
注
14
、
一
七
二
頁
参
照
。

広
く
は
、
普
通
法
に
お
い
て
は
、
ア
ク
チ
オ
的
個
別
的
救
済
の
傾
向
が
強
く
、
個
別
的
救
済
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は

な
か
っ
た
の
に
対
し
、
法
典
編
纂
の
過
程
で
、
一
般
的
抽
象
的
制
度
化
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
個
々
の
制
度
相
互
、
例
え
ば
、
一
般
と
特
殊
、

特
殊
相
互
の
保
護
の
程
度
に
つ
い
て
、
要
件
・
効
果
の
調
整
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
部
分
草
案
段
階
で
は
、
例
え
ば
、
所
有
者
占
有
者
関
係
の

規
律
は
、
債
権
総
則
の
諸
規
定
あ
る
い
は
法
定
債
権
関
係
の
準
用
・
参
照
と
い
う
形
で
起
草
さ
れ
た
が
、
第
一
草
案
以
後
、
む
し
ろ
所
有
者
占
有

者
関
係
の
規
律
を
独
自
に
規
定
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
態
度
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
逆

に
、
そ
れ
以
外
の
法
定
債
権
関
係
と
の
関
係
如
何
、
競
合
可
能
性
如
何
、
と
い
う
形
で
問
題
を
後
代
に
残
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。［
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
阪
大
法
学
五
三
巻
三
・
四
号
（2003

）
八
二
三
頁
以
下
、
現
代
消
費
者
法
九
号

（2010

）
九
〇
頁
以
下
で
若
干
検
討
し
た
。］

簡
単
に
は
、W

ieling, a. a. O
., S. 514 ff.

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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民
法
典
成
立
ま
で
の
一
般
的
概
観
と
し
て
、
平
田
公
夫
「
ド
イ
ツ
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
⑴
」
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
五
六
号

（1981

）
六
三
頁
以
下
参
照
。

な
お
、
建
築
材
料
付
加
の
場
合
の
法
律
効
果
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
（W

ächter, A
rtikel A

ccession in: W
eiskes 

Rechtslexikon, Bd. 1 (1839), S. 25 ff.

）。

（
ａ
）　

土
地
所
有
者
が
他
人
の
材
料
で
自
己
の
土
地
ま
た
は
建
物
に
建
築
し
た
場
合

善
意
・
悪
意
を
問
わ
ず
、
材
料
は
土
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
原
因
で
結
合
が
解
消
さ
れ
る
と
、
元
の
材
料
所
有
者
は
返

還
請
求
で
き
る
（
な
お
、
こ
の
点
の
社
会
経
済
的
背
景
と
し
て
、
当
時
の
財
貨
の
僅
少
さ
か
ら
、
材
料
の
再
利
用
の
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
も
の
と
し
て
、Liebs,　

Röm
isches Recht 3. A

ufl. (1987), S. 155

）。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
建
物
の
分
離
を
訴
求
し
、
材

料
を
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
カ
チ
オ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の
法
的
手
段
を
有
す
る
。

土
地
所
有
者
が
善
意
の
場
合
、a. de tigno juncto

に
よ
り
二
倍
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
。
原
所
有
者
が
こ
の
償
還
を
取
得
す
る
と
、

建
築
者
はunw

iderruflich

な
所
有
者
と
な
る
。
建
築
者
は
材
料
を
分
離
し
て
引
き
渡
す
こ
と
で
、
こ
の
賠
償
を
免
れ
う
る
。

土
地
所
有
者
が
悪
意
の
場
合
、a. de tigno juncto

は
、Strafklage

の
性
質
を
帯
び
る
。
二
倍
額
受
領
後
も
、
分
離
が
生
じ
た
後
に
、
返
還

請
求
で
き
る
。
従
っ
て
、
材
料
の
分
離
、
引
渡
で
、
こ
の
二
倍
額
賠
償
を
免
れ
得
な
い
。
さ
ら
に
、a. ad exhibendum

を
提
起
し
う
る
が
、

こ
れ
は
材
料
の
引
渡
で
は
な
く
、
完
全
な
損
害
賠
償
に
向
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
は
、
後
の
分
離
の
際
の
返
還
請
求
は
排
除
さ
れ
る
。

（
ｂ
）　

材
料
所
有
者
が
他
人
の
土
地
上
で
建
築
し
た
場
合

直
ち
に
、
土
地
所
有
者
が
所
有
権
を
取
得
す
る
。
償
還
に
つ
い
て
は
上
記
の
原
則
が
妥
当
す
る
。
た
だ
、
善
意
の
場
合
に
は
、
必
要
費
・
有
益

費
を
抗
弁
の
形
で
償
還
請
求
で
き
る
。
悪
意
の
場
合
は
、
必
要
費
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
カ
チ
オ
訴
訟
に

お
け
る
収
去
権
の
み
が
与
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
占
有
を
す
で
に
失
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
何
ら
の
手
段
も
有
し
な
い
。
し
か
し
、
後
に
解
体
さ
れ
た
場
合
に
、
材
料
を
ヴ
ィ
ン
デ
ィ

カ
チ
オ
で
き
る
（
悪
意
の
場
合
に
も
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
法
源
は
分
か
れ
る
）。

そ
の
内
容
は
、
通
常
、
原
状
回
復
不
可
能
、
ま
た
は
分
離
に
よ
っ
て
附
着
物
の
ど
ち
ら
か
が
毀
損
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
結
合

の
分
離
可
能
性
は
、
当
時
に
お
い
て
は
、
ま
た
総
則
の
物
の
章
に
お
い
て
、
物
の
属
性
と
し
て
のT

heilbarkeit

と
し
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
のT

heilbarkeit

は
、
分
離
可
能
性
の
意
味
で
も
あ
り
、
ま
た
分
割
可
能
性
の
意
味
で
も
あ
る
。
そ
こ
で

（
79
）

（
80
）

（
81
）
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附合の基礎を考える﻿

は
、
土
地
のT

heilbarkeit

と
し
て
、
境
界
設
定
の
例
が
通
常
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
権
利
の
可
分
、
不
可
分
も
併
せ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

注
釈
学
派
に
対
し
て
、D

onellus

が
所
有
権
移
転
を
主
張
し
て
以
来
の
、
論
争
で
あ
る
。vgl. H

olthöfer, a. a. O
., S. 129 ff.; 133 f. 

一

九
世
紀
前
半
に
は
全
体
物
の
所
有
者
に
よ
る
構
成
部
分
の
所
有
権
取
得
を
支
持
す
る
見
解
（W

ächter, Sintenis

）
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
法

源
に
反
す
る
見
解
と
し
て
批
判
さ
れ
、
世
紀
中
葉
以
降
は
構
成
部
分
所
有
権
の
存
続
（
休
眠
所
有
権
の
肯
定
）
を
支
持
す
る
見
解
（Pagenstech-

er, Girtanner, Zaun, Baron, Bechm
ann, Göppert, U

nger, K
eller, D

ernburg, Bekker,

〔
改
説
後
の
〕W

indscheid

）
が
む
し
ろ
優
越

し
た
。
も
っ
と
も
、
最
初
か
ら
、
所
有
権
の
存
続
を
支
持
し
て
い
た
者
（Puchta, T

hibaut, A
rndts

）
も
あ
る
し
、
な
お
所
有
権
の
消
滅
を
主

張
す
る
者
（Brinz, D

em
elius, K

ohler, Regelsberger, Bierm
ann

）
も
い
た
。

Brinz, Pandekten, 2. A
ufl. (1873), § 146 S. 554 f.

な
お
、H

olthöfer, a. a. O
., S. 190 A

nm
. 349.

ブ
リ
ン
ツ
の
学
風
に
つ
き
、

Stinzing-Landsberg, Geschichte der deutschen Rechtsw
issenschaft, A

bt. 3 H
albband 2, (1910), S. 842-847.

特
に
、S. 843.

さ
ら

に
、
瀬
川
・
研
究
一
三
二
頁
以
下
。

W
indscheid, Pandekten, § 188 A

nm
. 13.

逆
に
、K

ohler

は
、
休
眠
所
有
権
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
、
物
の
結
合
中
は
、
二
重
の
所
有
権
で
は
な
く
、
単
一
の
所
有
権
とder K

eim
 

eines N
eueigenthum

s durch Repristination

の
み
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
（S.50

）
と
説
明
す
る
。

現
在
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
休
眠
所
有
権
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、
収
去
権
は
債
権
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
、

収
去
権
者
イ
コ
ー
ル
分
離
物
の
所
有
者
と
い
う
効
果
を
導
く
。
し
か
し
、
収
去
権
者
が
元
来
そ
の
分
離
物
の
所
有
権
者
で
は
な
か
っ
た
場
合
に
は

非
所
有
者
が
所
有
者
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
処
理
が
妥
当
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
（
通
説
は§ 997 I, II

に
つ
い
て
こ
の
こ
と
を
肯

定
す
る
）。
も
し
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
構
成
で
妥
当
な
処
理
、
例
え
ば
、
所
有
権
は
原
所
有
者
の
下
で
成
立
す
る
こ
と
を
説
明

す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
生
ず
る
。

こ
の
点
に
関
し
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
通
説
、
な
い
し
は
判
例
は
、
個
々
の
規
定
で
認
め
ら
れ
る
収
去
権
の
法
的
性
質
決
定
（
物
権
か
債
権
か
）

と
現
実
の
最
終
的
処
理
を
必
ず
し
も
一
貫
さ
せ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、§ 997 I
の
収
去
権
を
債
権
と
し
な
が
ら
、
他
の
規
定
（§ 999 II

）
の
類

推
適
用
に
基
づ
き
そ
の
収
去
権
を
第
三
者
に
も
主
張
で
き
る
と
し
た
り
（
但
し
、
な
お
占
有
し
て
い
る
こ
と
や
第
三
取
得
者
の
破
産
な
ど
の
要
件

を
要
求
す
る
、M

ünchener K
om
m
entar, Bd. 4 (1986), § 997 (M

edicus) RdN
r. 17 

な
ど
）、
逆
に
物
権
と
し
な
が
ら
も
（BGH

Z 81, 
146

［§ 547a

［
現§ 539 II

］
に
関
す
る
］）、
特
別
規
定
（§ 558 I

［
現§ 548

］）
に
基
づ
く
短
期
消
滅
時
効
（
六
ヶ
月
）
に
よ
り
権
利
行
使

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
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）
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を
制
限
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、W

ieling 

（JZ 1985, 517 f.

）
は
、
物
権
関
係
に
基
づ
く
収
去
権
（
附
合
、
所
有
者
占
有
者
関
係
で
の
収
去
権
）
に
は
物
権

の
性
質
を
与
え
、
債
権
関
係
、
例
え
ば
賃
貸
借
か
ら
生
ず
る
収
去
権
に
は
債
権
的
性
質
を
与
え
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
原
所
有
権
の
帰
属
は
問

わ
ず
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
対
し
て
有
す
る
。
賃
借
人
が
原
所
有
権
の
所
有
者
で
も
あ
っ
た
場
合
に
は
、§§ 951, 997 

の
先
占
権
を
も
有
す
る
。

integrierend

と
い
う
表
現
は
、
ラ
テ
ン
語
の
形
容
詞integer

（
完
全
な
）
に
由
来
し
、
そ
の
ド
イ
ツ
語
化
がw

esentlich

と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
依
拠
す
る
ロ
ー
マ
法
文
と
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
ス
ト
ア
哲
学
を
通
じ
て
、

非
常
に
多
義
的
か
つ
哲
学
的
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
起
草
時
の
「
本
質
的
構
成
部
分
」
概
念
の
理
解
に
つ
い
て
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
新

田
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
動
産
附
合
法
の
生
成
」
法
学
研
究
（
慶
応
大
学
）
四
一
巻
一
二
号
（1968

）
三
七
頁
以
下
、
瀬
川
・
研
究
一
五
六
、
一

七
三
頁
参
照
。

U
nger, System

 des österreichischen allgem
einen Privatrechts, 5. A

ufl., 1. Band. (1892), S. 427.
W
ächter 

（Pandekten, Bd. 2, S. 119 ff.

）
は
、
附
合
一
般
をw

iderruflich

を
原
則
と
す
る
と
述
べ
な
が
ら
、
多
く
の
例
外
が
あ
る
と

し
、unw

iderruflich

な
例
を
数
多
く
列
挙
す
る
。

例
え
ば
、Puchta

は
、
一
般
に
彼
の
学
風
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
（Stinzing-Landsberg, a. a. O

., A
bt 3, H

albband. 2, S. 438 ff. 

、

ヴ
イ
ア
ッ
カ
ー
（
鈴
木
訳
）『
近
世
私
法
史
』（1961
）
四
八
四
頁
、Joachim

 Bohnert, Ü
ber die Rechtslehre Georg Friedrich Puchtas 

(1975)

）、
ロ
ー
マ
法
源
か
ら
の
抽
象
、
演
繹
と
い
う
よ
り
も
、
概
念
か
ら
の
命
題
抽
出
と
い
う
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
（
例
え
ばPu-

chta, Pandekten, 3. A
ufl. (1845), S. 232

）、
彼
は
、
法
源
の
不
明
確
さ
、
あ
る
い
は
複
雑
さ
に
ほ
と
ん
ど
こ
だ
わ
ら
ず
、
不
動
産
と
動
産
の

場
合
の
状
況
の
差
に
注
目
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。

瀬
川
・
研
究
一
二
九
頁
以
下
は
、
普
通
法
学
説
を
三
つ
の
傾
向
に
分
類
し
、
構
成
部
分
と
従
物
の
対
置
、
前
者
と
附
合
の
一
般
的
基
準
の
結
合

を
指
標
に
学
説
を
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
へ
位
置
づ
け
る
が
、「
著
さ
れ
た
時
期
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
」
と
限
定
し
て
い
る
よ
う
に

（
一
二
九
頁
）、
論
者
の
学
風
に
よ
り
内
容
は
多
様
で
あ
り
、
時
間
的
発
展
系
列
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
も
新
し

い
傾
向
に
分
類
さ
れ
て
い
るW

ächter

は
、
す
で
に
四
〇
年
代
に
か
よ
う
な
内
容
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、H

olthöfer, a. a. O
., S.183ff.

は
、

W
ächter

とPuchta

を
前
者
が
物
理
的
結
合
（corporalis cohaesio in perpetuum

 facta

）
を
統
合
性
（Integrität

）
の
基
礎
に
置
く
見

解
、
後
者
を
観
念
的
な
統
合
性
（necessitas coniunctionis

）
を
基
礎
に
置
く
見
解
の
代
表
と
し
て
、
他
の
普
通
法
学
者
の
見
解
あ
る
い
は
諸

（
86
）

（
87
）

（
88
）

（
89
）
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立
法
を
こ
の
分
類
基
準
に
よ
っ
て
整
理
す
る
が
、
筆
者
は
こ
の
分
類
に
も
従
わ
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
統
合
性
の
モ
メ
ン
ト
と
し
て
ど
ち
ら
も

個
々
の
見
解
に
常
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、W

indscheid, Pandekten, Bd. 1, 9. A
uf., § 189 

に
お
い
て
、
動
産
と
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
、「
か
よ
う
な
結
合
の
場
合
に

は
、
結
合
し
た
物
が
そ
の
存
在
を
、
以
前
の
状
態
が
回
復
さ
れ
得
な
い
と
い
う
形
で
、
失
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
消
滅

し
、
そ
の
物
の
所
有
権
は
も
は
や
語
り
得
な
い
。
…
…
結
合
物
が
、
結
合
に
よ
っ
て
、
元
の
物
が
も
は
や
回
復
し
得
な
い
（nicht m

ehr her-
stellbar

）
形
で
、
と
ら
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
結
合
物
の
ど
ち
ら
も
主
物
で
は
な
い
場
合
に
は
、
所
有
権
閧
係
は
な
ん
ら
変
更
さ
れ
な
い
。

こ
れ
に
反
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
主
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
結
合
が
継
続
す
る
限
り
、N

ebensache

は
、
主
物
の
構
成
部
分
と
し
て
の
性

質
に
お
い
て
、
主
物
の
所
有
者
の
所
有
に
属
す
る
。
他
方
、
別
個
の
物
と
し
て
、
そ
の
物
に
生
じ
て
い
る
所
有
権
は
休
止
す
る
。
し
か
し
、
結
合

の
解
消
に
よ
っ
て
、
以
前
の
権
利
関
係
は
回
復
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
場
合
結
合
の
解
消
は
請
求
さ
れ
う
る
。」
と
し
て
、
結
合
の
程
度
に
二
種
類

を
認
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
効
果
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
読
み
取
れ
る
が
、
不
動
産
の
附
合
に
お
い
て
は
、
建
物
や
土
地
に
付
加
さ
れ

た
物
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
は
一
体
と
し
て
土
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
が
、
付
加
さ
れ
た
物
の
元
か
ら
の
所
有
権
は
廃
棄
さ
れ
ず
、
結
合
中
に
限
っ

て
行
使
し
得
な
い
に
す
ぎ
ず
、
結
合
が
解
消
さ
れ
る
や
い
な
や
、
そ
の
所
有
権
は
以
前
の
効
力
を
回
復
す
る
。
し
か
し
結
合
の
解
消
は
請
求
さ
れ

得
な
い
、
と
述
べ
、
そ
の
注
（A
nm
. 14

）
に
お
い
て
、
か
よ
う
な
分
離
請
求
の
禁
止
は
、
原
則

0

0

に
対
す
る
例
外

0

0

で
あ
り
、
そ
れ
は
十
二
表
法
の

明
示
の
禁
止
に
基
づ
く
の
だ
と
す
る
。
こ
こ
で
原
則

0

0

と
し
て
、
動
産
の
附
合
に
お
け
る
、
原
状
回
復
可
能
な
場
合
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
以
上
に
、
彼
は
不
動
産
の
附
合
一
般
に
閧
す
る
要
件
・
効
果
の
説
明
を
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
不
動
産
の
附
合
の
場
合
の
紛
争
類
型
の
多
様
さ
か
ら
、
法
文
が
そ
も
そ
も
か
よ
う
な
一
般
的
叙
述
を
許
さ
な
い
こ
と
に
あ
ろ
う
か
。
他
方

で
は
、
動
産
で
は
、adplum

bare

（
鑞
接
）（
分
離
可
能
な
緩
い
結
合
）
とferrum

inare

（
鍛
接
）
の
結
合
の
程
度
の
違
い
に
つ
い
て
の
法
文

が
存
在
し
、
結
合
の
程
度
に
つ
い
て
二
種
類
想
定
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
ろ
う
。
な
おH

olthöfer, a. a. O
., S. 26 

A
nm
. 55.

そ
も
そ
も
「
附
合
」
と
い
う
制
度
の
扱
う
範
囲
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
瀬
川
・
研
究
一
三
七
、
一
三
八
頁
参
照
。

新
田
・
前
掲
論
文
二
五
頁
以
下
参
照
。

部
分
草
案
の
物
権
法
の
起
草
は
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
裁
判
所
判
事
で
あ
るJohow
が
担
当
し
た
。
従
っ
て
、
Ａ
Ｌ
Ｒ
の
影
響
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。
ち
な
み
に
、
総
則
は
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
司
法
省
局
長
で
あ
るGebhard

、
債
権
法
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
上
級
裁
判
所
長
官
で

（
90
）

（
91
）

（
92
）

（
93
）
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あ
るvon K

übel

が
担
当
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
法
、
普
通
法
を
専
門
領
域
と
し
た
。
前
出
注
（
79
）
平
田
（
公
）
論
文
六
七
頁
の
表

に
よ
る
。

D
ie V
orlagen der Redaktoren für die erste K

om
m
ission zur A

usbildung des Entw
urfs eines Bürgerlichen Gesetzbu-

ches, hrsg. von W
. Schubert, Sachenrecht T

EIL 1, (1982) Begründung, S. 175, 941.
な
お
、
続
け
て
以
下
の
規
定
が
あ
る
。

§ 191　

占
有
者
が
返
還
請
求
さ
れ
た
物
と
と
も
に
、
前
者
と
物
理
的
に
、
し
か
し
所
有
権
変
更
な
く
し
て
結
合
し
た
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
た
は
従
物
と
し

0

0

0

0

0

0

0

て
結
合

0

0

0

し
た
、
自
己
の
物
を
、
引
渡
の
際
に
そ
の
所
有
権
を
留
保
せ
ず
に
引
き
渡
す
場
合
、
こ
の
物
の
所
有
権
は
返
還
請
求
さ
れ
た
物
の
所
有
者

に
、
移
転
に
よ
る
と
同
様
に
、
返
還
に
よ
っ
て
移
転
す
る
、
占
有
者
が
そ
の
代
わ
り
に
費
用
出
捐
に
よ
る
反
対
請
求
権
に
基
づ
き
償
還
を
え
る
か

否
か
に
関
わ
り
な
く
。

占
有
者
が
返
還
請
求
さ
れ
た
物
と
結
合
し
た
物
（
そ
れ
に
つ
い
て
何
ら
償
還
を
え
な
い
）
の
引
渡
の
際
に
、
自
己
の
所
有
権
を
留
保
し
た
場
合

に
は
、
彼
は
こ
れ
を
返
還
請
求
さ
れ
た
物
か
ら
分
離
し
、
か
つ
そ
の
際
返
還
請
求
さ
れ
た
物
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
の
後
に
、
収
去
で
き
る
。
し

か
し
所
有
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
分
離
後
に
占
有
者
に
と
っ
て
有
す
る
で
あ
ろ
う
価
値
の
償
還
と
引
換
に
、
結
合
し
た
物
を
所
有
者
に
と
ど
め
て

お
く
義
務
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、§ 191 

の
表
現
に
よ
れ
ば
、
結
合
に
よ
っ
て
所
有
権
の
移
転
が
生
じ
な
い
か
〔
す
な
わ
ち
、
分
離
し
う
る
構
成
部
分
（lös-

barer Bestandteil

）］、
ま
た
は
従
物
と
し
て
結
合
し
た
場
合
、
所
有
権
の
移
転
は
生
じ
て
い
な
い
の
で
、
分
離
請
求
権
は
成
立
す
る
が
、
返
還

請
求
さ
れ
た
物
の
返
還
の
際
に
付
加
物
に
対
す
る
自
己
の
所
有
権
の
留
保
を
し
た
か
否
か
で
処
理
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
留
保
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
際
に
付
加
物
の
所
有
権
は
移
転
し
、
費
用
償
還
の
問
題
と
な
る
。
ま
た
留
保
し
た
場
合
に
は
、
分
離
か
つ
収
去
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
所
有
者
側
か
ら
の
価
値
償
還
に
よ
る
阻
止
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
起
草
者
の
説
明
が
あ
る
（Begründung, S. 1075f.

）。

…
…
し
か
し
所
有
権
変
更
な
く
し
て
ま
た
は
従
物
と
し
て
結
合
し
た
、
占
有
者
の
物
が
問
題
と
な
る
場
合
、
費
用
は
、
結
合
し
た
物
を
と
も
に

引
き
渡
す
こ
と
が
そ
の
所
有
権
を
返
還
請
求
す
る
所
有
者
に
移
転
す
る
意
図
で
な
さ
れ
た
と
い
う
要
件
の
下
で
の
み
、
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な

意
図
は
、
と
も
に
返
還
さ
れ
る
物
が
、
費
用
償
還
の
反
対
請
求
権
に
お
い
て
、
費
用
と
し
て
明
示
に
主
張
さ
れ
、
他
方
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
場

合
は
、
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
も
、
同
じ
意
図
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
同
時
に
返
還
者
は
こ
の
費
用
に
つ
い

（
94
）

（
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）
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て
償
還
を
請
求
し
な
い
こ
と
が
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
所
有
者
と
引
渡
を
す
る
者
の
間
の
交
渉
は
、
引
き
渡
す
者
が
、
引
渡
後
も
、
返
還
す

る
物
と
結
合
し
て
い
て
、
と
も
に
引
き
渡
さ
れ
た
物
の
所
有
者
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
、
確
か
な
基
礎
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
者
の
所
有
者

は
、
返
還
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
と
設
備
に
お
い
て
、
保
持
で
き
る
保
証
が
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
保
証
は
、
占
有
者
が
、
留
保
せ
ず
に
、
と
も

に
引
き
渡
し
た
と
い
う
事
実
が
、
所
有
権
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
物
の
個
々
の
部
分
に
つ
い
て
、
償
還

さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
移
転
を
意
図
す
る
と
か
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
と
も
に
引
き
渡
し
、
受
領
さ
れ
る
こ
と
が
、
所
有
権
移
転
と
取
得
の

意
図
で
な
さ
れ
た
な
ど
の
、
立
証
を
要
し
な
い
。
従
っ
て
、
返
還
請
求
す
る
物
の
所
有
者
が
、
引
渡
と
と
も
に
、
そ
れ
と
結
合
し
、
留
保
な
く
し

て
、
と
も
に
引
き
渡
さ
れ
た
、
占
有
者
の
物
の
所
有
権
を
、
移
転
と
同
様
に
、
取
得
す
る
と
い
う
実
定
法
規
定
を
必
要
と
す
る
。

§ 6 A
n Bestandtheilen einer Sache, w

elche von derselben nicht getrennt w
erden können, ohne daß die Sache oder 

der Bestandtheil zerstört oder der letztere in seinem
 W
esen verändert w

ird -feste Bestandtheile-, findet ein von dem
 Re-

chte an der Sache abgesonderten Recht nicht statt.
Begründung, S. 818 ff.
V
oigt, Condictiones ob causam

, (1862) S. 804; Pagenstecher, Eigenthum
slehre Bd. 2 (1858), S. 141.

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の

訴
権
を
第
三
者
に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、Jhering, D

ogm
. Jahrb. 1 (1857), 151 N

ote 45.

但
し
、
善
意
の
動
産
占
有
者
は
、
償
還
ま
た
は
担
保
供
与
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
物
の
引
渡
の
義
務
を
負
わ
な
い
（§ 189 A

bs. 2

）
と
さ

れ
る
結
果
、
そ
の
限
り
で
は
償
還
請
求
権
は
物
権
化
し
て
い
た
。
理
由
書
（Begründung, S. 937 

）
は
、
な
る
ほ
ど
、
直
接
、
留
置
者
に
物
権

が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
に
対
す
る
権
利
を
得
て
い
る
こ
と
は
争
い
が
た
い
だ
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
反
面
、
不
動
産
の

場
合
と
悪
意
の
場
合
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
、
便
宜
上
現
行
ド
イ
ツ
民
法
の
条
数
に
対
応
さ
せ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
各
条
文
の
対
応
表
は
、
瀬
川
・
研
究
一
五
二
─

一
五
三
頁
に
あ
る
。

M
otive, III, S. 43.

こ
の
点
に
つ
き
、
瀬
川
・
研
究
一
七
六
、
二
〇
二
頁
参
照
。

簡
潔
な
概
観
と
し
て
、『
ド
イ
ツ
判
例
百
選
』（1969

）
三
六
事
件
、
一
〇
六
頁
二
段
か
ら
三
段
［
大
木
雅
夫
］。

こ
の
規
定
は
、
不
当
利
得
の
章
に
お
い
て
、
不
当
利
得
の
対
象
、
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
規
定
を
さ
ら
に
参
照
し
、
最
後
に
、
損
害
賠

（
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）
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）
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償
や
不
法
行
為
の
義
務
も
妨
げ
な
い
と
す
る
。

他
人
の
主
物
の
占
有
者
が
自
己
の
物
を
付
加
し
た
場
合
に
は
、
所
有
者
占
有
者
関
係
の
特
別
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
理
由
書
（M

o-
tive, III, S. 363

）
に
言
及
が
あ
る
。

理
由
書
（M

ugdan, III, S. 231

）
は
そ
の
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
の
〔
利
得
〕
返
還
義
務
は
、
第
一
、
第
二
項
の
結
果
と
し

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
結
合
し
た
物
が
分
離
後
に
有
す
る
で
あ
ろ
う
価
値
す
ら
与
え
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
。
従
っ
て
、
返
還
請
求
す
る
所
有

者
が
か
よ
う
な
償
還
義
務
に
義
務
づ
け
ら
れ
ず
、
か
つ
そ
の
意
思
も
な
い
場
合
に
は
、§§ 890-892

〔
附
合
の
規
定
〕
の
収
用
的
効
果
を
以
下
の

限
り
で
制
限
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
分
離
が
許
さ
れ
、
分
離
・
収
去
に
よ
っ
て
結
合
の
結
果
生
じ
た
所
有
権
の
変
更
が
ま
き
戻

さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
占
有
者
の
費
用
償
還
請
求
権
は
、
留
置
権
を
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
費
用
を
出
捐
し
た
当
時
の
所
有
者
に
限
定
さ
れ
（M

o-
tive, III, S. 416

）、
部
分
草
案
と
異
な
り
、
全
面
的
に
、
物
権
性
は
奪
わ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
議
事
録
（ Protokolle S. 4193f. 

）
は
土
地

登
記
簿
の
公
的
信
頼
を
危
う
く
す
る
こ
と
を
援
用
し
て
い
る
。

D
ie Beratung des Bürgerlichen Gesetzbuchs in system

atischer Zusam
m
enstellung der unveröffentlichten Q

uellen, 
hrsg. von H

. H
. Jakobs und W

. Schubert, Sachenrecht I, (1985), § 951 S. 660 ff.

償
還
を
請
求
し
得
な
い
場
合
、
分
離
が
な
ん
ら
利
益
を
与
え
な
い
場
合
、
少
な
く
と
も
分
離
後
の
構
成
部
分
の
価
値
が
償
還
さ
れ
る
場
合
。

ま
た
、
原
状
回
復
義
務
等
に
つ
い
て
は
、M

iete
の
規
定
が
準
用
さ
れ
た
（
こ
れ
は
最
終
的
に
は
、
債
権
総
則
に
お
け
る
収
去
権
の
規
定
を
参
照

す
る
体
裁
に
さ
れ
る
）。
な
お
、
第
一
草
案
に
お
い
て
一
旦
否
定
さ
れ
た
償
還
請
求
権
の
債
権
的
性
質
は
、
第
二
草
案
以
降
、
前
所
有
者
の
償
還

義
務
を
新
所
有
者
が
承
継
す
る
と
い
う
特
別
規
定
に
よ
っ
て
、
再
び
物
権
化
さ
れ
た
。

M
iete

な
ど
の
場
合
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、M

iete
の
場
合
の
収
去
権
は
、
本
質
的
構
成
部
分
の
成
否
と
は
無
関
係
に
認
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
契
約
ま
た
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
効
果
の
主
張
は
、
別
次
元
の
も
の
と
し
て
考
慮
さ

れ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、W

indscheid-K
ipp, Pandekten, 9. A

ufl., Bd. 2, S. 981 A
nm
. 5.

所
有
者
占
有
者
関
係
に
お
け
る
占
有
者
の
収
去
権
規
定
を
参
照
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
誤
解
を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
理
由
書
（M

otive, III, S.43

）
は
、
国
民
経
済
的
利
益
と
土
地
取
得
者
の
保
護
を
併
記
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
説
明
は
、
瀬
川
・
研
究
一
五
七
頁
に
よ
れ
ば
、
附
合
を
当
事
者
の
関
係
を
規
律
す
る
と
み
る
見
解
と
、
対
第
三
者
を
規
律
す
る
と
み
る

（
105
）

（
106
）

（
107
）

（
108
）

（
109
）

（
110
）

（
111
）

（
112
）
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見
解
が
混
在
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
が
、
私
見
で
は
、
む
し
ろ
附
合
法
の
機
能
の
両
性
的
性
格
を
示
唆
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
前
述
第
1
節
末
尾
）。

こ
の
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
原
状
回
復
可
能
で
な
い
場
合
も
、
合
意
の
効
力
と
し
て
、
収
去
権
が
成
立
し
う
る
。

Jakobs, A
cP 167 (1967), 381 ff.

は
、
立
法
過
程
を
参
照
し
て
収
去
権
の
行
使
の
制
約
を
、
実
質
的
な
利
益
衡
量
か
ら
導
き
出
す
。
す
な

わ
ち
、
第
一
草
案
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
占
有
者
が
他
人
の
主
物
と
（
自
己
の
所
有
権
の
喪
失
を
伴
っ
て
）
結
合
さ
せ
た
物
に
つ
い
て
も
収
去
権

が
与
え
ら
れ
、
そ
の
理
由
書
か
ら
は
、
こ
の
収
去
権
は
、
償
還
義
務
が
分
離
後
の
構
成
部
分
の
価
値
に
も
及
ば
な
い
場
合
の
保
護
で
あ
り
、
こ
の

収
去
権
が
成
立
す
る
限
り
で
原
状
回
復
禁
止
の
原
則
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
。
附
合
に
基
づ
く
価
値
償
還
義
務
が
、
分
離
後
の
構

成
部
分
の
価
値
よ
り
少
な
く
し
か
与
え
な
い
場
合
に
は
、
自
己
の
物
を
再
取
得
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
原
状
回
復
禁

止
の
原
則
は
、
価
値
償
還
義
務
に
よ
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
る
。

な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
文
脈
で
は
、
悪
意
の
建
物
建
築
者
に
よ
る
多
額
の
償
還
請
求
か
ら
土
地
所
有
者
を
保
護
す
る
と
い
う
立
法
趣

旨
か
ら
、
悪
意
の
占
有
者
の
有
益
費
償
還
排
除
を
規
定
す
る§ 996 

が
立
法
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
（
こ
の
点
に
つ
き
、K

öbl, D
as Ei-

gentüm
er-Besitzer-V

erhältnis im
 A
nspruchssystem

 des BGB. 1971, S. 306

）、
こ
の
規
範
内
容
を
一
般
不
当
利
得
法
と
の
関
連
で
、

修
正
し
て
い
く
と
い
う
点
が
特
殊
で
あ
り
、
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。vgl. M

edicus, Bürgerliches Recht, 13. A
ufl., (1987) Rdn. 897, 

899, 903.こ
の
点
に
関
し
て
、H
olthöfer, S. 37 ff.

Funke

に
お
い
て
典
型
的
に
現
れ
て
い
た
。
な
お
、
部
分
草
案
の
従
物
に
関
す
るBegründung, S. 66 

の
叙
述
（
か
つ
て
は
構
成
部
分
と

従
物
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
、
区
別
さ
れ
る
と
し
て
も
せ
い
ぜ
い
本
質
的
構
成
部
分
と
の
対
比
で
、
非
本
質
的
構
成
部
分
ま
た
はN

ebenbes-
tandtheile

と
定
義
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
）。

D
ernburg, Pandekten, Bd. 1, 5. A

ufl. (1896), S. 180 A
nm
. 11.

Spyridakis, Zur Problem
atik der Sachbestandteile. D

iss. T
übingen. (1966), S.92ff.; W

ieacker, Sachbegriff, Sacheinheit 
und Sachzuordnung, A

cP 148 (1943), 81.

瀬
川
・
研
究
二
〇
二
頁
注
9
。

詳
細
は
、
瀬
川
・
研
究
八
一
頁
以
下
。

こ
の
点
に
関
し
、
瀬
川
・
研
究
三
二
四
頁
。

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）

（
117
）

（
118
）

（
119
）

（
120
）
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日
本
法
の
場
合
に
は
不
動
産
と
動
産
に
お
い
て
、
附
合
の
要
件
の
表
現
が
条
文
上
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
基
準
が
異
な
る
こ
と

を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
。

異
な
る
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
種
々
の
要
因
に
基
づ
く
判
定
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
林
良
平
「
動
産
と
不
動
産
」（『
新
民
法
演
習
1

（
総
則
）』（1967

）
所
収
）
九
〇
頁
。

瀬
川
教
授
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
（
第
1
節
Ⅱ
）、
当
事
者
が
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
所
有
権
留
保
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
限
界
と

し
て
、「
独
立
性
の
識
別
可
能
性
」
と
い
う
基
準
を
提
唱
さ
れ
る
。
こ
の
限
界
は
、
物
理
的
一
体
性
を
そ
の
基
礎
に
置
く
附
合
制
度
が
機
能
す
る

最
小
限
度
の
範
囲
画
定
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
で
言
う
「
事
実
的
分
離
可
能
性
」
と
同
義
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
は
す
で
に
普
通
法
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。W

ächter, H
andbuch S. 272; H

olthöfer, S. 37 
f.

（
建
物
の
付
加
物
に
対
す
る
ロ
ー
マ
法
文
の
判
断
に
つ
い
て
そ
の
基
準
に
二
重
性
を
見
る
、
す
な
わ
ち
、
機
能
的
重
要
性
が
物
理
的
結
合
の
程

度
を
補
完
す
る
）

拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
賃
借
人
の
費
用
償
還
請
求
権
（
三
）」
法
学
論
叢
一
一
一
巻
一
号
（1982

）
五
八
頁
以
下
、『
ド
イ
ツ
判
例
百

選
』
一
〇
六
頁
［
大
木
雅
夫
］。

も
っ
と
も
、
星
野
・
概
論
Ⅱ
一
二
六
頁
は
附
合
と
収
去
権
の
問
題
を
徹
底
し
て
別
個
の
問
題
と
し
て
扱
う
方
向
を
示
唆
す
る
。
な
お
、
賃
借

人
の
な
す
付
加
物
に
つ
い
て
の
法
的
処
理
に
関
し
て
は
、
の
ち
の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
［
の
ち
に
、｢

権
原
者｣

二
六
五
頁
以
下
で
扱
っ
た
→

後
掲
第
2
章
］。

「
独
立
の
有
体
的
存
在
」、「
事
実
的
分
離
可
能
性
」
と
い
う
基
準
も
な
お
観
念
的
・
規
範
的
基
準
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
あ
り
え
よ
う

が
、
さ
し
あ
た
り
、
本
文
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

広
中
・
物
権
法
四
〇
五
頁
は
、
不
動
産
所
有
者
の
有
責
な
行
為
に
基
づ
く
附
合
の
場
合
に
、
分
離
が
不
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
原

所
有
者
は
償
還
請
求
権
と
現
物
返
還
請
求
権
を
選
択
的
に
行
使
し
う
る
と
す
る
。

瀬
川
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
に
は
、
分
離
可
能
で
も
、
除
去
請
求
に
よ
っ
て
償
還
義
務
を
免
れ
え
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
し
あ
た
り
、
瀬
川
・
研
究
三
三
二
頁
以
下
。

前
掲
九
二
〇
頁
以
下
（
結
合
体
（
1
）、（
2
））。

前
掲
九
五
五
頁
以
下
（
結
合
体
（
2
）
三
〇
二
─
三
〇
四
頁
）。

（
121
）

（
122
）

（
123
）

（
124
）

（
125
）

（
126
）

（
127
）

（
128
）

（
129
）

（
130
）

（
131
）

（
132
）
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前
掲
九
五
六
頁
注
（
126
）（
結
合
体
（
2
）
三
〇
五
頁
注
（
121
））。

前
掲
九
五
六
─
七
頁
（
結
合
体
（
2
）
三
〇
四
頁
）。

後
述
す
る
、
星
野
説
が
典
型
で
あ
る
。

以
下
、
傍
点
部
分
は
す
べ
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

M
ünchener K

om
m
entar 2. A

ufl. Bd. 4 (1986), § 951 RdN
r. 22. (Q

uack).
後
藤
清
「
賃
貸
借
に
お
け
る
費
用
償
還
請
求
権
」
民
商
一
三
巻
二
号
（1941

）
一
─
二
五
頁
。

こ
の
例
は
、
ま
さ
に
労
務
給
付
の
場
合
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
所
有
権
の
移
転
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
。

後
藤
、
前
掲
一
五
頁
。

後
藤
、
前
掲
、
一
六
─
一
九
頁
。

な
お
、
類
似
の
構
成
と
し
て
、
ド
イ
ツ
部
分
草
案
の
規
律
（
前
掲
九
四
六
頁
注
（
95
）（
結
合
体
（
2
）
二
九
八
頁
注
（
92
）））
参
照
。

後
藤
、
前
掲
、
二
〇
頁
注
二
。

こ
の
点
は
、
後
の
鈴
木
説
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
鈴
木
説
（
鈴
木
禄
弥
『
借
地
法
・
下
』、
初
版
（1970

）、
改
訂
版
（1980

）
六
一
七

頁
）
は
渡
辺
、
星
野
説
を
支
持
し
、
選
択
的
行
使
を
認
め
る
際
の
、
理
論
的
構
成
と
し
て
、
償
還
請
求
す
る
場
合
に
は
、
二
四
二
条
但
書
の
権
利

は
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
権
利
を
放
棄
す
れ
ば
、
本
文
の
原
則
に
戻
っ
て
、
土
地
に
附
合
し
、
償

還
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
説
明
す
る
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
も
、
戦
後
の
渡
辺
説
に
み
ら
れ
る
、
民
法
六
〇
八
条
と
造
作
買
取
請
求
と
の
選
択

行
使
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
（
後
藤
、
前
掲
二
四
頁
）。

石
田
文
次
郎
『
物
権
法
論
』（1932

）
四
一
二
頁
、
我
妻
栄
『
物
権
法
』（
現
代
法
学
全
集
第
二
九
巻
）（1931

）
五
〇
〇
頁
。
な
お
、
我
妻

説
は
『
物
権
法
（
民
法
講
義
）』（1952 

新
版
）
に
お
い
て
改
説
し
て
い
る
（
こ
れ
は
末
弘
の
批
判
（
前
掲
九
二
四
頁
注
（
14
）（
結
合
体
（
1
）

一
六
一
頁
注
（
13
）
参
照
））
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
中
島
玉
吉
『
民
法
釈
義
・
巻
之
二
上
（
物
権
篇
上
）』（1915 

再
版
）
四
〇
六
頁
は
、
附
合
に
お
い
て
二
物
を
形

成
す
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
富
井
、
梅
の
見
解
を
批
判
し
、
二
物
に
な
る
場
合
は
八
六
条
の
定
着
物
で
あ
り
、
附
合
後
も
な
お
独
立
性
を
失
わ
な

い
場
合
に
は
、
所
有
権
の
移
転
、
拡
大
は
生
じ
得
な
い
と
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
川
島
武
宜
『
民
法
Ｉ
総
則
・
物
権
』（1960

）
二
一
三
頁
（
梅
博
士
の
見
解
を
援
用
し
つ
つ
、
附
合
の
二
分
論

（
133
）

（
134
）

（
135
）

（
136
）

（
137
）

（
138
）

（
139
）

（
140
）

（
141
）

（
142
）

（
143
）

（
144
）

（
145
）

（
146
）
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を
支
持
、
但
し
、
附
合
の
結
果
一
物
を
形
成
す
る
場
合
と
二
物
を
形
成
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
点
で
）、
林
良
平
「
動
産
と
不
動
産
」（『
新
民

法
演
習
』
1
総
則
所
収
）
九
一
頁
（
わ
が
国
の
解
釈
論
で
用
い
ら
れ
る
意
味
で
の
構
成
部
分
は
、
つ
ね
に
主
物
と
附
合
し
て
一
物
を
な
し
例
外
が

な
い
意
味
で
、
ド
イ
ツ
民
法
の
構
成
部
分
の
概
念
よ
り
狭
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
）。

反
対
、
柚
木
馨
『
判
例
物
権
法
総
論
』（1934

）
二
五
七
頁
。

我
妻
栄
『
民
法
講
義
Ｖ2
」（1957

）［
六
七
七
］。

『
注
釈
民
法
第
一
五
巻
』（
旧
版
）（1966

）§ 608 IIIウ

（
渡
辺
洋
三
執
筆
部
分
）。

先
駆
的
に
は
、
や
や
不
明
確
で
は
あ
る
が
、
戒
能
通
孝
『
借
地
借
家
法
』（
新
法
学
全
集
）（1937

）
一
一
七
頁
、
後
藤
、
前
掲
二
〇
二
頁
。

星
野
英
一
『
借
地
・
借
家
法
』（1969

）
二
〇
二
頁
。

我
妻
の
叙
述
を
不
正
確
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
所
有
権
は
移
転
し
な
い
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

後
掲
・
概
論
Ⅱ
三
七
頁
。

星
野
英
一
『
民
法
概
論
Ⅱ
』（1973

）
一
二
五
頁
以
下
。

瀬
川
信
久
『
不
動
産
附
合
法
の
研
究
』（1981

）
三
三
〇
頁
以
下
。

三
宅
正
男
『
契
約
法
（
各
論
）』
下
巻
（1988

）
八
〇
二
頁
以
下
。

三
宅
・
前
掲
八
三
五
頁
。

BGB § 547a A
bs. 2.

［
現
五
五
二
条
］

こ
の
場
合
に
は
、
附
合
の
成
否
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
日
本
法
の
費
用
償
還
請
求
と
造
作
買
取
請
求
と
を
合
わ
せ
含
む
こ
と
に
な

ろ
う
。ド

イ
ツ
民
法§ 997 A

bs. 2 

に
お
け
る
所
有
者
・
占
有
者
関
係
に
お
け
る
、
収
去
権
の
規
律
も
こ
れ
に
類
似
す
る
。

な
お
、
三
宅
・
前
掲
八
〇
三
頁
注
（
1
）。
前
掲
九
五
三
頁
（
結
合
体
（
2
）
二
九
四
頁
）。

『
新
版
注
釈
民
法
』
第
一
五
巻
（1989

）§ 608 III (b)

（
原
田
純
孝
執
筆
部
分
）
二
四
三
頁
。

所
有
権
帰
属
を
前
提
と
し
な
い
、
従
っ
て
所
有
権
回
復
を
内
容
と
す
る
形
成
権
的
な
も
の
。

星
野
説
で
は
、
契
約
関
係
の
あ
る
場
合
に
は
、
も
は
や
物
あ
る
い
は
附
合
法
の
規
律
は
債
権
的
調
整
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
。

例
え
ば
、
原
田
説
。
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借
地
借
家
法
第
三
三
条
、
三
七
条
。

前
掲
注
（
85
）（
110
）
と
対
応
す
る
本
文
参
照
。
今
般
の
債
権
法
改
正
に
よ
り
、
使
用
貸
借
に
お
い
て
借
主
の
収
去
義
務
を
限
定
す
る
規
定

（
五
九
九
条
一
項
但
書
）
が
明
文
化
さ
れ
、
賃
貸
借
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る
（
六
二
二
条
）。
こ
の
内
容
は
、「
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
又

は
分
離
す
る
の
に
過
分
の
費
用
を
要
す
る
物
」
で
あ
り
、
動
産
の
附
合
の
要
件
（
二
四
三
条
）
と
酷
似
す
る
。
で
は
、
付
合
と
収
去
義
務
の
関
係

は
ど
う
解
す
る
か
。
関
連
を
意
識
し
つ
つ
も
、
別
個
に
扱
う
方
向
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
と
も
か
く
、
改
正
法
の
理
解
と
し
て
、
共
通
す
る
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ば
、
中
田
裕
康
『
契
約
法
』（2017

）
四
〇
四
頁
、
筒
井
・
村
松
『
一
問
一
答　

民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
』（2018

）
三
〇
八
、
三

二
六
頁
。
私
見
は
、『
私
法
』
八
一
号
（
二
〇
一
九
年
刊
行
予
定
）
の
二
〇
一
八
年
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
強
行
法
と
任
意
法
」
に
お
け
る

発
言
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
九
五
六
頁
（
結
合
体
（
2
）
三
〇
三
頁
）。

区
別
の
困
難
か
ら
か
、
訴
訟
上
、
一
括
し
て
有
益
費
と
し
て
償
還
請
求
を
し
、
仮
に
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
ば
造
作
と
し
て
買
取
請
求
を
す
る
、

と
い
う
大
ま
か
な
仮
定
的
抗
弁
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
菅
野
佳
夫
「
造
作
費
・
有
益
費
と
原
状
回
復
特
約
」
判
夕
六
九
四
号
（1989

）
六
二

頁
。
同
じ
く
、
借
家
関
係
の
実
態
の
変
化
に
よ
り
、
造
作
買
取
請
求
の
強
行
性
の
意
義
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
に
つ
き
、『
新
版
注
釈
民
法
』
第

一
五
巻
（
渡
辺
・
原
田
）
七
五
二
頁
以
下
。

星
野
説
（
そ
の
2
）
の
分
析
参
照
。

第
二
の
考
え
方
で
は
な
お
価
値
賠
償
に
よ
る
（
裁
判
官
に
よ
る
介
入
と
し
て
の
）
調
整
の
限
界
づ
け
の
問
題
が
残
る
。

瀬
川
・
一
〇
─
一
二
頁
が
起
草
過
程
以
降
の
複
雑
な
状
況
を
説
明
す
る
。
本
書
で
は
、
さ
し
あ
た
り
附
合
を
否
定
す
る
通
説
に
従
う
。

例
え
ば
、
梅
「
土
地
ト
建
物
ト
ノ
関
係
」
法
学
志
林
八
巻
八
号
（1906

）
一
頁
以
下
、
一
〇
号
三
〇
頁
以
下
は
、
民
法
の
立
場
が
原
則
一
体

的
処
理
で
あ
る
こ
と
を
例
（
一
体
処
理
の
例
：
賃
貸
人
の
先
取
特
権
、
附
合
。
別
個
処
理
の
例
：
不
動
産
登
記
法
、
抵
当
権
、
法
定
地
上
権
、
一

括
競
売
、
不
動
産
工
事
の
先
取
特
権
）
を
挙
げ
つ
つ
説
明
す
る
。

瀬
川
・
研
究
二
二
四
頁
。

槇
悌
次
「
区
分
建
物
に
お
け
る
区
分
体
の
独
立
と
独
自
の
物
的
結
合
体
の
形
成
（
一
）」
民
商
一
〇
二
巻
五
号
（1990

）
一
頁
以
下
は
、
二

段
階
の
画
定
を
介
す
る
区
分
体
独
立
の
法
理
を
展
開
す
る
。

瀬
川
・
研
究
三
二
九
頁
。
但
し
、
同
三
三
〇
─
三
三
一
頁
（
識
別
な
い
し
執
行
不
可
能
な
場
合
）。
な
お
、
現
在
の
ド
イ
ツ
法
学
説
も
同
様
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論　　　説

に
、
成
否
の
点
で
も
任
意
法
と
考
え
る
見
解
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
前
掲
九
六
〇
頁
（
権
原
者
二
六
九
頁
）。

こ
の
よ
う
な
構
成
が
簡
明
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
共
有
、
所
有
権
と
担
保
権
に
よ
る
負
担
の
組
み
合
わ
せ
、
条
件
付
所
有
権
取
得
な
ど

の
歴
史
上
構
想
さ
れ
た
諸
構
成
と
対
比
す
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
参
照
、
前
掲
九
四
七
頁
（
結
合
体
（
2
）
二
八
九
頁
）。

槇
『
物
権
法
』（1978

）
一
六
七
頁
。

詳
細
な
定
式
化
を
試
み
る
瀬
川
・
研
究
三
四
〇
頁
注
3
に
対
す
る
検
討
と
し
て
、
前
掲
九
二
八
頁
以
下
（
結
合
体
（
1
）
一
六
四
頁
以
下
）。

な
お
、
物
権
的
請
求
権
の
請
求
内
容
を
め
ぐ
る
従
来
の
議
論
（
行
為
請
求
か
忍
容
請
求
か
、
帰
責
事
由
を
考
慮
す
る
か
等
）
が
こ
こ
で
参
考
と

な
る
。こ

の
点
の
検
討
と
し
て
、
前
掲
九
六
〇
頁
以
下
（
権
原
者
二
六
七
頁
以
下
）。

前
掲
九
二
六
頁
以
下
、
特
に
九
三
四
頁
（
結
合
体
（
1
）
一
六
二
頁
以
下
、
特
に
一
七
〇
頁
）。

立
法
過
程
で
、
自
分
の
金
の
指
輪
に
他
人
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
く
っ
つ
け
て
売
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
処
理
に
つ
い
て
、
起
草
者
富
井
は
、

即
時
取
得
の
問
題
と
答
え
、
現
行
二
四
七
条
と
は
無
関
係
の
問
題
と
し
て
い
る
（
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
第
二
八
回
（
商
事
法
務
研
究
会

版
速
記
録
二
）
六
〇
頁
下
段
）。
こ
れ
は
分
離
可
能
だ
か
ら
動
産
の
附
合
が
成
立
し
て
い
な
い
場
合
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

添
附
規
定
の
冒
頭
の
説
明
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
元
添
附
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
今
日
ニ
於
キ
マ
シ
タマ

マ

殆
ン
ド
適
用
ガ
ナ
イ
ト
思
フ
、
適
用

ノ
極
メ
テ
少
ナ
イ
モ
ノ
デ
殊
ニ
彼
ノ
即
時
時
効
卜
云
フ
モ
ノ
ノ
規
定
が
行
ハ
レ
テ
居
ル
以
上
ハ
適
用
ノ
誠
ニ
少
ナ
イ
モ
ノ
デ
夫
レ
ニ
種
々
場
合
ヲ

考
ヘ
テ
煩
ハ
シ
イ
規
定
ヲ
設
ケ
ル
ノ
ハ
余
リ
必
要
ガ
ナ
イ
コ
ト
ト
考
ヘ
マ
ス
」（
速
記
録
三
七
頁
下
段
）。
即
時
取
得
制
度
と
附
合
制
度
の
関
係
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
分
離
可
能
性
の
有
無
を
問
わ
ず
と
も
、
利
益
状
況
の
同
質
性
を
根
拠
に
（
一
種
の
勿
論
解
釈
？
）
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
瀬
川
・
研
究
四
二
頁
、
三
四
一
頁
注
17
参
照
。

不
動
産
所
有
者
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
附
着
の
場
合
に
つ
き
、
広
中
俊
雄
『
物
権
法
下
』（1981

）
四
〇
五
頁
は
動
産
原
所
有
者
に
償

金
と
現
物
返
還
の
選
択
行
使
を
認
め
る
。
鈴
木
禄
弥
『
物
権
法
講
義
五
訂
版
』（2007

）
二
八
頁
も
同
旨
か
。
加
藤
雅
信
『
物
権
法
第
二
版
（
新

民
法
大
系
）』（2005

）
二
八
一
頁
以
下
、
石
田
穣
『
物
権
法
』（2008

）
三
五
三
頁
以
下
も
示
唆
に
富
む
。

前
掲
九
三
二
頁
（
結
合
体
（
1
）
一
六
八
頁
）
で
は
そ
う
述
べ
た
。
起
草
者
も
現
行
二
四
八
条
の
趣
旨
説
明
で
、
不
当
利
得
と
不
正
の
損
害

（
不
法
行
為
の
意
）
の
二
つ
の
法
理
が
、
附
着
者
が
誰
か
や
、
そ
の
主
観
的
態
様
に
応
じ
て
、
使
い
分
け
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（
速
記
録
六
七

頁
上
段
）。
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そ
の
主
唱
者
は
、
川
島
武
宜
『
所
有
権
法
の
理
論
』（1949

）
一
七
七
頁
。

星
野
英
一
「
日
本
民
法
典
に
与
え
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
」『
民
法
論
集
』
第
1
巻
（1970

）
一
四
七
頁
注
4
は
、
日
本
民
法
は
土
地
と

86
条
の
定
着
物
が
一
物
を
な
す
か
、
二
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
土
地
・
建
物
の
一
部
で
別
個
の
権
利
の
対
象

と
な
ら
な
い
物
と
、
別
個
の
権
利
の
対
象
と
な
り
う
る
が
87
条
の
従
物
法
理
に
よ
り
処
分
の
効
果
が
及
ぶ
物
と
の
区
別
に
つ
い
て
も
規
定
が
な
い

と
す
る
。

ド
イ
ツ
民
法
起
草
の
過
程
で
も
同
様
の
経
過
を
た
ど
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
前
掲
九
五
〇
頁
以
下
（
結
合
体
（
2
）
二
九
一
頁
以
下
）。

星
野
『
民
法
概
論
』
Ⅱ
（1980

）
一
二
五
頁
。

瀬
川
・
研
究
三
一
六
頁
の
指
摘
。

番
号
は
「
解
説
」
の
も
の
。
各
判
決
の
詳
細
は
「
解
説
」
の
第
1
章
以
下
の
参
照
を
乞
う
。

＊　

原
論
文
公
表
後
の
関
連
文
献
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。
鎌
田
ほ
か
「
不
動
産
と
は
何
か
」
⑴
～
⑸
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
五
～

一
三
三
七
号
（2007

）、
直
井
義
典
「
添
付
の
歳
の
償
金
請
求
権
に
関
す
る
一
考
察
」（
一
）
～
（
四
）、
徳
島
大
学
社
会
科
学
研
究
21
～
24
号

（2008

～2011

）。Schlim
pert, Integrale und funktionale V

erbindungen aus Sachen im
 französischen und deutschen Recht 

(2015); v. Bar, Gem
eineuropäisches Sachenrecht, Bd. l (2015) 

§ 2 V
II.
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